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1. はじめに 

以下の注意事項に留意して，原稿を作成すること．

2.「伝熱」用原稿作成上の注意 

2.1 標準形式 
原稿はMicrosoft Word等を用いて作成し，図や写

真等は原稿に張り込み一つのファイルとして完結

させる．原稿の標準形式を表 1に示す．

表 1 原稿の標準形式
用紙サイズ A4縦長(210mm×297mm)，横書き
余白サイズ 上余白 30mm，下余白 30mm 

左余白 20mm，右余白 20mm 
タイトル 1段組，45mm前後あける

（10 ポイント(10×0.3514mm)で 8 行
分）

本文 2段組，1段 80mm，段間隔余白 10mm
活字 10ポイント(10×0.3514mm) 

本文 
    (Windows) MS明朝体
    (Macintosh) 細明朝体
見出し
    (Windows) MSゴシック体
    (Macintosh)中ゴシック体
英文字・数字
    Times New Romanまたは Symbol

1行の字数 1行あたり 23文字程度
行送り 15ポイント(15×0.3514=5.271mm) 

1ページあたり 45行
ただし，見出しの前は 1行を挿入

2.2 見出しなど 

見出しはゴシック体を用い，大見出しはセンタリ

ングし前に 1行空ける．中見出しは 2.2などのよう
に番号をつけ左寄せする．見出しの数字は半角とす

る．行の始めに，括弧やハイフン等がこないように

禁則処理を行うこと．

2.3 句読点 

句読点は ，および ．を用い， 、や ．は避
けること．

2.4 図について 

図中のフォントは本文中のフォントと同じもの
を用いること．

2.5 参考文献について 

2.5.1 番号の付け方 
参考文献は本文中の該当する個所に[1]，[2,4]，

[6-10]のように番号を入れて示す．

2.5.2 参考文献の引き方 
著者名，誌名，巻，年，頁の順とする．毎号頁の

改まる雑誌(Therm. Sci. Eng.など)は巻-号数のよう

にして号数も入れる．著者名は，名字，名前のイニ
シャル．のように記述する．雑誌名の省略法は科学

技術文献速報(JICST)に準拠する．文献の表題は省

略する．日本語の雑誌・書籍の場合は著者名・書名
とも省略しない．

参考文献 
[1] 伝熱太郎，伝熱花子，日本機械学会論文集 B編，

80-100 (1999), 3000-3005．
[2] Incropera, F. P. and Dewitt, D. P., Fundamentals of 

Heat and Mass Transfer, John Wiley & Sons 

(1976). 

[3] Smith, A. et al.,Therm. Sci. Eng., 7-5 (1999) ,10-16. 

[4] 山田太郎，やさしい伝熱，熱講社 (1980).  

原稿作成用のテンプレート（MS-WORD）は下記
の伝熱学会のホームページよりダウンロードでき

ます．

伝熱学会のホームページ  http://www.htsj.or.jp/ 

または学会誌「伝熱」のホームページ

会告・記事のテンプレート
http://www.htsj.or.jp/den_guide.html 
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ものづくりと伝熱特集号

 -1- Jour. HTSJ, Vol. 42, No. 173 

「ものづくりと伝熱」特集号の３回目として、中
国四国支部および九州支部での取り組みを、九州大

学の高田保之先生に企画などすべてをお願いしてし

まい、その罰としてこの前書きを書くことになり大
変恐縮しています。

若者の理科離れの現象に、さらに少子化の傾向が

拍車をかけて「ものづくり」という言葉がさかんに
叫ばれています。言うまでもなく、我が国は科学技

術によって支えられており、毎週目にする、優れた

技術者たちを紹介する例の某人気テレビ番組はそれ
を再認識させてくれます。しかしながら、冒頭でも

述べたように、将来の我が国を支えていく若者たち

の理科離れは深刻なようで、特に最近では、科学に
対して少しでも興味をもってもらおうと、各大学・

高専等が小学生や中学生などを対象としたオープン

キャンパスなどを積極的に行っています。私は、若
者にものづくりへの関心を起こすには、超微細化技

術、すなわち新しいアイデアに富んだナノテクノロ

ジーの、ものづくりへの導入が非常に重要であり、
これにより技術の画期的変革が期待されると考えま

す。おそらく、我々の世代とは異なり、従来型の「も

のづくり」にナノテクノロジーが調和した新しいア
プローチが、工学の分野に限らず、医学、バイオテ

クノジーなど様々な分野で花開き、それこそが、若

者に大きな自然科学に対する興味、すなわち、もの
をつくるための動機付けを与えると考えられるから

です。

今回の「ものづくりと伝熱」特集号では、中国四
国支部ならびに九州支部における「ものづくり」と

「伝熱」に関する取り組みを、大学・高専・企業の

それぞれの立場から具体的に紹介しますが、大学の
研究室での最近のトピックから、身の回りの不思議

な自然科学を一般の方々へわかりやすく紹介する

「オープンキャンパス」による取り組み、あるいは、
大学と企業が連携して「お金になる＝役に立つ」、も

のづくりをめざす産学連携の取り組みなど様々であ

ります。なかでも、今回紹介する岡山理科大学では、
付属高校と連携して、日常より「ものづくり」の楽

しさや重要性を訴え、精力的に取り組まれているよ

うであります。
各大学・高専とも、伝熱の教育のなかに日常生活

でなじみの深いもの、あるいは、工業的な応用、例

えば装置の設計などを積極的に取り入れており、こ
れらの中には、ユニークな取り組み、あるいは実施

するまでに至る経緯、苦労など、さまざまな立場か

ら述べられているので、多くの方々の参考になると
考えられます。ぜひご一読いただきたいと思います。

このような「ものづくり」の教育に関しては、広

島大学でも、オープンキャンパスを年に数回程度実
施し、地域の方々、広島大学を志願する中高生たち

と交流を深めています。私自身も、およそ２０年前

に、ガス中に漂うエアロゾル粒子の挙動を可視化し、
解説を加えた教育ビデオを作成しました。このビデ

オは、現在でも、学生ならびに企業の方に簡単なエ

アロゾルの解説を行う際に用いており、実際にブラ
ウン運動している粒子を見てもらうことで、今でも

なお、好評を得ています。

また、今回の特集でも、企業における「ものづく
り」に対する教育の指針について紹介していただい

ており、学生の教育の場におけるひとつの手がかり

になると考えています。このような産学間における
意見の交流は大変重要であり、有意義なものである

と思います。

さらに、「ものづくり教育に一家言をお持ちの先
生からの原稿」として佐賀大学の門出先生からメッ

セージをいただいており、これについても、ぜひご

一読いただきたいと思います。
最後に、本特集号を刊行するにあたり、年末年始

から、年度末という大変忙しい時節にもかかわらず、

原稿を執筆いただいた著者の方々に深く感謝を申し
上げます。また、企画にご意見・ご助力いただいた

委員の方々にも、感謝する次第であります。

中国四国支部、九州支部におけるものづくりと伝熱に関する取り組み
Activities on Manufacturing and Heat Transfer Education in Chugoku-Shikoku & Kyushu Branch 

奥山 喜久夫（広島大学）
Kikuo OKUYAMA (Hiroshima University)
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１．はじめに 

最近，「ものづくり」や「体験学習」などという言
葉をよく耳にする．「何のための，何を目標とし，何

を期待して」叫ばれているのだろうか．多くの大学

でも，それに応えるかのように創造的科目が新たな
学習科目として導入されている．今，なぜ「ものづ

くり」なのだろうか．また「ものづくり」を通して

我々は，どんなことを獲得しようとしているのかあ
るいは期待されようとしているのか．更には「理工

系離れ」と「ものづくり」は本当に関連があるのだ

ろうか．これらの点について，日頃，筆者なりに考
えていたことを述べてみることにする．

２．創造とものづくり 
人間は生来，ある「もの」を創造し，それを具現

化することに達成感と喜びとを感じる生き物である

ように思う．幼少の頃は，積み木や簡単な絵などを
通して，創作の楽しさを知り，成長と共にその創作

活動は，より高度な知的なものへと変遷していく．

そして，「生きた証」が，具体的な「もの」として少
しずつ残さていると考えることができるであろう．

この貴重な創作活動で，「何か」に熱中し，それを通

して頭脳が刺激され，次第に創造性も養われ，更に
は人間的素養が形成されていくということを経験的

に知っている．ところで，ここでの「もの」とは，

知的生産活動を通して学び，そして新たに創造され
たすべてが対象となるであろう．例えば，

(1) 芸術（音楽，絵画，建築物など）
(2) 書物（哲学，思想書など）
(3) スポーツ，遊び
(4) 工学的有用な機器

3. 達成感と喜び 

芸術やスポーツの世界においても，常に独創性が

求められると同時に，最終的には創作されたもの（作
品）や目標の達成（スポーツでは特に）を得るため

に，人間はそれぞれの対象に対して熱中し，人々は，

その姿に感動を覚えるのだ．創作されたものや目標

とした結果が高い評価を受けることで，人間は満足
感と喜びを得，更に新たな創造へとの進化をたどっ

ている．特に，スポーツの世界は，目標の達成とそ

の経路が万人に分かり易いという点から，幼い頃か
ら誰もが熱中しやすい分野である．もちろん，高い

目標への到達は，尊いことであるが，そこまでに学

んだ多くの経験も同時に尊いもの（目に見えないけ
れども）として，人間としての成長と形成に役立っ

ていると思う．

ちょっと抽象的な表現ではあるが，大相撲の横綱
に求められる資質として，「心・技・体」という表現

がある．体（素質）があってもそれを磨く心（人間

性や向上心），更にはそれを鍛えながら獲得される技
（新しい技術の創造）の３拍子が揃って初めて大き

な目標が達成されるということを端的に述べた言葉

だと感心している．この「心・技・体」は，図１(a)

に示されるような意識の循環によってより高いもの

への道のりを示しているように思う．

ところで，我々が大学で対象としている「ものづ
くり」は，狭義の意味での「ものづくり」と定義す

べきものであろう．例えば，伝熱工学に主たる興味

を持つ者や「理工系離れ」を叫んでいる人々は，主
に理工学的発想あるいは活動から創造された「もの」

を対象にした「ものづくり」を考えている．従って，

ここでの「ものづくり」には，最終目標に到達する
までに多くの理工学的な知識を必要とする．例えば，

「熱交換器」を製作するには，伝熱工学をはじめと

する多くの知識を当然必要とすることになる．それ
らの知識を基に，まず「設計」から始まり，最終的

に目的にかなった熱交換器が生産されることになる．

このプロセスを考えると，理工学分野が対象とする
「もの」は，技術が高度化されればされるほどより

多くの知識が求められるようになる．そのことは，

理工学分野では多くの知識を必要とし，それを学ぶ
ことが必然的に求められることになる．この「学ぶ」

というプロセスは，訓練であり，「忍耐と努力」が求

ものづくりと創造
 Completion of something and creativeness 

門出 政則（佐賀大学）
Masanori MONDE (Saga University)
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められる．筆者が，大学院生の時「学ぶということ
は，味のない砂を噛むようなものであるが，それを

通過すると，楽しい創造的な世界を作り出すことが

できる．研究室は，砂漠の中のオアシスです」と言
った内容の文章を工学部ニュースで読んだように記

憶（３０年くらい前）している．その時，まさにそ

の通りであると妙に納得したことであった．実験装
置の設計や自然現象について議論することは嫌では

なかったが，こつこつと勉強するタイプではなかっ

た自分にとって，基礎知識の大切さを痛感させられ
ることになったのは，やはり研究室での幅広い議論

や考え方であったように思う．その議論や考え方が

まさに「動機づけ」となったように思う．ところで，
この「動機づけ」は，一体全体どこから生まれてく

るのだろうか．達成感，好奇心，向学心など，いろ

いろと考えられるが，たぶん幼年時代からのこれら
の積み重ねであろう．団塊の世代を振り返ってみる

と，この世代は，高度成長期と共に歩いた世代であ

ろう．新しい工業分野の曙であり，新しい技術で生
み出される「重厚長大」の数々，そこには，図１(b)

に示されるような知識・設計・創造という循環を身

近に感じ，また直接経験することができたように思
う．

高度成長期以降，「ものづくり」はより高度化，自

動化され，更には円高という経済事情とも絡みっ

心：人間性や向上心 設計：ある物を具体化
などの心    する作業

技：技術 創造：新しい物を作る

ひらめき
体：素質 知識：基礎知識          

図１ 最終目的への循環

て今の日本は「ものづくり」と人間との関わりがま
すます希薄になってきている．その結果，ものづく

りの楽しさから遠ざかってしまい，「動機づけ」自身

も失われてしまいそうになっているのではないだろ
うか．もう一度，図１(b)に示される循環を肌で感じ

るためには，「もの」という身近な題材を成長に応じ

て適切に選択し，提示することが大切だ．「ものづく
り」を通して技術や科学に興味を持たせ，更にはそ

の道に進んでくれることを期待するためにも．「も

のづくり」ということが叫ばれているのであろう．

4. 理工系大学における「ものづくり」 

伝熱工学あるいはより広く機械工学分野で期待さ
れるものづくりとは，

(1)専門科目の学習に向けての動機づけと能動化

／活性化をはかる．
(2)工学的プロジェクトを自力でやり遂げる．

ということを経験／修得させることである．

更に，ものづくりでは，学習に向けての動機づけ
を実現するような内容を含むことが求められるであ

ろうから，具体的なものづくりには，
[Ⅰ]工学的に興味深い対象であること
[Ⅱ]設計から結果にいたるまでの時間が短いこと．
[Ⅲ]結果が分かりやすいものであること．
[Ⅳ]本人の技量による要素が大きいこと
などの要素が求められることになるであろう．

具体的な例の１つが，ロボットコンテストや模型

飛行機大会などであろう．
理工系学科での創造科目として，ものづくりを導

入する場合，その題材の選択と何を指導したいのか

という視点が非常に重要となる．

終わりに 

編集委員から「ものづくり教育に一家言お持ちの
方へ」の依頼ということでしたので，「ものづくり」

について日頃感じていることを読者からの叱責を恐

れずに敢えて独断と偏見をもって述べました．上辺
だけのものづくりに惑わされず，独創性豊かなもの

づくりへと発展されることを期待しています．

  (a) 横綱への道       (b) 技術者への道

心

技 体

すもう

独創
創造

知識設計

ものづくり
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1. はじめに 
1995年に施行された科学技術基本法は，我々大学

人に，研究の活性化による新技術の創出とともに，
高レベルの技術者・研究者の育成に邁(まい)進する

使命を改めて課すことになった．本誌はその性格上，

前者に関する話題が中心であるが，「どんな技術も
人が作る」ことを考えれば，後者に関する話を議論

することも重要であろう．

筆者は，九州大学工学部機械航空工学科で主とし
て熱工学関係の演習，実験，製図等を担当するとと

もに，３年前から始まった当学科の初年次導入科目

「工学入門」の世話役を担当している．熱工学分野
の教員から見た工学教育，熱工学とものづくりにつ

いて思いつくままに書かせて頂いた．

2. 素朴な疑問 

「最近の学生はトルクという言葉を知らない」

「鉄道のレールの断面がどうなっているかを知らな
い」「機械に興味のない学生が単に試験の成績だけ

で大学に入ってくる」…，これらは筆者が教員にな

って 15年間に聞いた偉い先生方（学内外を問わず）
の嘆きのごく一部である．そして，それらの後に出

てくる言葉が「だから今の学生は平均的にデキが悪

い」であり，「科学技術立国日本の明日を憂う」であ
った．

一方で，昨今の日本で教育改革の必要性が叫ばれ

てきたその理由として必ず出て来るのが「知識詰込
みの教育＝独創性のない教育」から「独創性を育て

る教育」へというものである．さらに「最近の学生

は，言われたことしかしない．」「指示待ち人間では
いけない，問題提起型の人間の育成を！」との声も

よく聞かれる．

もちろん，これらの声はそれなりに当たっている
し，我々大学教員もこれらの声を大事にする必要が

あると思う．しかし，ここで素朴な疑問が生まれて

くる．本当に今の学生は昔に比べてデキが悪いので
あろうか？ また「知識ばかり豊富で…」というほ

ど豊富な知識を持っているのであろうか？ さらに，

与えられたものをそれほどきちんとやっているだろ

うか？
あるいは，こうも考えられる．今の学生の質が悪

いと言っている，知識だけでなく創造性を持とうと

し，指示を待たずに自分から問題解決を図ろうとし
てきた世代の人々が今までの日本を作って来たとす

れば，その人々ですら救うことができない今の経済

的な停滞を，これからの世代が救うことなど可能で
あろうか，と．

図 1に「数学オリンピック」の愛称で呼ばれる国

際数学コンクールにおける国別上位ランキングの変
遷を示す[1]．これは東欧（旧共産圏）諸国で 1959

年に始められたものであり，16歳以下の「選手」に

数学の問題を解答させ競わせるものである．現在は
世界中から 80カ国以上が参加しており，数学の英才

教育の国際的レベルをある程度知ることができる．

日本は 1990年の第 31回大会から参加を始め，参加
国数・参加者数とも増加する中で 10～15位を保って

いる（初年は 20位）．このデータは，(1)日本の英才

教育の質が欧米諸国に比べて劣っている，ことや，
(2)それをもって日本のこれまでの教育に致命的な

欠陥がある，とする論調の基礎としてしばしば使わ

れる．
しかし，筆者はこのデータをどう見ても日本の学

生が「欧」米に比べ英才教育の質が低いとは思えな

い．一方で，ランキングと国の豊かさ（ここでは経
済力としておく）が必ずしも対応していないことが

大変気がかりになる（ここに掲載していない国を全

部掲載すれば，事情はさらにはっきりする）．すなわ
ち，本催事はオリンピックと同じで，ランキングが

直接その国の数学教育の全体的なレベルや国民生活

の豊かさとは何の関係もないことを，このデータは
表しているように思えてならない．

第二次世界大戦前の日本は帝国大学を中心とした

「エリート」教育であったが，戦後はいわゆる大学
の大衆化によって数多くの「秀才」を輩出する教育

ものづくりと熱工学と工学教育
Engineering Education and Thermal Engineering, for Production 

吉田 敬介（九州大学）
Keisuke YOSHIDA (Kyushu University)
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を行ってきた．その中にあってもなお，数学オリン
ピックはこの程度の成績を残せ，数多くの天才的技

術者やノーベル賞学者を戦前より多く輩出し，資源

に乏しい人口１億の国に経済発展をもたらした．こ
れまでの教育はそれなりにうまく行った．この図は

こう読むべきではないか？

にもかかわらず，経済的な停滞を「知識詰込み型教
育」の責任にし，欧米のように少数の天才の出現が

社会を豊かにしてくれるとの価値観を日本社会が認

めるとは思えない状況で（いじめ社会とはまさにそ
れを象徴する社会である），現在の「創造性追及型ゆ

とり教育」への転換を行って，果たして日本は大丈

夫なのであろうか？

3. 当世学生気質 

少し話が大きくなり過ぎたので，分相応な(?)話題
に戻るが，大学における工学教育にとって，今，何

が問題なのであろうか？

昨今の理工系離れの危機感から行われてきた幼少
時からの理科啓発教育が効を奏し始めたのかどうか

不明であるが，筆者が知る限り「何となくこの学科

に来た」学生の割合はここ数年減ってきている．「機
械を作りたい」「航空宇宙関係の技術者になりたい」

と大多数の新入生は入学の動機をはっきり語ってく

れる．
ところが，実験・実習時にテスタはおろかドライ

バを回したことがない，などという学生が出現して

作業が進まない事態は年々増加しつつある．大学院
生に実験装置のヒータの絶縁試験をするようテスタ

を渡したところ，テスタが使えず，こちらの方が焦

ってしまったこともある．
実はこれらの事実は大学関係者ならずともほとん

どの読者がマスコミ報道などを通じてご存知のはず

である．しかし，「それは能力の低下でも何でもなく，
ただ知らないだけであり，ある面仕方ないことであ

る．」ということをどれだけの方が認識しておられる

だろうか？
今の学生が「質の低下」を謳われる際の欠如能力

の大部分は，大学入学までに単に教えれば済んでい

たようなものである．具体例を挙げる余裕はないが，
工具使用の技能だけでなく，計算能力や知識に関す

ることなど多岐にわたる．それは「『気付き』の教育

による創造性養成」という観念から「教える＝悪」
「気付く＝善」といった妄信的な価値観で教育をし

てしまったことによる弊害であると筆者は信じる．

が，今更それを言ったところで仕方ない．単に教え

れば済むことならば，今からでも遅くない（限度は
あるが）．

要するに，今の学生は「質が下がった」のではな

く「質が変わった」のであり，現在の工学教育の問
題は，質の変化に教育が十分対応できないために教

育効果が上がらず，卒業生の質が低下しつつあるこ

と，と考える．

4. 新入生に対する導入教育 

当学科では 1年次の入学直後の学生を対象とした
「工学入門」と呼ばれる創成型導入科目を 2000年度

前期から開講した．この科目は創成型を謳うものの，

基本的に導入科目であり，日本技術者教育認定機構
（JABEE）の認定をにらんだカリキュラム再編を機

に導入教育の充実を目的として設定されたものであ

る．（当学科では「創造設計」という創成型科目を 3

次に設定している．）

当学科の講師以上の教員66名全員が180名の学生

を分担して受け持ち（1教員あたり約 3名），それぞ
れ簡単なテーマを各学生に 1つ与え，教員の指導の

下で実行し，最終回に開かれる発表会で口頭発表し，

さらに発表内容を概要集にまとめる，というもので
ある．テーマの実施形態は，テーマによって実験・

実習・調査のいずれか，あるいはそれらの組み合わ

せで行われる．本科目の目標は，

Fig.1 Change in Ranking by International 
Mathematics Olympiad (Unofficial). 
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(1) 機械工学，航空宇宙工学とはどんな学問で，

どんなことに関わるのかを知り，専門教育を受

ける動機付けを与えること，
(2) 学生と教員とのコミュニケーションを密にし，

学生は勉学意欲の向上に，教員は学生の「質の

変化」を肌で感じ取れるようにすること，
(3) 道具が使えない，基本的な知識に乏しいこと

を認識させ，各自が在学中にそれらの技能・知

識を身に着ける努力をすること，
であり，前章で述べた現在の「学生気質」を十分に

考慮したものとなっている．

当初，このような目標を推進役の教授が掲げたと
き，学科の教員は皆，嘲笑的であった．「今ごろ大学

生にマンツーマンで面倒をみる？ 家庭教師？ 子

供扱いもいいところだ！」「教員の負担はどうな
る！？」．実のところ，筆者も当初はそう思った．当

学科には既に導入科目として「機械工学・航空宇宙

工学序論」という講義科目があり，目標(1)はその講
義で達成することができること，(2)はクラス担任制

度を充実させれば問題なく，(3)も卒論で，と思って

いたので，ただでさえ過密状態の教育プログラムに
新たに加える必要はない，と思ったからである．と

ころが推進役の教授（材料工学）は，「今の学生の気

質をもっと理解してください！」と会議で説得され，
結局このプログラムの導入が決定された．世話役と

して教授 2名と筆者を含む助教授 2名の計 4名が選

出され，とにもかくにも，2000年前期から「工学入
門」がスタートした．毎週月曜日 4，5 時限の 180

分間を使用し，それぞれのテーマにしたがって，学

生は作業をしていく．テーマ名の例を表１に，授業
風景を図２に示す．

開講以来 3年間が経過した．授業の効果に関する

検討結果ついての詳細は文献[2]に譲るが，筆者が担
当している科目を例に取ると，本科目導入後の学生

のレポートは導入前に比べ 20％ほど評価が高くな

った．学生の評判も良い．本科目の導入による教育
効果は(1)～(3)の目標に対しほぼ期待通り出ている

ものと考える．しかし一番驚いたのは，本講義の受

講学年において，修得単位数が極端に低い，いわゆ
る問題学生の数が 180名中 4名と非常に少なくなっ

たことである．この問題学生数の変化は学内で統計

が取られ始めて間もないことから，本科目導入以前
の状態を知ることはできないが，工学部他学科の状

況に比べて顕著な差が出て，学内関係者を驚かせて

いる．
これに対して，教員の評判は相変わらずよろしく

Name of professor Title of theme  

Dr. Fluid dynamics Let’s play with wind!                           (for 3 students) 

Dr. Numerical Engineering Measurement of thermal convection in a bathtub.       (for 1) 

Dr. I. Tribology Let's make a speed gun!                           (for 2) 

Dr. Safety Engineering Check your creativity by making tangrams!           (for 4) 

Dr. A. Machining 
Investigation of the mechanism of an automobile's transmission. 
(for 2 ) 

Dr. Tissue Engineering 
Approaching the mystery of mechanical characteristics of tendons. 
(for 3 ) 

Dr. Fluid Machinery Hearing sound of ‘whispering sand’.                 (for 1 ) 

Dr. Heat Transfer Let's experience the micro gravity experiments.        (for 4 ) 

Dr. J. Tribology How to make a delicious omelet.                    (for 1 ) 

Dr. Aeronautics Making a powder rocket model.                     (for 4 ) 

Dr. B. Heat Transfer Let's dismantle a washing machine!                  (for 4) 

Table 1 Examples of titles of theme. (Names of professors in the figure are imaginary but imply their working field).

Fig.2  A scene of the class.
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ない．その殆どは負担が大変多いことを理由に挙げ
る．確かに改善の余地はあるが，筆者から見れば，

教員が本科目の趣旨を十分理解できず，「ミニ卒論

テーマ」を学生に課した結果としか思えない．本科
目はまだ開講したばかりであり，当分は改良を加え

ていくべきものと考えている．

5. 熱工学とものづくり教育 

当学科には設計製図科目として「機械要素設計製

図」「創造設計」「機械工学設計製図」の 3科目があ
り，筆者はそのうち「機械工学設計製図」で事業用

放射ボイラの熱設計法を講義している．

これは，基本的にどこの大学でも，また昔からあ
る言わば「古い」授業科目である．与えられた設計

条件に従って，資料をもとにボイラの概念設計を行

うものであり，講義で学んだ熱工学（熱力学・伝熱
学），材料力学などの諸知識を応用して設計・製図を

行っていく．

実は，この「古い」科目は 10年前までは通年で３
テーマ（エンジン，軸流ファン，ボイラ）だったも

のが，いわゆる創成型科目「創造設計」の出現によ

って 1学期 1テーマまで減らされてしまった．しか
し，「与えられたテーマをこなすのではなく…」とい

う声や「与えられた機能を実現する機械のアイデア

の発案」が何よりも高級である，という風潮が出て
来たお陰(？)で，逆に最近この「古い」講義の重要

性が際立つようになってきた．筆者は昔，中学校の

技術家庭科で，先生が「椅子を作るとき，竹ひごで
脚を作ったらどうなる？ 壊れることはわかるよね．

では，どんな大きさで作れば良い？」と言われて，

結局誰も答えられなかったことを思い出す．最近の
ＰＣの冷却ファンがすぐに壊れるのを見ると，アイ

デアだけで金儲けをすることは結局できない（でほ

しい？）と思う．「機械工学設計製図」はこれを直接
教えることができる，まさに大学におけるものづく

り教育の重要な柱であると信じる．

ところで，我々の周りにはマニアといわれる人が
いる．鉄道マニア，パソコンマニア，自動車マニア，

…．マニアが対象とする「もの」に関連する学問分

野はそうでない分野に比して概して学生の注目度が
高い．また，マニアである人間に教育を施してエン

ジニアにするのと，そうでない人間をエンジニアに

するのとでは，労力が何倍異なるのは教育者なら疑

う人はいないだろう．筆者はボイラマニアや発電所
マニア，燃料電池マニア，…，を見たことがない．

しかし，「子供のころに社会見学で行った発電所が

大きくてカッコ良かった」とか，「工場実習に行った
ら，タービンの羽根があり，ジェットエンジンみた

いだった」などと言って，熱工学に直接関連するよ

うな学問分野に興味を持ち始める人が非常に多いこ
とも知っている．筆者の設計製図の講義では，九州

電力(株)のご協力により受講学生の火力発電所見学

を毎年受け入れて頂いているが，見学後の学生の受
講態度は大きく変わる．

熱は目に見えない．が，このことが熱工学の分野

を取っ付き難くしていると考えるのは早計である
（ならば電子工学や自動制御関連の学問分野はさら

に取っ付き難いはずである）．

「熱工学マニア」を作ることを夢見ながら，恋人
を口説くがごとく学生に熱工学の魅力を説くことが，

工学教育の一端を担う熱工学教員として重要である

と考える．

6.おわりに 

本誌前号で関西大学の小澤守先生が本会主催の
「キッズエネルギーシンポジウム」に言及しておら

れたが，筆者も九州地区で開催された際にお手伝い

させて頂いた．「営業」で各地の学校や教育委員会を
回った際，「いやー，実はこのような催し物への参加

勧誘はこちら側から見ればいろいろありまして，ど

れがどれだか…」とあちこちで言われてしまった．
また，「大学の先生に『出前講義』をして頂くと，興

味ある生徒の良い刺激になるのですが，お願いでき

ないでしょうか？」と言われ，返答に困った．
「子供の理科離れ防止」とやらでさまざまな啓発

イベントを我々は対外向けに企画しているが，今後

は市民のニーズを掴み，他大学や学会・団体とも連
携しながら行うべきではないかと考える．

参考文献 
[1] 数学オリンピックホームページ， (2002), 

http://www.imo.math.ca/．
[2] YOSHIDA, K.,  Proc. 1st. Int. Conf. Business and 

Technology Transfer, JSME, (2002),189. 
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1. はじめに 

18歳人口の減少・学力の低下など，地方私立大学

にとってあまり歓迎したくない話題しかのぼらない

時代であり，あらためて言うのもおかしな話である

が丁寧な教育が望まれているように切実に感じてい

る．そこで本稿では，広島国際学院大学におけるも

のづくり教育の取り組みについて紹介していく．

2. 目的意識の確立 

目的意識を持たず，何となく大学に入学してきた

という学生は少なくないように感じる．概して，こ

のような学生は，時間とともに虚無感が支配的とな

り，やがては学習意欲を無くしてしまう．そこで，

本学では，1 年次前期に機械工学基礎ゼミナールと

いう講義を開講し，実際にものづくりを体験させる

ことにより，機械工学に対する興味を喚起させる取

り組みを行っている．本講義を通して，大学ではど

のようなことを学び，どのような知識や能力を身に

つけるかを自覚させ，今後の大学生活において目的

意識を持って勉学に励むことのできる土台を形成さ

せることを目的としている．

当初は，1グループ 10人前後の少人数に分け，機

械工学に対する幅広い知識を吸収させるために，各

研究室を順に訪ねていくという方式を取っていた．

しかしながら，時間的制約のせいもあって，ものづ

くりに対する学生の達成感が満足されないという理

由から，各研究室で同じグループを半年間指導して

いくという方式に変更した．講義内容は，各研究室

によって様々であるが，エンジンや小型自動車の組

立・初歩的な実験あるいは工場見学などを実施して

いる．学生はなじみのない専門科目を学ぶ前に，身

をもって機械工学がどのようなものかを体験できる

ため，教育効果は高いように感じている．本学で行

っている「機械工学基礎ゼミナ－ル」のような講義

を実施する場合，機械工学とは何か，何を学べばよ

いかを自然に把握できるように工夫する必要があり，

学生が興味を示す教材選びや事例選びに苦労する．

参考までに，本学で検討した教材の一部を参考文献

に示しておく．

3. ものづくりの実感 

さらに，機械工作実習を 1年次後期より導入し，2

年次前期・3 年次後期に実施するなど，かなりの時

間を割いている．本実習工場には多くの工作機械が

導入されており，旋盤・フライス盤・研削盤による

加工ならびに溶接・鍛造から，CNC旋盤・マシニン

グセンタ・ワイヤ放電加工機による NC 加工に至る

まで，幅広い加工・生産技術を教育している．特に，

身の回りの品などを実際に製作することにより，も

のづくりへの興味ならびに実感を持たせることに重

点を置いている．

本学学生に限れば，ものづくりのほんの一側面か

もしれないが，卒業研究で，CADで実験装置の図面

を描き，実習工場技術職員の指導の下，実際に加工・

組立を行うことを楽しんでいる．今後は、ものづく

りを十分実感させるために，CADと密接に連携した

CAM教育も整備する必要があるように思われる．

4. おわりに 

“好きこそ物の上手なれ”という言葉があるよう

に，先ずはものづくりに興味を持たせ，徐々に目的

意識を持たせていくという教育の重要性を痛感する

次第である．最後に，本稿作成にご協力いただいた

李木経孝教授に感謝の意を表します．

参考文献 

[1] http://www.mitsuoka-motor.com/lineup/micro/k1_in

dex.html 

[2] http://www.ngk.co.jp/site/index.html 

高津 康幸（広島国際学院大学）
Yasuyuki TAKATSU (Hiroshima Kokusai Gakuin University)

ものづくりを通しての目的意識の芽生え
Awakening to a Sense of Purpose through Manufacturing Education 
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１．はじめに 

三菱重工業の技術教育に関してその歴史と現在の

その教育の状況ならびに，その教育の一例としてモ

ノ作り一貫教育を紹介する．

２．技術教育 昔と今 

2.1 昔の技術教育 

明治３２年１０月に三菱工業予備学校が設立され

た．時は北清事変勃発の時代である．そのような時

代背景の中にあって，開講の趣旨は

「我が国の工業は発展途上にあり，その基盤とし

て学術の素養の上に，必要な技術・技能の熟練者を

多数養成することが，緊急の重要課題である．」

と記載されている[1]．企業が必要とする学校を設

立し，いわば現代の一貫教育がすでにこの当時行わ

れていたことになる．その三菱工業予備学校の大正

末頃の写真を図１に示す．

元三菱重工業取締役会長斯波孝四郎氏は[2]．

「あれは僕たちが始めたんだ．学校のできる前，

職工教育をやらねばならんというので，夜学を始め

た．見習いの頭のいいのを１０人あまり集めて，私

とあと二人が先生になってね，僕は英語を教え，他

の二人は製図と数学をそれぞれ教えていた．退社後

２時間ばかり工場の一室で２年ぐらいやった，いわ

ゆる寺小屋式でね．それから工業学校ができたわけ

だ」

工業学校の教科書が長崎造船所の史料館に展示さ

れている．厚さ２０mm はある教科書で造船学や  

造機学（現在の機械工学）等を教育していたようだ．

また，関連資料が長崎の県立図書館に貯蔵されて

いた．貸し出し，コピーは厳禁．いわば長崎県の文

化財のように扱われていたことが筆者の印象に強く

残っている． 

昭和４５年の廃校となるまでの７０年間，卒業生

８７００人の大部分は当社に勤務し，高度技術・技

能伝承の担い手となった． 

この技術教育の成果は製品に現れている．有名な

ところでは超大型戦艦「武蔵」，勇名を馳せた零式艦

上戦闘機「ゼロ戦」がある．いずれも当時の技術水

準を超えるものであった[3]． 

企業は人なりというが，世界に三菱の名を高らし

めた最大の要因はこの技術教育があったからではな

いかと思う． 

図１．三菱工業予備学校

2.2 今の技術教育 

現在ではこれらの教育の根幹は名古屋技術研修所

に全て集約されている．図２にその外観写真を示す．

地上８階，宿泊設備も兼ね備えた研修設備である．

三菱重工業株式会社の技術教育
Technical Education of Mitsubishi Heavy Industries, LTD. 

深川 雅幸（三菱重工業）
Masayuki FUKAGAWA(Mitsubishi Heavy Industries, LTD.)

図２.技術研修所
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技術教育の内容としては大きく３つに分けられ

[3]，年間百数十種類，二百数十回の講座が計画され

ている．

1) 電子制御技術教育

2) 要素技術教育

3) 生産技術教育

電子制御技術教育では基礎技術から先端技術まで

の電子制御技術を付与し、エレクトロニクス関連の

事業強化に対応できる技術者の教育を目的としてい

る。

要素技術教育では設計技術者に必要な基礎技術か

ら応用技術までを付与し、併せ当社製品の設計製品

の設計思想を身に付けさせることにより、開発・設

計の中核となる技術者を育成することを目的として

いる。

生産技術教育では生産技術要員等の製造部門スタ

ッフに対し、IE・VE・コストダウン・整備技術・生

産技術・品質管理の手法を授け、生産性向上、信頼

性向上に資し、製造現場スタッフとしてふさわしい

人間性ならびにコストマインドを身につけた技術者

を育成することを目的としている。

それぞれの教育では事業所，研究所の第一線で活

躍されている技術者を講師として招き，Know How，

Know Why の伝承に力点をおいて取り組んでいる．

更に，最近の傾向として，製品が多くの技術の融

合で実現されていること，制約条件・評価基準が異

分野の技術に依存していることから，専門分野の技

術に磨きを掛ける一方，周辺・関連技術にも目を向

け，総合的な技術レベルの向上が図れるよう，技術

者モデルを設定して教育が計画されている．

その教育の一例として，次にモノ作り一貫教育を

示す．

３．モノ作り一貫教育 

3.1 講座の狙い 

製品の高度化に伴い，若手設計者が設計，製造，

試験の全体を通して経験できる機会が減少するなど，

OJT（On the Job Training）を補強する必要性が出て

きている．そこで，OJT 性格を取り入れた実践かつ

効率的な「モノ作り一貫」の講座の一例を紹介する

[4]．

入社２～３年目の若手社員を対象として，設計，

製造，試験，トラブルシューティングまでワンスル

ーでグループ実習を行う．この教育の狙いは次の通

りである．

1) 製品仕様は基本事項に絞り，できるだけ自由

に考えさせる．

2) 構想設計，基本設計，詳細設計で設計者のな

すべきことを理解させる．

3) 製造技術も併せて教育し，製品設計における

製造知能の大切さを認識させる．

4) グループ作業の進め方やリーダシップのあり

方を体験させる．

5) 講座の最後に，あるべき設計手順がどの様な

ものかを考えさせる．

3.2 講座の概要 

講座の題材は，機構設計，強度設計，精度設計を

必要とし，かつ，定量的な性能評価が容易にできる

機械として「プレス装置」を選び，必要最小限の仕

様（表１）を与えて，実習を行わせる．

表１  製品仕様 
名称 プレス装置 
駆動源 空圧シリンダ 

（出力 1，５００Ｎ）を支給
プレス部の出力 １５，０００Ｎ 
プレス部の形状 ドーナッツ形  ◎ 
プレス部の面圧 
面圧偏差 

１００ＭＰａ 
±１０％以内 

性能評価 感圧紙を使用 
評価ポイント 独創性，安全性，操作性， 

小型軽量，低コスト，保守性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．プレス装置例 

ﾄｸﾞﾙ機

空圧ｼﾘﾝﾀﾞ

ﾌﾟﾚｽ部
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表２に講座のプログラムを示す．講座を３段階に

分け，多忙な受講生が参加しやすいように各段階の

講座日数を出来るだけ短く設定すると共に，合間に

期間を設けて，受講生に考える時間を与えたり，部

品制作期間に当てるなどしている．

１段階目で構想を練り，２段階目で基本設計，詳

細設計の後メーカへ発注する．

３段階目組立技能者の指導を受けながら，受講生

自らが製品を組立て，評価試験を行う．発生した不

具合については，時間の許す限り，現象の確認，原

因の推定，対策の立案，対策結果の確認，を実施さ

せている．

最後に，設計の狙いに対する達成度，トラブルシ

ューティング結果，設計手順に対する反省などをま

とめ，成果発表会でグループ間の知識共有化を行う．

成果発表会には受講生の上司も出席し，教育の成果

を評価する．

講座修了後の受講生意見は以下の通りである．

1)モノ作りとは、設計と現場が一体となって成り

立つことを痛感した。

2)今回は理想の設計手順が踏めて、職場での作業

の進め方を再考することができた．

3)不具合要因を消し込んで性能を向上させていく

過程で、設計の留意点を理解できた．

4)発表会で他グループの戦訓を共有できた．戦訓

を資料化する重要性を認識した。

ハードな講座にもかかわらず受講生は積極的に取

り組み、上記意見からも狙い通りの教育ができてい

ることがわかる．現在では好評につき、当社事業所

の中には「技術系新入社員が全員受講」や「事業所

版モノ作り一貫講座の設立」を検討しているところ

もある。今後は、難易度が異なる複数の製品仕様を

準備するなど、「モノ作り一貫」講座をますます発展

させ、当社若手の設計技術力向上に寄与していく予

定である。

 

筆者は大学では，ポンプの設計を行っただけでこ

のようなモノ作り一貫教育は受けていない．また，

最近入社した数人に聞いたが，大学や高専でこのよ

うな一貫教育が行われているという返事は返ってこ

なかった．是非，大学側や高専側でもこのような一

貫教育を実施して頂きたいと思う．

表２  講座のプログラム 

第１段階 
（３日間）

① 設計技術概論（座学） 
② ｸﾞﾙｰﾌﾟ分け（1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ３名） 
③ 製品仕様の提示 
④ 製造技術概論 1（座学） 
⑤ 構想設計 
⑥ 構想図発表会 

第２段階までに約１ヶ月の期間を設ける． 
受講生は職場に復帰して業務をこなしながら，
時間を見つけて構想図の完成度を高め，基本設
計に備える． 

第２段階 

⑦ 基本設計 
⑧ 計画図発表会 
⑨ 製造技術概論Ⅱ（座学） 
⑩ 詳細設計 
⑪ ﾒｰｶ技術打ち合わせ 
⑫ 図面整備 
⑬ ﾒｰｶ発注 

第３段階までに約２ヶ月の期間を設ける． 
この間にメーカは部品を製作する． 
受講生は職場に復帰して業務をこなしながら，
必要に応じてメーカとの現場折衝に対応する．

第３段階 
（４日間）

⑭ 安全教育（座学） 
⑮ 組立・試験 
⑯ ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
⑰ 確認試験 
⑱ 成果・戦訓まとめ 
⑲ 成果発表会 

 
４．むすび 

筆者も足りないながら，要素技術教育の一環とし

て年２回行われている伝熱技術講座の講師として勉

学に励んでいるが，あらためて，三菱重工業の技術

教育の歴史の重さを感じざるをえなかった．

「社業を通じて社会の進歩に貢献する」

この伝統的経営理念を体して心血を注いだ先人の

意志を受け継ぎ，次代に向かって限りない挑戦を続

けるためにも，技術教育に心魂注いでゆきたいと思

う．
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1. はじめに 

山口大学工学部機械工学科では，平成 12年度より

新しいカリキュラムが試行されている．このカリキ
ュラムでは 3年次後期に「機械工学演習 D」という

科目がある．平成 14年度は，当該カリキュラムが適

用された平成12年度入学生が3年次に進級した年度
であり，初めて「機械工学演習 D」を実施した．

この機械工学演習 Dは，本学科でコア科目と呼ぶ

「熱力学」「流体工学」「材料力学」「機械力学」およ
び「制御工学」を習得した学生に対し，それら科目

で習得した知識を統合して１つの課題を遂行する総

合演習として位置付けられている．その実施は，学
生を２～３名のグループとし，機械工学科各研究分

野がそれぞれ２～３グループを指導する，という形

態をとった．課題および演習内容に関しては研究分
野に一任されており，筆者の所属する研究分野では

後述する「ヒートポンプ設計」を課題としたが，そ

の他に「廃品を利用した熱電対基準接点用のアイス
ボックスの作成と性能試験」や「小型風車の設計」，

「競技用ロケットの設計・製作」など，設計計算だ

けでなく「もの作り」も合わせて実施した研究分野
もあった．

筆者の所属する研究分野では，３名のグループを

３つ（仮にグループ A，B，Cと称す），計９名の学
生の演習を指導した．以下では，筆者の所属する研

究分野での演習状況を，学生が独自に行った，設計

のための仮定，計算内容を中心に紹介する．

2. 演習実施状況 

2.1 設定課題 
筆者の所属する研究分野（＝エネルギー制御工学）

では，研究分野の特徴を出し，かつ，複数のコア科

目の内容を含む身近な機械システムとして，ヒート
ポンプをテーマに選定した．また，単にシステムの

設計計算をするだけでなく，設計結果を他の製品の

性能と比較・検討することを課題として与えた．
ヒートポンプの形式については，特に指定せず，

まず，学生に図書館等でヒートポンプの概要・形式

と比較・検討対象となる既存機器の性能を調査させ，

自分たちで選択させた．その結果，テーマおよび比
較対象は

グループ A

 テーマ：
ケミカルヒートポンプを利用した家庭用給湯器

比較対象：圧縮式ヒートポンプ

グループ B

テーマ：

業務用ビル蓄熱冷房空調システムの設計

比較対象：圧縮式個別空調
グループ C：

テーマ：吸収式家庭用ヒートポンプ

比較対象：圧縮式ヒートポンプ
となった．

設計計算では，いずれのグループも物質収支，熱

収支，および熱交換器の設計（大きさ，伝熱管本数
など）を中心とした．

2.2 設計結果の紹介 
2.2.1 グループ A 

グループ Aは，文献調査の結果から，家庭での消

費エネルギーの約 30％が給湯用に使用されている
ことに着目し，排ガスを出さないヒートポンプを利

用した給湯器を対象とした．比較対象として，すで

に市販されている圧縮式ヒートポンプ給湯器を選定
し，その給湯器に対する優位性を検証することを目

的に，「水酸化カルシウムの脱水反応（吸熱）⇔酸化

カルシウムの水和反応（発熱）」を利用したケミカル
ヒートポンプの設計を行った．このヒートポンプで

は，水酸化カルシウムの脱水反応にエネルギーを投

入すると酸化カルシウムとしてエネルギーが蓄えら
れることになり，水和反応させると熱量として取り

出せる．

設定は，４人家族用給湯器の標準値から，15℃の
水道水を供給し，70℃のお湯を 300リットル作る給

機械工学総合演習としてのヒートポンプ設計
Designing Exercise of Heat Pump System in Mechanical Engineering Course

後藤 邦彰（山口大学）
Kuniaki GOTOH (Yamaguchi University)
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湯器とした．また，夜間電力を利用して夜間９時間
で蓄熱（＝脱水反応）した熱量により，そのお湯を

沸かすシステムとした．

水酸化カルシウムおよび酸化カルシウムは粒子状
固体であるので，蓄熱システムは図 1に示すように，

加熱用ヒーターと伝熱管が設置された粒子充填層に，

反応から出る水を凝縮（蓄熱時），または，反応に必
要な水を蒸発（給湯時）させる熱交換器が接続され

た構造となっている．

設計計算の中心は粒子層内の伝熱を考慮した伝熱

管長さの計算となった．気体の流動は無視できるほ

ど遅いので，伝導伝熱と輻射伝熱を考慮した計算を
行っているが，水酸化カルシウムおよび酸化カルシ

ウムの物性値が見つからず，苦労した末に，カルシ

ウムの値で代用したようである．熱収支の計算も行
い，成績係数を圧縮式ヒートポンプと比較し，冷熱

回収時には市販の圧縮式ヒートポンプよりも成績係

数が良くなる，という結果を得た．

2.2.2 グループ B 

グループ Bはビル空調システムに着目し，本学工
学部でも使用されている氷蓄熱式空調システムを設

計することとした．設置建物は，本学工学部の建物

を参考に，ビル延べ床面積 2000m2 とし，その中に
150ｍ2の部屋が 10室ある建物を仮定した．運転時間

は 8:00 から 18:00 までの 10 時間とし，室内機での

噴出し温度は 18℃に設定した．蓄熱（製氷）時間は
21:00から翌朝 7:00までの 10時間とした．

このグループは，ヒートポンプ自体は市販の圧縮

式を使うこととして詳細設計を行わず，調査した市
販品の仕様を流用した．設計は主として氷蓄熱層の

大きさ，伝熱管長さの計算，および，冷媒（水）の

循環動力の計算を行った．特に，伝熱管長さの計算
に工夫をし，蓄熱時（製氷時）の氷成長に伴う熱伝

達率の変化を考慮した伝熱計算を行った．具体的に

は，伝熱管を JIS10 号管とし，伝熱管長さを仮定し
て，図 2に示す時間に対する製氷量の関係を計算し

た．この図から，蓄熱時間 10時間で生成する氷の量

を求め，それを伝熱管長さに対してプロットした図
3 から，設定面積の部屋を冷房するのに必要な氷の

量を生成できる伝熱管長さを決定した．

設計したシステムの評価として，個別空調を各部
屋に設置した時のエネルギー使用量との比較を行っ

ている．蓄熱システムでのエネルギー使用量には，

ヒートポンプでの必要動力の他，冷媒循環時の配管
損失も考慮している．

0.1
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100

0 1 3 7 15
時間（ｈ）

製
氷
量

図 2 製氷時間に対する製氷量の変化
（伝熱管長さ 5000ｍ）
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図 3 伝熱管長さと 10時間での製氷量の関係
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2.2.3 グループ C 
グループCは，各種ヒートポンプの調査結果から，

投入エネルギーが圧縮式に比べて小さいとされる吸

収式ヒートポンプに着目し，市販の圧縮式ヒートポ
ンプを比較対象として設計を行った．

設計したシステムでは，吸収溶媒に臭化リチウム

水溶液を用い，図 4に示すように，低圧の高濃度臭
化リチウムへの水蒸気の吸収（＝低濃度臭化リチウ

ムへの変化）時に発熱し，高圧の低濃度臭化リチウ

ムを加熱することで水蒸気を得る．水蒸気は冷却さ
れ液化した後，膨張器で圧力を下げられ，蒸発する．

蒸発を室内機で行うことで，蒸発の吸熱で冷房を行

う．冷房に使用した水蒸気は，低圧の高濃度臭化リ
チウムへ吸収される．このシステムの設計では，操

作温度と操作圧力を臭化リチウム濃度の温度・圧力

依存性を考慮して決定する必要があるが，装置とし
ては，相変化を伴う気－液間熱交換器が３基（吸収

装置，水蒸気液化装置，および，蒸気凝縮装置＝室

内機）と，液加熱器（低濃度臭化リチウム水溶液か
らの水の蒸発器）が１基となる．

このため，グループ Cでは，グループ A，Bのよ

うに自分たちで熱交換器の設計計算を工夫すること
はなく，便覧等の調査をし，二相流での総括伝熱係

数の推算式，物性推算式を用い，熱効率による熱交

換器の設計を行っている．その代わり，臭化リチウ
ム水溶液濃度の温度・圧力依存性を表す線図から温

度・圧力による濃度変化近似式を作って計算に取り

入れ，システムに供給する高温熱源・低温熱源の条
件を変えて，システムの消費エネルギーを計算して

いる．

2.3 発表会と評価 
この演習では２度の発表を義務付けている．１度

目は演習開始後１ヶ月目にあたる 10月末で，このと
きまでに演習課題の内容を理解し，課題の遂行に必

要な基礎的事項を調査し，演習課題の実行案を提示

することが発表課題とされた．２度目は演習結果の
発表会であり，期末試験の日程を考慮し，１月の中

旬に実施した．

演習結果の発表会では，「発表評価」を行っている．
この評価では各教官が，

Ａ. 発表に関わる項目
・発表資料の作成と提示

  OHP 等の提示資料が適切に準備されている

か．（わかりやすく，かつ，内容を説明した表現
になっているか）

・発表の構成

発表の筋道（目的，結果，問題点，考察など）
がしっかりしているか．要点がきちんと整理さ

れているか．（説明の表現のわかりやすさ，論理

性も含む）
・口頭発表の仕方

  声の大きさ，明瞭さ，資料の指示が適切か（発

表態度も含む）．発表時間は守られたか．
Ｂ. 質疑応答に関わる項目

・内容の理解度

  質問に対する回答は適切か，発表内容と矛盾
はないか（質問の理解度も含む）．

・説明能力

  回答の筋道がしっかりしていて，論点が明確
か．（質問および回答において提示される資料

の妥当性も含む）

・質疑応答の態度
  質問に即答しているか，理解できない質問に

対して適切に対応しているか，

などの６項目について５段階（１：不足～５：優
れている）で採点し，その結果を図 5のようなレー

ダーチャートにして学生に渡している．

ちなみに，平成 12年度入学生以降は，１年次に「基
礎セミナー（機械工学への導入教育を目的に，概論

の講義と調査研究を実施）」で調査内容報告会を行い，

そのときにも同様の発表評価を実施している．また，
卒業研究発表会および修士論文発表会でも発表評価

は実施しており，それぞれの結果は図 5と同様のレ

ーダーチャートにして学生に渡している．
この他，１回目の発表時には「企画書」を，２回

目の発表後には「報告書」を提出させ，発表および

報告書に基づき，評価をした．

図 4 吸収式ヒートポンプの概要
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3. おわりに 
筆者は，化学工学科の出身である．出身大学でも，

前任の大学（化学工学科）でも４年次前期に「プロ

セス設計」という科目があり，化学プラントの設計
演習を行っていた．よって，筆者にとっては慣れた

演習であるが，機械工学科の学生とって，プロセス

とかシステムといった複数の装置がつながったもの
の設計というのはなかなか難しいようであった．

特に，計算条件が過不足無く提示され，解き方の

ヒントまでキーワードとして入っている演習問題し
か解いたことのない学生にとっては，自分で調査し

た資料に基づき設計条件を決定し，さらに，複雑な

実際の機械を，習っている式が使えるようにモデル
化するというのは初めての経験で，一番苦労をして

いた．しかし，考え方さえ理解させれば，思ったよ
りもキチンと計算をしてくることには驚いた．

また，流体工学の本と伝熱工学の本を両方並べて

計算方法を考えたことも初めてのようである．この
ような経験をさせ，考え方，習った式の使い方を習

得させるためには，やはりこういった総合演習をす

る必要があると，あらためて感じた．この「経験」
や「習得」を目的とすると，多少無茶な計算をして

も，考え方さえ間違っていなければ許すことができ

る．
発表が終わった後に，学生に感想を聞いてみたと

ころ「タメになった」と言われたのでホッとした．

しかし，「ものを作っていたグループの方が面白そ
う」という感想もあったので，次年度は学生にどう

やって面白いと思わせるかが課題である．

この他，前述のように，研究室ごとにいろいろな
課題設定があったのは学生の選択肢を増やすという

点では良いことかも知れないが，ある程度類似した

内容でないと，他のグループの発表を見て自分たち
の出来を学生自身で自己評価することができないと

いう問題もあった．これは研究分野としての反省点

ではなく，学科として考えるべき内容である．
ちなみに，平成 12年度入学生はカリキュラム改編

の移行期にあたり，平成 13年度入学生以降は，教育

コース制導入に伴い，「機械工学演習 D」は「機械航
空工学演習」および「機械情報工学演習」となる．

今後は，先の反省点を踏まえ，さらに，コースの特

徴を活かした演習内容が求められる．どういった課
題にしようかと考えると今から頭が痛い．

1

2

3

4

5
資料作成表示

発表構成

発表の仕方

内容理解度

説明能力

質疑応答態度

グループB
平均

図 5 発表評価結果の一例
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1. はじめに 
植物はもともと光合成によって生産されるために，

エネルギーとして燃焼利用しても，その分を新たに
育てれば大気中の二酸化炭素濃度を増加させない利
点がある．このような特性は植物に限らず，植物を
食べて育つ動物や，それらの活動によって生産され
る有機物についてもあてはまり，これらをバイオマ
スと呼ぶ．地球温暖化問題は大気中の二酸化炭素濃
度の上昇によって起こるので，バイオマスをエネル
ギー源として利用することが世界的に進められてい
る．
バイオマスの中でも，薪や稲わらなど比較的含水

率の低いものは燃焼して利用することが容易にでき
るが，下水汚泥や家畜排せつ物，食品廃棄物などは，
含水率が 90%近く，これらを燃焼利用することは難
しい．メタン発酵を使えば，メタンガスとしてエネ
ルギーを回収できるが，反応時間が２週間と長い上
に発酵後の残渣処理が問題になる．そこで，高温高
圧の水の中でこれらの廃棄物を加熱処理してガス化
する水熱ガス化の開発が進められている．この水熱
ガス化は，条件を整えれば残渣を残すことなく完全
なガス化が１分以内の反応時間で実現でき，水素，
メタンを含む可燃性の燃料ガスを生成することがで
きる．既に基本的な反応の進行は確認されており，
ベンチスケールプラントを用いた実証研究も行われ
ている[1-3]．

その過程で，装置の伝熱特性がプロセスの効率を
大きく左右することが確認された．ここではこの水
熱ガス化を例にエネルギー変換装置の作成における
伝熱の検討の事例を紹介したい．

2. 伝熱特性と効率 
2.1 エネルギー回収の重要性 
水熱ガス化プロセスの概念図を図１に示す．原料

のバイオマスは水と共に 25 MPa の圧力をかけて送
られ，600℃まで加熱されて反応器内でガス化される．
生成ガスは冷却され，減圧して水から自然に分離，
回収される．この時，25 MPaの水を 600℃に昇温す
る時の熱量は，原料バイオマスの持つ熱量に匹敵す
る．このため，この熱を効率よく回収することが求
められる．図２に熱交換器でにおける熱量の損失に
よるプロセス効率の低下を示すが，反応温度が高く，
原料濃度が低いほど，熱回収がプロセスの効率に大
きく影響することがわかる．
2.2 反応への影響 
水熱ガス化においては，バイオマスが加水分解と

熱分解を受け，低分子化することによってガス化が
進行する．この時に低分子化だけでなく，タールや
チャーといった重合反応も起きることがあり，これ
らの反応が進行するとその分ガスの生成量が低下し
てしまう．図３にセルロースをモデルとしたときの
反応モデル[4]を示すが，水溶性化合物が生成してか

高温高圧水中におけるバイオマスからの燃料ガス製造と伝熱
Production of fuel gas from biomass in hot pressurized water  

and effect of heat transfer on the process

松村 幸彦（広島大学）
Yukihiko MATSUMURA (Hiroshima University)

バイオマス　10 kg   (200 MJ)
水　　　　　　 90 kg   (0 MJ)

バイオマス　200 MJ　
水　　315 MJ

生成ガス　200 MJ　
水　　315 MJ

生成ガス　200 MJ　
水　　0 MJ

600℃, 25 MPa

図１ 水熱ガス化プロセスの概念図
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ら重合反応が進行すると，一度タールとなったもの
はガス化することはなく，チャーとなって固定され
てしまう．この望ましくない副反応は，原料濃度が
高いほど，また低温ほど，起こりやすいことが経験
的に確認されている．熱交換器の効率が 100%にでき
ない以上，原料濃度はある程度高くないとプロセス
のエネルギー効率が低くなりすぎるため，濃度の調
整は困難である．タールおよびチャーの生成を抑制
するためには低温部分の滞留時間をできる限り短く
することが適切と考えられる．このためには，原料
を 600℃の反応温度までどれだけ速く昇温できるか
が重要になる．特にタールの生成が進行しやすい室
温から 400℃までの平均昇温時間を変えてガス化を
行った実験の結果を表１に示す．原料中の炭素原子
のうち，生成ガスとして回収できた炭素原子の割合
で炭素ガス化率を定義してガス化の進行をあらわす
が，昇温速度が大きいほど炭素ガス化率が高くなる
ことが確認されている．即ち，原料への伝熱を促進
し，迅速な昇温速度を実現することがガス化を促進
し、プロセス全体の効率を高めるために求められて
いる．

3. 伝熱特性の推算 
3.1 超臨界流体の伝熱 
流体の物性値は臨界点の近傍で大きく変化する．

このため，超臨界流体についての伝熱特性には，山
縣の式などを用いて推算することが必要となる．臨
界点近傍については山縣の式，亜臨界領域について
は Sieder-Tate式を用いて２重管熱交換器を想定した
水の場合の熱交換器内温度分布[5]を図４に示す．有
機物の混合した系における熱伝達率についての知見
は得られておらず，今後，さらに検討が必要である．

4. おわりに 
ここに示したように，エネルギー変換装置の伝熱

特性はプロセス全体の効率を左右することが少なく
ない．断熱と熱伝達を効果的に行う技術の適用は，
エネルギー変換装置の作製において重要であり，特
に環境問題が重視される２１世紀においてこれら伝
熱技術の果たすべき役割は大きい．
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表１昇温速度と炭素ガス化率の関係

反応温度平均昇温
速度  
[K/s] 400 K 500 K 600 K 

8 0.279 0.433 0.718 
17 0.243 0.462 0.519 
29 0.332 0.608 0.860 

セルロース 水溶性化合物

CO2+H2 CH4

油 チャー
加水分解・熱分解

メタン化

縮合重合

望ましくない副成物
一度生成するとガスには
ならない

低温ほど有利

高温ほど有利

図３ 水熱ガス化の反応モデル
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1. はじめに 
近年の「ものづくり」を取りまく環境を考えた

とき，小中高校における理科離れ，企業と大学と

の連携など問題が山積しているように思われる．
これらはいわゆる産学連携および高大連携問題と

して各大学において最近活発に取り組まれている

ものである．本稿では岡山理科大学における取り
組みに関して紹介したい．

2. OUS フォーラム 
岡山理科大学では，「地域に根付き情報を世界

に発信できる研究指向大学」を目指している．そ

のために，大学の持つシーズを公開し，そのシー
ズを基にあらゆる可能性を考えるため，産業界と

の対話を通し，シーズを磨くきっかけを作ること

を目的として，昨年度より科学・技術系を中心と
した研究内容を企業関係者に公開する「OUSフォ

ーラム」を開催している．このような試みは全国

的にも珍しく，第１回は 2002年 1月 18日に岡山
市内のホテルにて，地元企業を中心に約 100社 200

人の参加のもと開催された．理学，工学，総合情

報学部などから約 100人による口頭発表とポスタ
ー発表がなされ，企業関係者との活発な話し合い

がもたれた．また，今年度は 2002年 12月 18日に

岡山市内のホテルにおいて開催された．このフォ
ーラムの最大の特徴は，普段大学とのつながりの

少ない中小企業の関係者との対話を持つことがで

きる点であるように思われる．共同研究に結びつ
いた事例も多くあったようであるが，その場限り

の交流に終わった会社からも「今まではインター

ネットで調べていたことを地元の研究者に直接聞
けるようになるので助かる」といった感想[1]や，

「大学を遠い存在に感じていたが，いろいろ相談

にのってもらえることが分かったので，今後の業
務の視野に入れておきたい」といった声も聞かれ

た．このように，企業側のメリットとしては，特

に普段学会などに参加できない会社などでは，ど

の研究者に問い合わせればよいのか分からない場
合があるが，フォーラムに参加した大学教員で直

接関係無くても，近い分野であれば，その人から

学会関係の様々な情報（どの研究者がどのような
ことをしているのか）を得ることができることが

挙げられよう．また，大学関係者の中にも，「現場

の人にアドバイスをもらい刺激になった」といっ
た感想[1]もあった．

このフォーラムは対象者を企業関係者に限定し

ておらず，小中高校の理科系の教員も対象として
おり，また学生，主婦などあわよくば起業もとい

う人も対象としている．

桑木 賢也（岡山理科大学）
Kenya KUWAGI (Okayama University of Science)

岡山理科大学における産学・高大連携の取り組み
Efforts for Cooperation with Industry and High School 

 in Okayama University of Science 
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2. 高校文化祭出展 
岡山理科大学における高大連携としては，オー

プンキャンパスのほかに，随時高校からの見学を

受け入れている．これら以外に，高校の文化祭で
の展示も行なっており，筆者も昨年の 9月に市内

の高校で展示を行なったので，それを紹介する．
9月 14日に市内の公立高校で行なわれた文化祭

に，「岡山理科大学出前実験講座」として，岡山理

科大学のいくつかの学科から一人ずつ，研究紹介

を目的として展示を行なった．高校生を対象とし
ているので，当然のことながら先の産学連携のよ

うな展示と同じようなことをするわけにはいかな

い．また，大学で行なわれる高校生のための見学
と異なり，機材を移動させなくてはならず，その

制約を受けることになり，それなりの手法を考え

なくてはならなくなる．高校生や保護者の興味を
ひくため，各教員はそれぞれに工夫をこらしてい

た．表１に出展された概要を示す．

表 1 高校文化祭出展一覧
学科 出展概要
応用数学科 「石取りゲーム」に隠された数理
化学科 さまざまな香りを作ってみよう

基礎理学科
化粧品に利用される酵素の働き
高圧力の不思議な世界

機械ｼｽﾃﾑ工学科 熱流体シミュレーションデモ

電子工学科
太陽光&風力発電のシステムデモ
ンストレーション

情報工学科
３Ｄサッカー戦術解析システム
のデモンストレーション

生物地球システ
ム工学科

自然放射線の測定で地震予知が
可能になる

他学科の中でも工学系ではものを扱っているの
で，比較的展示内容を考えることは容易なように

思えるが，理学系，とくに数学科のようなところ

ではどのような展示をするのか興味深かったが，
多くの人がなじめるゲームを取り上げ，それをま

ずやってもらい，その後，その背後にある数理的

構造を分かりやすく解説するといったように，高
校生の興味を持たせる工夫がなされていた．

さて，筆者の熱工学関連では，表１にあるよう

に「熱流体シミュレーションデモ」と題して展示
を行なった．当初は，シミュレーション結果の紹

介，あるいは実演を考えていたのであるが，シミ

ュレーション紹介はこれまでの高校生見学の経験
上，興味をもつ場合とそうでない場合に分かれ，

そのため実験も加えることとした．オープンキャ

ンパスでは PIVによる流れとシュリーレン法によ

る温度場の可視化を見学してもらうのだが，今回
は PIV装置を運ぶことは不可能であった．しかし，

幸いなことにシュリーレンの方はコンパクトなシ

ステムであり，車で容易に運び込めるため，これ
を展示に加えることとした．

さて，当日の様子であるが，当の高校生たちは

というと，大半は屋外の屋台，歌や踊りのステー
ジの方にばかり関心がある様子で，それと比べる

と屋内の展示は比較的静かなものであった．見学

者の半数ほどは保護者や小中学生の兄弟と思われ
る子供たちであった．また，余談であるが，保護

者の中には，その関係の企業の方と思われる方も

おり，かなり専門的なディスカッションになった
ケースもあり，子供から専門家までを相手にする

のは頭の切り替えが大変であった．展示に関して

は，実際に見学者にシュリーレン法で自分の手の
周りの自然対流を見てもらい，つづいてライター

の火炎でより激しい流れを見てもらうというもの

であったが，見学者は一様に驚かれていた．普段
このような科学的なことに興味を持っていなかっ

たという高校生も，友人に手を入れて見るように

すすめたり、「なぜこんなふうに見えるの？」と興
味を持つなど好評であった．ゲーム世代（筆者も

世代としては含まれるのだが）ということで，シ

ミュレーションに興味を持つ高校生が多いように
考えてしまいそうであるが，やはり科学するとい

うことは自らが，見て，触って，そしてものをつ

くってみることであり，それは今の高校生にも当
てはまるということを実感した．要はいかにその

面白さを教えるかということであると今更ながら

に思い知らされた感がある．

3. おわりに 

本稿では「ものづくり」に関連して，産学連携，
高大連携に関する岡山理科大学の取り組みを紹介

した．筆者自身，さまざまな取り組みに参加し，

そこでさまざまなことを考えることにより，自身
の研究に対する姿勢あるいは方針を見つめなおす

機会にもなっているように思う．特に伝熱に限定

して述べなかったが，ものづくりと伝熱の参考に
なれば幸いである．
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1. はじめに 

最近，教官が常識と思っている知識を学生が知

らないことがよくあり，教官の認識と学生の認識

の間に無視できないギャップが存在する．高専に

入学してくる学生は，いずれも小中学校時代に技

術的なことに興味を持った子供達であるが，それ

が高専入学後，自分達の抱いている技術のイメー

ジと実際の学習内容が乖離していることに躓き，

勉強の意欲を失っていく者もいる．今後，工学教

育においては，従来の専門教育以前の，より基礎

的な体験を積ませることによって，専門科目への

興味を抱かせることが重要である．

そこで八代高専機械電気工学科では，ものづく

りを体験させながら専門科目への学術的な興味を

引き出すためカリキュラムの内容変更を行った．

ここではその内の 1，2年生を対象とした「ものづ

くり実習」の中の，熱に関係する分野ということ

で蒸気機関車の製作と，ポンポン蒸気船の製作に

ついて述べる．

ものづくり実習は 1年生で基本的な加工技術で

ある塑性加工（鍛造），手仕上げ鋳造・機械加工，

溶接，旋盤，電子回路製作を経験させ，２年生で

は鋳造，手仕上げ，旋盤，溶接，NC 機械加工，

ワイヤカット放電加工，ホブ盤加工，フライス盤

加工，研削盤加工などの経験を積みながら，同時

に一つ一つの部品を自分で製作し，最終的に動く

物を組み立てて，ものづくりの流れを経験させる

ため蒸気機関車の製作[1]とポンポン蒸気船の製作
[2]を導入している．

 

２. 蒸気機関車の製作 

何を作るにしても，基本的な原理や仕組みを理

解しているのと，そうでないのとでは，同じ製作

をしても出来上がりも性能も大きな差が出てくる．

ことに，完成したけれど動かない場合には，どう

直せばよいかは仕組みがわからないとわからない．

また，設計変更する場合でも，その原理を知って

おくことが必要である．

製作する蒸気機関は図 1に示す首ふりエンジン

を利用している．首ふりエンジンは部品点数の少

なさ，加工の容易さなど最も簡単な構造を持って

いる．製作する前にこの蒸気エンジンの仕組みを

十分に理解させてから製作するようにしている．

図 2に完成した蒸気機関車を示す．製作は以下の

手順で行う．

(1)ボイラー部 (a)シャーシ，(b)火室わく，厚さ

1mm のアルミ板で製作，(c)ボイラー ボイラ

ー胴は径 38mm，厚さ 0.7mmの黄銅パイプで，

ボイラーキャップも黄銅で作り，胴とキャップ

はガスバーナーによるろう付けを行う．(d)安

全弁 黄銅棒とコイルバネで製作．これは吸水

口も兼ねている．(e)ボイラー部の組み立て

(2)エンジン部 (a)フレーム，(b)シリンダー，(c)

ピストン いずれも材料は黄銅，(d)シリンダ

ーのすり合わせ，(e)クランク軸，クランク，

はずみ車，(f)エンジン部の仮組み立て，点検

(3)エンジン部とボイラー部の合体 (a)蒸気管，

(b)フレームの取り付け，(c)蒸気管の取り付け，

ろう付け， (d)蒸気管のテスト，(e)最終組み立

て，調整，(f)注油
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図 1 首ふり蒸気エンジンの原理

専門科目への動機づけを目的とした初期ものづくり教育
“Hands-on” Fabrication for Beginners Aimed at an Incentive  

to Study Technical Subjects 

縄田 豊（八代高専）

Yutaka NAWATA (Yatsushiro National College of Technology)
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図 2 学生が作った蒸気機関車

(4)火入れ，運転，調整 (a)燃料 固形燃料を使

用，(b)注油，給水，(c)火入れ，(d)運転

細かい部品が多く，作業が一箇所に集中しがち

で，手の空くものが出てくることが難点である．

学生から工作機械の増設を望む声が多かったため，

小型フライス盤，ミニ卓上旋盤，超小型旋盤を導

入し，作業の効率化を図っている．

３. ポンポン蒸気船の製作 

よく昔夜店で売られていたポンポン蒸気船の構

造を図 3 に示す．A,B に水をいれ，ろうそくで加

熱すると音を立てながら水面をすべる．この船は

いかなる原理で動くのか．Aにある水が沸点に達

して沸騰すると，発生した蒸気が一瞬にしてパイ

プの中の水を押し出して船の推進力を発生する．

次に Aの圧力が下がり，こんどはパイプの中の水

がAの中に吸い戻されるということを繰り返して

いる．市販のポンポン蒸気船では Aの上面が薄い

金属板になっていて，Aの中の圧力が変化するこ

とによって，金属板が上下に反り返ることにより

ポンポンという音を発生している．

図 4に学生が製作したポンポン蒸気船を示す．

図 3 ポンポン蒸気船の構造

165mm

40
m

m

図 4 学生が作ったポンポン蒸気船

図 5 ポンポン蒸気船のボイラーいろいろ

船体は厚さ 0.2mm の銅板で，ボイラーは外径

3mmの銅管で作る．より早いポンポン蒸気船を作

るためには，船の形と効率の良いボイラーを作る

ことが必要になる．効率の良いボイラーはどんな

形をしているのか．図 5に色々な形のボイラーを

示す，製作後，船中央にろうそくを載せ，実際に

水に浮かべて動かしている．

 

４. おわりに 

これから専門科目を学ぼうとしている学生に対

して，ものづくりを通して，自然現象を解析的に

考えるということはどういうことなのか，またこ

れまで人類はその自然現象をどのように巧みに利

用して，自分たちに役に立つ機械を作ってきたか

を伝えることにより，これからの勉学に少しでも

興味を持たせるようにしたいと思っている．

 

参考文献 
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[2] 白銀一則，ポンポン蒸気船をつくる，民衆社，

1985(絶版)
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表 1 親子科学教室のテーマ

1. はじめに 
子供の理科離れが議論され始めて久しいが、昨

今もますます理科離れに拍車がかかっているよう

に感じるのは，自然科学関係に携わっている私た
ちの特別な感情なのだろうか？

久留米工業大学では毎年周辺市町村の一般の

方々を対象に公開講座を行っている．その一環と
して平成 12年度からは小学４,５,６年生とその家

族を対象にして，親子科学教室を開催している．

子供の科学への興味を引き出せればという思いと
ともに，家族のふれあいを通して青少年の健全育

成につながることを期待している．

2.講座の内容 

表 1 は過去に行った親子科学教室と平成 1５年

度の予定である．「親子で学ぼう不思議な・・・・
の世界」というシリーズもので、次回で４回目と

なる．ものをつくる，みる，さわる，音を聞く，

そして考えることを通して，科学への興味へとい
ざなうわけである．各講座とも易しい座学ともの

つくり体験が組まれている．さらに，それぞれの

テーマに対して副題が用意されており，各副題を
一人の講師が担当する．ものつくり体験ではアル

バイト学生が補助する．アルバイト学生は前もっ

て製作体験を行い，問題点やトラブルなどの対策
を経験しておく．座学は各副題が 45分程度，もの

つくり体験はつくって遊ぶ時間を含めて約 90 分

である．本講座の募集定員は家族２０組である．
受講料は無料だが，材料費として一家族 1000円を

いただいている．以下，各講座の取り組みについ

て紹介する．

2.1 親子で学ぼう不思議な電気の世界 
副題

･座学
(1) 家庭と電気
電気の生産から消費にいたるまでの仕組みや

上手な使い方など，家庭生活と関連付けなが

らの易しいおはなし．
(2) 家庭の電気学入門

 電気の安全な使い方，電気料金の計算方法，

節電による経費節減の計算方法．
(3) 電磁波の生体への影響，ほんとのところ

－電磁波ってホントに危ないの？－

 人体に対する電磁界影響，電磁波の正体そし
て電磁波との友好的なお付き合いの仕方．

･ものつくり体験

手回し発電機の製作
 図１のような手回しモータを用いて発電しな

がら発電のしくみを体験し，電気エネルギー

と機械エネルギーの関係を学ぶ．

2.2 親子で学ぼう不思議な音の世界 

副題

･座学
(1)音と人間

  私たち人間は音からどのようにしてさまざ

平成 12年度 親子で学ぼう不思議な電気の世界
平成 13年度 親子で学ぼう不思議な音の世界
平成 14年度 親子で学ぼう不思議な光の世界

平成 15年度 親子で学ぼう不思議な熱の世界

久留米工業大学公開講座 親子科学教室
Science Education for Family Members, KIT Open Lecture 

井上 利明（久留米工業大学）
Toshiaki INOUE (Kurume Institute of Technology)

図１ 手回し発電機
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図５ 針穴写真機

図２ 苦竹でつくった横笛

図４ トラック周りの流れ

まな情報を得ているのだろうか．
(2)音のフリーマーケット・お持ち帰り自由

 耳のドアは開けっぱなし，音は無断で自由に

侵入する．「愛のささやき（声）」から「もう，
やめて～」まで，音のフリーマーケットの店

開き．

(3)騒音の実体は －交通騒音などの環境音－
自動車内の音楽と車外の警報音との関係．自

動車からの騒音は減らされている．

･ものつくり体験
音と遊ぼう

図２のような簡単な苦竹の横笛を作って音を発生

させ，音の高さと強さを加減して，これらをアレ
ンジして楽しみながら，易しい振動のはなしへと

導く．

2.3 親子で学ぼう不思議な光の世界 
副題

･座学
(1) 光の不思議とおもしろさ
1. 透明なプラスチック板に力を加えると、偏光

板を通った光の作用によって色模様が変わる．

さわって，見て色模様の変化を楽しむ．
2. 砂糖水と塩水 砂糖水では偏光板を回せば

いろんな色が見えます．塩水では色は見えませ

ん．なぜ？
3. 偏光板を通った光で水晶玉とガラス玉を見

分ける．偏光板を回転させて水晶玉とガラス玉

の色模様の変化の違いを体験する．図３は水晶
玉とガラス玉の色模様の違いを示す．
(2) 空気の流れを見てみよう

空気の「流れ」はどうやって見るのか，どうや
って改良するのか，図４に示すような「自動車や

飛行機などの物体周りの流れ」を実際に演出しな

がら，光の性質を使って「流れ」を見る．

･ものつくり体験

ピンホールカメラの製作
針穴（直径 0.3 mm 程度）がレンズの代わりを

する．写真を撮ってすぐ見ることができるレン

ズのいらないインスタント針穴写真機をつくる．
針穴の大きさや焦点距離を変えて，露出と写り

具合の変化を比較しながら写真を楽しむ．図５

はつくったピンホールインスタントカメラ．

2.4 親子で学ぼう不思議な熱の世界（平成 15 年度
計画） 

副題

･座学
エンジンの動くしくみ

風船の中の空気を暖めると風船が膨らみ，冷や

せば縮むことを実際に体験させながら，熱が仕
事に変わるしくみへと導く．

図３ 水晶玉（左）とガラス玉（右）の色模様
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･ものつくり体験
スターリングエンジンをつくろう

２種類の簡易スターリングエンジンを製作し，

作動させて遊びながら動く原理を学ぶ．図６は
注射器のピストン運動を利用したスターリング

エンジン（試作）．図７はシリンダーに空き缶を

利用したクランク機構を備えたスターリングエ
ンジン（試作）．両者の姿かたちは違うけど，動

く原理は同じだということを学ぶ．なお、この

簡易スターリングエンジンについては工房糸車
（鹿児島県）のご協力をいただいている．

3.おわりに 
本講座はできるだけ五感を使って体験をして，

科学を身近に感じることをねらいとしているわけ

だが，子供たちがものをつくり，音を聞いたり変
えたり，色を見たり，動きを見たり，写真を写し

たり，力を加えたりすることによって，自分でつ

くったものが表情を変える過程を実体験すること
によって，「不思議だなあ，なんでだろう」という

思いを持ったときに，それがまさに科学への興味
の始まりである．講座中に子供たちの目の輝きが

変わってくると，担当している私たちも嬉しくな

る．
本講座では披露した装置あるいは製作した物が

本番で正常に機能を果たすように，万全の準備が

必要である．そのためには講師もアルバイト学生
も前もって試作して，いろんなトラブルを経験し

ておく必要がある．平成１５年度のテーマは「熱」

であるが，図６および７に示すようなスターリン
グエンジンをすでに試作し，一回作動を確認した

段階である．子供たちが作ったエンジンが問題な

く動くことは稀であると思われるので，これから
条件を変えて何回も動かしながら，体験を重ねて

本番に備える予定である．

図６ 注射器のピストン運動を利用した
スターリングエンジン

図７ 空き缶を利用した
スターリングエンジン
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１．はじめに 
鹿児島大学工学部機械工学科は平成６年度から

学科の研究室を公開している．ここでは，本学科

の研究室公開について紹介する．

２．開催へ向けた準備 

一般の人に学科でどのようなことを行なってい
るか理解してもらうために，本年も鹿児島大学大

学祭の開催期間に合わせて，11 月 16，17 日に研

究室公開を実施した．しかしながら，大半の人は
大学祭に参加することを目的としているので，如

何にして機械工学科へ足を運ばせるかが研究室公

開を成功させる上で重要であると考えた．開催に
先立ち，以下のような準備を行なった．

2.1 開催前の広報活動 

地域の方に機械工学科で行なう研究室公開を知
ってもらうために，地元テレビ局とラジオ局を利

用し，研究室公開で行なう内容について説明した．

更に，市内の小・中学校・高等学校に研究室公開
の内容を説明したポスターを送付すると同時に，

大学付近や商店街にポスターを掲示した．

2.2 開催当日の広報活動 
機械工学科は大学祭の開催場所から離れている

ため，研究室公開の内容，開催場所への案内図，

及び以下に述べるスタンプラリーを含めた学科の
催し物を記したパンフレットを大学正門で大学祭

参加者に配付した．更に，大学祭来場者が機械工

学科棟付近まで来れば研究室公開を実施している
場所が分かるように，機械工学科棟の側壁に手作

り垂れ幕（長さが約 10m，幅が 1m）を設置した．

３．実施内容 

機械工学科１号棟と２号棟の間に受付を設け，

スタンプラリーの用紙，研究室公開に参加した研
究室の内容，機械工学科の学生を中心に発足した

ロボット研究会による手作りロボット触れ合いコ

ーナー，エコラン研究会が製作したエコランカー

試乗コーナー，教官による相談コーナーなどを記
した小冊子を配付した．以下に，本年度学科で行

なった内容と趣旨を示す．

熱機関研究室：ディーゼル機関の代替燃料とし
て生産可能な植物油に着目した研究をパネルで紹

介すると同時に，植物油を乳化又はエステル化し

た燃料を展示した．提案した燃料が有効であるこ
とを理解してもらうために，菜種油をエステル化

した菜種油メチルエステル，廃食油をエステル化

した廃食油メチルエステル及び軽油を燃料として
使用し，直接噴射式ディーゼルエンジンを駆動さ

せた実演を行なった．

材料工学研究室：誰でも知っているような金属，
名前だけは聞いたことのあるような金属，専門的

な知識を持った者だけが知っているような金属に

触れてもらうために，黄銅，すず，チタン，イン
ジウム，バナジウム，テルル，カルシウム，コバ

ルト，シリコン，ゲルマニウムを展示した．特に，

黄銅については，大きなブロック状の試験片を磨
き上げたものを展示し，金属をきれいに磨き上げ

れば鏡のようになることを理解してもらった．

生産システム研究室：２次元押出し，３次元押
出し，鍛造，変形抵抗及びトライボロジーについ

てのパネルを展示した．特に，アルミニウムの試

験片を展示し，アルミニウムの性質や特性を理解
してもらった．

環境流体工学研究室：水槽底砂洗浄装置の公開

実験と YAGレーザーによる可視化実験を行った．
水槽底砂洗浄装置を用いた公開実験では，水槽底

砂からヘドロのみを取り除く様子を実演し，水の

循環の様子や取り除かれた粒子の回収方法など理
解してもらった．また，1/24スケールの模型車周

りの流れが YAG レーザーを用いることで可視化

できることを示した．
機械制御工学研究：見学者に倒立振り子を倒し

てもらう公開実験を行い，それが外乱を与えても

倒れない機構をパネルを使いながら説明した．ロ

機械工学科の研究室公開への取り組み
Working on the Open Laboratory at Department of Mechanical Engineering 

鳥居 修一（鹿児島大学）
Shuichi TORII (Kagoshima University)
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ボットアーム実験機による実演では，ロボットア
ームの先にスタンプを取り付け，それが自動でス

タンプを押させる様子を紹介した．更に，下肢機

能回復訓練装置を用い，ディスプレイの表示に従
って着座した状態で足を動かす体験をしてもらっ

た．

熱工学研究室：燃焼実験装置・測定装置を公開
し，研究成果をパネル展示した．見学者には，画

像処理装置を用いてユニークな写真を製作し，記

念として渡した．
エコラン研究会：全国大会に出場したエコラン

カーを展示した．多くの見学者がエコランカーに

関心を持ってもらうために，見学者と運転手を含
めて３名が乗車できるようにエコランカーを改良

し，これを試乗できるようにした．試乗できるの

は子供のみとし，研究室公開の宣伝も兼ねて機械
工学周辺を数回回ることで，見学者の関心を引く

ように心がけた．

ロボット研究会：NHKが主催しているロボコン
に出場したロボットを展示した．見学者は自作し

た小型のロボットに直に触れることによって，ロ

ボットに対する関心を深めてもらった．また，ロ
ボットが自動運転で事前に施したラインに沿って

移動することを公開した．

休憩室：見学者がお茶やコーヒーを飲みながら
休憩できるようにした．この部屋には，大学・工

学部のパンフレットを置き，教官による質問コー

ナーを設けた．見学者は休憩を取りながら，受験，
大学全体，学部・学科などに関連した相談や質問

が気軽にできるようにした．

４．見学者の反応 

見学者は上記で示す箇所を見学し，それぞれの

場所で事前に渡したカードにスタンプを押せば，
受付で景品がもらえるようにした．特に，小・中

学生に人気があり，口コミで広まり，多くの見学

者が学科を訪れた．エコランカーの試乗コーナー
やロボットコーナーには多くの子供たちが集まっ

た．このように子供たちに人気が高かったことは

保護者も多く学科を訪れたことになる．子供たち
がエコランカーの試乗やロボットと触れ合ってい

る時間に，保護者は休憩室を訪れるケースが多か

った．その際，子供の将来を考えて，多くの来客
者が大学のことを尋ねられた．教官も来客者もお

茶を飲みながら話すことができたことは，双方に

とって有意義であった．

また，研究室公開に参加した学生は見学者から
の素朴な質問を受けることで，大変刺激になった

ようだ．このような経験は今後の彼らの勉強・研

究への取り組みに影響を与えると思われる．

可視化の実験風景

エコランカーの試乗風景

手作りロボットとの触れ合い風景
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１．はじめに 

メーカーに 34年間、大学に 7年間勤め、この間

何らかの形でハードの研究開発に関係して来た．

ハードと言ってもエネルギー・環境関連の装置,

システムの開発であり,ものづくり全体の中では

限られた領域であるが一例として研究開発の参考

に供したいと思う．大学は人材の教育に大きな使

命を持っている点で企業とは大きく異なるが、発

想に基づいて研究開発を進める点では共通である．

一般に大学における研究開発に関してその目標,

進め方、評価は企業と異なるのが普通であったが,

最近の産学連携の動きを見ると目標 ,進め方 ,  

評価においても産学において共有する時代になり

つつある．大学が企業と開発の仕組みを共有する

ことは望ましいが,全てが企業と同じである必要

は無く,いろいろな研究開発の仕方を認め合うこ

とが望ましい．我が国の科学技術政策（1）では重

点分野としてライフサイエンス、情報通信,環境,

ナノテクノロジー・材料の4分野を取り上げ,予算、

人材などの資源を傾斜配分することにより,新産

業を作り出し、産業の発展を図ろうとしている．

その他 4 分野としてエネルギー,製造技術,社会基

盤、フロンティアなど従来技術の強化も図ってい

る．これら重点分野の中でものづくりの対象はラ

イフサイエンスでは医療、物質生産・食料,情報通

信分野ではソフト、環境では循環型社会,ナノテク

ノロジ・材料では生産技術と未来社会と言えよう．

このようにものづくりといっても安く,信頼性高

く均質なものを多量に作る性能追求型の機械から

人間の生き方に適合した機械“人間性機械”に替

わってゆくものと考えている．この時の機械と伝

熱とのかかわりが本論の主題であるが、過去を振

り返って将来を展望することによって伝熱の役割

を明らかに出来ればと思う．伝熱は複合的な現象

の中で起る問題であり、エネルギー・環境を論じ

ることによって伝熱の問題に置き換えたいと思っ

ている．

2．研究開発における失敗と成功 

企業に在職した時に長年にわたりエネルギー環

境に関する研究開発を担当した．表 1に企業を退

職する時点で在職中関係した開発プロジェクトを

敢えて評価した結果を示す．退職後すでに 7年経

過しているが,その間の進展は考慮していないの

で,中にはその後発展しているもの,発展しないも

のもある．ここで○は在職中,企業の業績に貢献，

△は改良研究で製品に応用,又は主流の製品では

ないが製品化,×は製品化せず失敗,→は継続を意

味する．

Table 1 R&D Contributions to the Company 

R&D Contribution
Power Plant
　　Long Blade of ST △
　　Super Critical Boiler △
　　Ultra Super Critical →
　　High Temperature GT →
Desalination ×
De Sox
    Activated Carbon △
    Semi-Cokes ×
    CaCO3 Slurry ○
De Nox
    Selective Reduction ○
    Wet Process ×
Coal Utilization
    CWM ×
    Low NOx Combustion ○
    Gasification/Fluidized ×
    Gasification/Entrained →
Fuel Cell, Battery
    PAFC ×
    MCFC →
    PEFC →
    Li Battery →

ものづくりと伝熱
Heat and Manufacturing 

菱沼 孝夫（北海道大学）
Yukio HISHINUMA (Hokkaido University)
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34年間の開発の結果は○が 3件,△が 3件×が 6

件,継続が 6件であった．○と△とを合わせて製品

化と考えれば 18 件のテーマ件数に対して 6 件,そ

の比率は約 30％と厳しい評価となり,開発はとも

すると割の合わない仕事となる可能性がある．火

力発電,排煙脱硫,排煙脱硝,石炭利用と分野別ごと

の評価を見るとそれぞれの分野で失敗もあるが,

製品化したテーマが存在することから,漸く失敗

の積み重ねが成功に繋がっていると言えないこと

はない．しかし研究開発において失敗は付き物で

あるが,成功が無ければ,失敗は失敗であり失敗の

積み重ねが成功に繋がらないことになるので,あ

る時期,開発者自身の人生を掛けないと成功に繋

がらない．成功があっての失敗であり,失敗があっ

ての成功と言えるように発想を豊かにし努力する

しかない．

 

3．排煙脱硫装置の開発 

1966 年に通産省工業技術院より大型プロジェ

クトを東京電力（株）,（財）工業開発研究所と共

同で受託し、「活性炭法による大型重油火力発電

所排ガス中のイオウ除去技術の研究開発」と題し

て排煙脱硫装置の開発を担当した[2]．当時は重化

学工業の急速な発達により亜硫酸ガスによる四日

市喘息が騒がれており, 社会的にも大気汚染防止

は緊急の課題であった．試験プラントの視察に当

時の皇太子殿下が来られたことは良い思いでとな

っている．図 1に 150000Nm3/hパイロットプラン

トの運転研究を担当された方々の写真を示す．3

直 4交代でパイロットプラントを運転した人達が

集まっている．当時排煙脱硫装置開発の魁になっ

たと考えている．

 

Fig.1 150000Nm3/h Pilot Plant 

排ガス中の亜硫酸ガスは活性炭により化学吸着

され（1）式の通り硫酸として回収される．

SO2＋O2/2+H2O→H2SO4       (1) 

活性炭は吸着剤でありながら SO2の酸化触媒と

しての機能を有する．

反応速度は（2）式となり,活性炭充填層でのマ

スバランスの式から脱硫性能が求まる．

r=k(SO2)(O2)
2/1 (H2O)（ｑｓ－ｑ） (2)

ｑsは活性炭の飽和吸着量である．後になって明

らかになったが,厳密には飽和吸着量は存在せず,

反応速度は遅いが, がまの油のようにたらりたら

りと硫酸が脱離する．東京電力（株）五井火力発

電所に６０００および１５００００ Nm3/h のテ

スト及びパイロットプラントを設置し１９７０ま

で運転した．活性炭に吸着した硫酸は水洗脱離さ

れ希硫酸として回収され,再生された活性炭は繰

り返し使用される．回収希硫酸が利用されるプロ

セスには実用化されたが,重油火力発電所には１

基,その他産業用に 1 基納入されただけであった．

１５００００Nm3/ｈプラントの運転研究で思い

がけないことが起った．半径 4.5ｍの活性炭充填塔

が赤熱し,保温材から煙が出ていたことが, 今でも

鮮明に覚えている．反応温度が１３０℃であり、

水洗により活性炭を再生していることから, 活性

炭の燃焼についてほとんど考慮していなかったこ

とが事故に繋がった．この原因は活性炭の低温酸

化にあり,スケールアップするに伴い, 塔径が大き

くなることにより断熱系になり,プラントを止め

た際,活性炭を１００℃以上の状態で放置すると

塔下部より漏れこんだ酸素が活性炭と反応し, 活

性炭の温度が上昇し燃焼までに至る事を経験した．

それ以来、反応と熱の取り扱いについて常に注目

するようになった．その後排煙脱硫装置は石灰石

スラリーで亜硫酸ガスを吸収する湿式石灰石・石

膏法が主流となり,現在に至っているが,最初の開

発の結果を踏まえ最終的なプロセスに収斂したも

のと考えている．開発スタート時点でのプロセス

が最後まで生き残ることは難しく,常に開発をし

続けないと最終システムまで行き着かず失敗で終

わることになる．社会のニーズが明確である場合

は成功を勝ち取るまで努力するしかない．



ものづくりと伝熱特集号

 -29- Jour. HTSJ, Vol. 42, No. 173 

４．排煙脱硝装置の開発 

4.1 接触還元脱硝法 

亜硫酸ガスと並んで燃焼過程で発生する窒素酸

化物による大気汚染は次の大きな課題であった．

排煙脱硫装置の開発が一段落すると、1970年頃か

ら窒素酸化物の除去プロセスの開発に取り組んだ．

排煙脱硝プロセスとして選択式接触還元法を取り

上げ開発に着手したが,製品として生き残るため

には他のプロセスとの比較が常に必要であった．

接触還元法では温度約 350℃,触媒の存在下で（３）

式に基づき窒素酸化物をアンモニアで還元する．

NO+NH3+1/4O2→N2+3/2H2O      (3) 

特に難しい課題は燃焼排ガス中に多量のダスト

が含まれること,また亜硫酸ガスが共存すること

であった．その当時,触媒は化学プラントで使用さ

れるように入力が明確な条件の下で使用するのが

普通で、石炭及び重油燃焼排ガスのように入力条

件は不確かで種々雑多なガスを処理することは考

えていなかった．特に腐食性ガスである亜硫酸ガ

スの共存することは触媒にとって厳しい条件であ

った．

耐酸性に優れた Ti 系触媒を見出したこと[3],ダ

スト共存下で触媒層への目詰まりが起らないパラ

レル型反応器の開発したことが[4],実用化を加速

し,最終的プロセスとして生き残っている．顧客の

ニーズを解決する努力が実用化に結びつき,欧米

への輸出につながっている．

4.2 気相還元脱硝法 

NH3による NO 還元反応は不思議なもので酸化

力の NO より強い酸素が共存しても O2と NH3と

の反応よりNとNのカップリングによる窒素への

変換が優先する． NO の窒素と NH3 の窒素とが

カップリングすることは同位体 14N,15N を使用

した実験で確かめられている． (3)式に示したよ

うに NH3と NOは 1：1で反応し,O2が共存するこ

とが必要である．当時 Exxon 社から 800-900℃の

高温部におけるアンモニアによる気相還元法が提

案されており,その実用性を確かめる必要があっ

た．触媒の効果は反応を活性化することにより温

度を 350℃まで下げることによって NH3の酸素酸

化を抑えていることにあると思われる．還元反応

で酸素の共存が必要であることから,触媒表面で

酸素によるアンモニアの水素引き抜き反応が起

り,NH2 と NO の反応が起っていると推定し,気相

でも同じ反応を起こすことを思考した．すなわち

気相で水素引き抜き反応を起こすことが出来れば,

気相でも触媒反応と同じ反応を起こすことが出来

るので低温でも気相還元が進むはずである．そこ

で酸素よりも酸化力の強い OHラジカルを使って

次の（４）、（５）、（６）の反応を考えた．

H2O2＋M→OH＋OH＋M   (4) 

NH3＋OH→NH2＋H2O    (5) 

NO＋NH2→N2＋H2O      (6) 

過酸化水素を注入して OH ラジカルを生成し、

アンモニアの水素を引き抜き、窒素酸化物と反応

させることにより還元反応を促進することを目的

とした．ガラス管による基礎実験結果を図 2に示

す．

Fig.2 NO Reduction in NO-NH3-H2O2-O2 system 

過酸化水素を添加すると無添加に比較して,反

応温度が約 300℃低くなり触媒の反応温度である

250-400℃の温度領域に近づいたが,酸素濃度の影

響が大きく,実用化に対して制約を受けることか

ら,実用化プロセスには至らなかったがガスター

ビンの排ガス処理プロセスに適用し成果を上げる

ことが出来た．ここで気相における NO の NH3

による還元反応を学んだことが後の低 NOx バー

ナーの開発で役立つことになった．

4.3 湿式脱硫脱硝同時処理 

更に排煙脱硝プロセスとして湿式法を検討した．

排煙脱硫装置では石灰石スラリーと排ガスを接触

することにより脱硫する湿式法が市場を支配した
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ことから NOと SO2を湿式法で同時に除去できれ

ばより経済的なプロセスになると考え検討を開始

した．吸収液の検討を重ねた結果、（7）式に示す

Fe(Ⅱ)edta 錯体による NO のリバーシブル吸収法

を検討することにした[8]．

Fe(Ⅱ)edta＋NO⇔Fe(Ⅱ)（NO）edta     (7) 

プロセスの実用化上の問題は Fe(Ⅱ)が排ガス中

の酸素により酸化することにあり,又排ガス中の

NO が吸収され溶液反応で複雑な窒素化合物にな

ることが分かり,後処理が複雑になることから実

用化を中止した．酸素共存下で Fe(Ⅱ)の酸化を防

ぐことはすでに血液中のヘモグロビンがリバーシ

ブルに酸素の吸収脱離を繰り返しても酸化されな

いことからも可能であるが,人工的には難しい技

術であった．上手く行けば人工血液に繋がるので、

更に検討を進め Co ヒスチジン錯体で酸素をリバ

ーシブルに吸収する方法の特許を取得した[9] こ

れは本来の研究目標から離れた研究課題であった

が,新しい発明に繋がる可能性があると考え研究

を発展させた．結果的には実用化に結びつかなか

ったが、新しい発想が生まれる雰囲気を作ること

も重要であった．

  

4.4 低 NOx 燃焼法 

排ガス中の窒素化合物は燃焼過程で発生するの

で排ガス処理に加えて低 NOx 燃焼が重要な課題

であった．火力発電所においては重油火力の増設

は制限されているので微粉炭火力における微粉炭

バーナーの低 NOx化に焦点を絞り 1975年頃から

開発を始めた．すでに実用装置では低 NOx化のた

めの設計が行われており,石炭の種類,特に燃料比

（固定炭素/揮発分）により NOx が大幅に異なる

ことが知られていた．そこで石炭中に含まれる窒

素分に注目し高温で還元性雰囲気を作り出すこと

によって窒素化合物を生成させ,この窒素化合物

で燃焼で生成した NOxを還元することを考えた．

即ち〔6〕式の還元反応を想定し、バーナーの燃焼

火炎内でその反応条件を作り出すことであった．

これは流れと熱と物質移動の問題であり、特に流

れについてモデルバーナーで検討し,バーナーに

強旋回を与え、酸素を外縁より供給することに

より還元雰囲気を火炎の中央部に形成し、低 NOx

化を図ることが出来た[10]．図 3に開発した NR バ

ーナーを示す．３次空気を外周部より供給し火炎

後部で燃焼ガスと混合することにより,中央部の

還元火炎と反応し未燃分の少ない燃焼になってい

る[13].現在では NR バーナーとして製品化され更

に高性能化が図られている。

Fig.3 HT-NR Burner for Low NOx Combustion 

5．石炭のガス化 

エネルギー資源の安定確保を考えると石炭の高

効率利用は必要である．日本はエネルギー資源を

全て海外に依存しており、多様化を図り、石油、

石炭、LNG,原子力のベストミックスを図る必要が

ある．石炭は炭素の含有率が高いことから,熱量当

りの炭酸ガスの排出量が高いため,温暖化防止の

点で不利であり.石炭から天然ガスへ燃料転換が

行われているが,資源の埋蔵量から考えても,将来

とも効率的に利用せねばならない.効率的な利用

には石炭のガス化は必要な技術であり,1980 年頃

から噴流層石炭ガス化装置の開発を始めた．現在,

電源開発〔株〕若松事業所で石炭処理量 150t/dの

プラントが運転中である．社内でテストプラント

による試験を始めたときからすでに 20 年以上経

過しているが依然として試験プラントの域をでて

いないのは残念である．ガス化炉の開発の目的は

ガス化効率が高く,安定した運転が出来ることに

あり、コールドモデルによりガス化炉の構造を決

定した[12].図 4にガス化炉の概念図を示す[11]．

１室内に２段で石炭を旋回流で吹き込むことが

特徴になっている．上段から酸素不足状態で微粉

炭を吹き込み旋回しながらガス化し,下部からの

微紛炭燃焼ガスと混合し、未燃石炭をガス化する

方式となっている．ガス化炉内の温度分布は上部

が低く下部は高くなるため石炭中の灰分が溶融し

スラグとして下部より改修される．社内でのテス

ト装置による試験に始まり,新エネルギー・産業技
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術総合開発機構（ＮＥＤＯ）からの委託研究,パイ

ロットプラント,実証プラントと続き実用化まで

の道程は長い．エネルギー機器の開発では機器の

スケールアップによる信頼性の実証が必要になり

巨額の開発費を要することが大きな障害となって

いる．今後エネルギー機器は分散化の方向にあり,

運用性に優れた機器の開発が今後求められる．

６．まとめ 

ものづくりと伝熱の表題に対して、ここではも

のづくりを開発の切り口から、熱伝熱を幅広く考

えエネルギー・環境の面から論じた．開発は確率

からいえば割の合わない仕事であるが，市場のニ

ーズに対応して新製品の開発に人生を掛けた努力

すれば失敗の積み重ねが成功につながる．

(１)製品の開発には失敗は許されるが,成功しない

と,失敗の経験は生かされない．

(２)新製品の開発において本命と思われる技術以

外に,対抗する技術開発を手掛けることによって,

その分野で最終的に市場を獲得できる．

(３)ひとつの製品を開発する過程で別な分野の発

想が生まれる場合があり，常に新たな発想が生ま

れる開発は成功に繋がる．

(４)発想は一人の人間に基づくが開発はチームワ

ークが重要である．  
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1. はじめに 
バブル経済の崩壊以後，技術立国日本における

ものづくり技術とその育成の必要性や重要性につ

いては，これまで実に多くの議論がなされ，産学
官がいろいろな取組みを展開している．具体的に

は，平成 11年の｢ものづくり基盤技術振興基本法｣

制定に基づき，平成 12年 9月に｢ものづくり基盤
技術基本計画｣が策定され，経済産業省，厚生労働

省，文部科学省の連携により関連施策が実施され

ている．その年次報告も本年 6月に 13年度｢製造
基盤白書｣として報告されている．ここでは製造業

におけるものづくり技術の現状と課題を紹介し，

人材教育の面での対応策について述べたい．

２.ものづくり技術基盤の現状と課題 

わが国の製造業におけるものづくり基盤の現状
について，前述の 13年度白書では，製造業は経済

成長の牽引力，加工貿易立国･科学技術創造立国の

基盤で，国内に雇用機会を提供するものであるが，
経済グローバル化の中で中国を始めとする東アジ

アとの競合，海外進出･国内空洞化の懸念などの問

題に直面していると報じている．弊社の大形鋳鍛
鋼品のような特殊な製品でも価格レベルは数年で

３割以上も低下して生産性改善や設備合理化によ

り対応しているが収益力の確保が難しい．
このような国際競争の激化に対応するためには，

他国に一歩先んじた技術･製品を生み出す技術開

発力の強化とその成果を知的財産として保護･活
用する体制の確保が必要であるとしている．また，

近年の生産拠点の海外シフトが進展する中で，も

のづくり労働者に求められる能力の高度化・多様
化の傾向に反して就労者の減少と高齢化が進んで

おり，製品の高付加価値化に対応できる人材の育

成や高度熟練技能の継承が重要な課題であり，も
のづくり労働者の職業能力の生涯にわたる段階的

かつ継続的な開発の必要性が強調されている．

３.企業でのものづくり教育 
政府は，ものづくり基盤技術整備と創造性に富

んだ人材育成のためのいろいろな政策を実施して

いる．大学の質の高い基礎研究と産学連携の推進
や，ものづくりに関する実践的な教育とインター

ンシップの推進などに始まり，科学技術・理科教

育の振興や，科学館などでの生涯学習，専修学校
での実践的技術教育などである．

業界団体の鉄鋼協会でも若者の理工系離れに歯

止めをかけようと，高校の理科系の教職員を対象
にしてものづくり体験研修を実施し，理数系知識

の生産現場における意義の理解促進に一応の効果

を得ている．日本の多くの製造業は，これまでも
社内教育には熱心であり，いろいろな研修制度や

自己啓発制度を整備して実践してきた．しかし，

これらの内容は総じて生産性向上や効率改善のマ
ニュアル修得的なものが多いことから，近年声高

に求められている創造・革新のための教育に軸を

移そうとしている．
若手技術者の育成には製品開発の全体にわたる

実体験を重視し，開発企画・計画の立案から実験，

結果報告のまとめまでの一連の開発プロセスを実
行させることにより，成功までの「連続的な失敗」

から実学を修得させることが肝要と思う．特に近

年のゲーム感覚になれた世代，いわゆるバーチャ
ル世代のものづくり教育にあっては，開発・研究

結果に責任を伴い，貢献度が明確な，より実践的

なテーマに取組ませることにより「緊張感」のあ
る体験をとおして達成感やインセンティブを具現

化することが大切と考える．よくありがちな「楽

しい仕事」は「娯楽」のように与えられるもので
はなく，勝ち取るものであることを実感させるこ

とが必要であろう．ただ，このような教育プロセ

スを充実させるには，幅広い分野の基礎的知識が
要求されるが，企業内での基礎教育には時間的限

界があり，教育機関へ期待するものも大きい．

企業におけるものづくり教育について
Practical learning for manufacturing in company 

小野 信市（㈱日本製鋼所 室蘭研究所）
Shin-ichi ONO (Japan Steel Works Ltd.)
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1992年の 4月（？），
「先生，マイクロ伝熱ということで Tien先生と

日米セミナーを申請しましたが．．．」

「いいんじゃない．ところでマイクロ伝熱って
なに？」

「だから，先生が日本側で．．．」

例によって，既成事実としてことを処理した事
後報告のかたちでの故土方先生からの報告電話．

ここで異論を唱えたら，研究の指導者としての認

識がどうの，自分だけで満足している研究なんて
どうのと，ひとくさりの説教が待っている．

「いいよ．できるだけ協力するよ．．．」
「協力でなく，リーダーですよ．．．」

私との会話は，これだけだったが，土方先生と
Tien先生とはそれ以前に何回か議論されたようだ

った．‘これからの伝熱はミクロかマクロ複雑系

のいずれかだ’，‘まだ伝熱研究者の認識がそこま
ではいっていないだろうが’，‘だからこそ日米で

こうした将来像の討論・セミナーを企画したらど

うだろうか’． 米国側主催者の NSF は（したが
って，日本側の JSPS も多分）非常に乗り気で，

高い順位で申請を受理してくれたと聞く．こうし

てミクロ伝熱の日米セミナーが開催される運びと
なった．

私はこんなわけで雇われマダム的な存在だった

が，金沢大の林勇二郎先生を巻き込んで第１回の
ミクロ伝熱日米セミナーは Tien 先生と土方先生

を双頭として 1993年金沢で幕を開けた．それから，

昨年の Berkeleyまで３年ごとに計４回，Tien先生
を中心とするこのセミナーは NSF と JSPS への申

請とその採択という形で開催されてきた．この 10

年間内容的にも大きな変化が認められるが，それ
よりも参加者のミクロ伝熱への認識の変化の方が

大きい．今日でこそ，「ナノ伝熱」といってもなん

となく言葉が通じるが，１０年前には「ミクロ伝

熱」なんていう言葉自体「伝熱形態の矮小化」く
らいにしか解釈してもらえなかった．この時期に，

この分野の研究にいち早く目をつけ，研究者層を

指導していった慧眼にはただ感服以外ない．しか
も，The University of California Berkeleyの第７代

目総長（Chancellor）としての激務の中においてで

ある．

第 2回のセミナーの終わりに

「この分野の関係の Journal を作ろうと思うの
だが．．．」

「いまどき Journal なんて捨てるほどあるので

は？」
「いや，完成した研究ではなく，研究のプロセ

スを中心にしたもの，しかも非常に広い分野

をカバーできるようなものが欲しい．．．」
そして， Journal of Micoscale Thermophysical 

Engineeringを立ち上げた．

「Chancellor(総長)の立場でよく研究室を覗く
ヒマがありますネ」

「いや，毎週土曜日は一日 scientificな頭に切り

替えることにしているから．．．これが非常に
楽しくてネ」

この言葉がいつまでも胸に残っている．

「セミナーの途中で，小竹先生がきてくれまし
たよ」

矢部彰さんに連れられて，Berkeley の小高い邸

宅の一室で，解説される奥さんを介して握手した
手には昔の力強さはなかった．理解していただけ

るかどうかはわからなかったが

「先生が立ち上げてくれた日米セミナー，今日
も Berkeleyでますます活発な議論がつづいて

いますよ」

と口の中で言う．
そこには，あの強烈な activitiesももうすっかり

昇華し，ひとりゆっくりと憩う人間 Chang-LinTien

さんの手のぬくもりだけがいつまでも手に残った。

≪随想≫
Professor Chang-Lin Tien 

小竹 進
Susumu KOTAKE
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US-Japan Seminars on Microscale Heat Transfer guided by C-L.Tien 

1993: July 11-14 Kanazawa, Japan: Chaired by C.L.Tien and S.Kotake  

“Molecular an Microscale Transport Phenomena”

Interaction between gas and solid, Microstructure of liquid-vapor interface, Microstructure of phase-change  

Phenomena, Quantum effect and electron-phonon interaction in heat transfer, Molecular dynamics approach  

to heat transfer, Microstructure of radiative transport, Microscale heat and mass transfer 

  Keynote: ”Future of microscale and molecular-scale heat transfer” C.L.Tien

           “Future aspects of molecular heat and mass transfer researches” S.Kotake 

           “From physics to function: Semiconductor quantum structures ” V.Narayanmurti 

1996:August 7-10, Santa Barbara, USA: Chaired by C.L.Tien and K.Hijikata 

“Molecular and Microscale Transport Phenomena”

Microfluidic devices, Micromechanical devices, Solid nanostrutures, Molecular transport, Phase transformations 

and reactions, Photon interactions and transport 

1999:August 8-11, Sendai, Japan: Chaired by A.Majumdar and S.Kotake 

“Molecular and Microscale Thermophysical Phenomena in Nanotechnology”

Energy and mass transport in nanomaterials, Quantum and phonon behavior in nanomaterials, Thermal processing 

in nanotechnology: fundamental and measurement, thin film and device, Thermal control in nanotechnology  

  Keynote: “Recent developments in microscale thermophysical engineering” C.L.Tien

         “Molecular dynamics view of macroscopic thermo-fluid-dynamics” S.Kotake 

2002:June 24-26, Berkeley, USA: Chaired by A.Majumdar and K.Okazaki 

 “Nanoscale Thermal Science and Engineering” 

Nanoscale measurements, Energy conversion and transport in solid-state devices, Chemical/biological reactions and 

   biothermal phenomena, Nanoscale conduction, Phase change, Microfluids and MEMS 

   Kenote: “Crystallization and melting of polyethylene oxide ultrathin films by hot stage AFM” C.Frank 

         “Dreams of molecular thermo-engineering” S.Kotake 

         “Microscale phasechange devices” L.Lin

US-Japan Seminar on Molecular and Microscale Transport Phenomena, 1993 
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Tien先生に始めてお会いしたのは、先生が豊橋技

術大学に長期滞在の折、九大の機械工学科にも始め

て足を伸され、当時九大教授の越後亮三先生を訪問

されたときである。越後先生からの「カリフォルニ

ヤ大学の偉い先生が来ておられるので、ちょっと来

て欲しい」の電話で行くと、長椅子ににこにこと学

生が座っており、部屋を素早く見回しても偉い先生

が見当たらない。これを察してか越後先生が「Tien

先生です」と紹介された。１９８１年の３月２５日

のことである。この後で私が液膜厚さを精度良く測

定していること、その実験装置を見ていただくなど、

私のたどたどしい英語に根気良くおつき合いいただ

いたが、それを通して全く偉ぶった所のない、心の

大きな、研究熱心な先生の人柄に感動した。そのと

き「バークレーに来ないか」という軽い質問（と思

った）に、あまり意味も分からず「お願いします」

と答えたようだ。4 月に入るとすぐ招聘状が来て、

それから用意して最も早い時期の８月訪問と言うこ

とになった。これは越後先生に常々私の PD のこと

を気にしていただいていたことに因ると感謝してい

る。

さてここで先生のことをご紹介しておきたい。先

生は１９３５年中国本土でお生まれになり、政変で

台湾に移り、台湾大学を卒業後、１９５６年２１歳

で渡米、３年後にプリンストン大学のM.D.と Ph. D. 

を同時取得し、直ちにカリフォルニア大学バ－クレ

－校機械工学科に教官採用（２３歳）され、３３歳

で同校の正教授に昇進されておられる。バークレー

での採用試験のプレゼンテ－ションでは「いろいろ

十分な用意もしていったが、英語がままならないこ

ともあって、半分も話せなかった。採用はダメだろ

うと思っていた。」と当時を懐かしんで話されたこと

がある。その後早くから教室の Chairmanを長く務め

られておられる。私がお会いしたのは、Chairmanを

やめられた直後ではないかと思う。この Chairman

のとき実力を発揮され、私が訪問したとき他の先生

方も Tien 先生には一目置いておられたように感じ

た。

私が帰国して間もなく、バークレー校研究担当の

Vice-chancellor（４７歳）、同大学アーバイン校筆頭

の Vice-chancellor（５２歳）と引き続き就任された。

その時、故土方邦夫先生とアーバインの先生をたず

ね、雑談の折に私が「間もなくバークレーの総長

(Chancellor) ですね」と申し上げると、先生は「深

野、君はなぜそう思うのかね」と尋ねられた。私の

直感である。先生は、２年後の１９９０年（５４歳）

にバ－クレ－校の総長に就任された。ちょうどその

年、私の研究室の修士の学生で東部の大学に留学中

であった学生から「Tien先生がバークレーの総長に

なられた。その記事を同封しています。」という手紙

が屆いた。それには先生は有色人種で米国メジャ－

大学の最初の総長であるとあり、これがニユーヨー

クタイムズのトップ記事で報道されていたのである。

先生はその後７年半の長きに亘り総長をつとめられ

た。その間大学運営については、fund獲得のために

も非常な働きをなされるなど、偉大な業績をあげて

おられる。

一方先生の研究面での業績については、会員の

方々もよくご存じのように、早くから放射熱伝達を

含む伝熱の幅広い分野で独創的な先駆的業績を挙げ、

熱工学関係分野の世界最高の賞である Max Jakob 

Memorial Award を 1981年、４６歳の異例の若さで

受賞されている。私がバークレーに滞在を始めた年

であり、先生の受賞を大変嬉しく感じたことである。

また総長時代の略歴書には専門分野として

Microscale heat transfer と書かれており、伝熱の分野

に分子動力学を導入して、新しい研究分野を先駆的

に開拓され、学長在任中も日本からの研究者を含め

て多くの研究者の指導にあたられた。このように先

生のもとには世界各国から有能な研究者が集まって

いる。日本からも２０年以上前から多くの研究者が

訪問したり、長期滞在をして薫陶を受けている。先

Chang-Lin Tien 先生を偲ぶ
Everlasting memories of Professor Tien 

深野 徹（九州大学）
Tohru FUKANO (Kyushu University)
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生は、私に「君はうちの機械工学科でお金を出して

来てもらった最初の人だ」と言われたので、私は先

生に非常に長くおつき合いできた日本人であり、誇

りに思うとともにこの度のご逝去が残念でならない。

先生は学生の訪問者にも自ら案内されることがあ

り、そのようなことでも見習うことが多かった。先

生は、国際伝熱会議の大会委員長を勤めるなど学会

活動も活発で、多くの特別講演を通して、創造性豊

かな明晰な思考と分りやすい説明、それになんとい

っても人を包み込む大きなお人柄で、日本の研究者

も深い感銘を受けられた方は数多いことと思う。

また先生は、教育に関する受賞も数多く、教育の

面からもアジアとの架け橋となるなど、世界各国の

大学から名誉教授の称号が授与されている。

先生は、「先日中国に行き江沢民に提言して来た

よ」と時々言われていた。中国を訪問された折に、

中国の首相に合われたのか、先生ならそれくらいの

ことはあろう、という程度に私はかってに理解して

いた。ところが、１９９９年だったと思うが、ある

日の「NHKスペシャル」で、アメリカの西部で中国

から移住して成功し、活躍している人々で１００人

委員会というものが設立されており、先生はそのリ

ーダーの一人として、天安門広場事件後の米国と中

国との断絶を憂慮して、これをなんとか打開したい、

そのために「求同在異」の精神で江沢民（１５年来

の先生の親友と解説有り）を説得し、クリントンと

江沢民との中国とアメリカヘの相互訪問が実現した

こと、などが報道されていた。ふと付けたテレビの

番組で改めて先生の大きさに驚かされた。クリント

ンからの信頼も厚く、先生は閣僚候補にもなられた

が、Chinese scandal の影響で残念にもこの話は流れ

ている。このように国際的・国内的な政治の中での

ご活躍も顕著であった。

このような教育・研究・社会貢献の活躍は歴代の

バ－クレ－校の Chancellor のなかでも希有な業績

であり、それを讃えて先生の memorial として、現

在先生の名を冠した「The Chang-Lin Tien Center for 

East Asian Studies」の設立を先生に関係があった全世

界の方々に呼びかけるとともに、バークレー校あげ

て取り組んでいる。

私がバ－クレ－滞在中の１９８２年 6月に故土方

邦夫先生が Tien 先生のもとへ来られた。その時以

来土方先生と、というより、これに Tien 先生を加

えた三人の親密なつきあいが始まったと言って良い

だろう。例えば私の帰国後間もなく、日本側は私が

代表で土方先生が共同研究者、アメリカ側は Tien 

先生が代表という組織で学振の日米共同研究のサポ

－トを得て、Reflux condensation heat transfer の共同

研究を３年間行い、その後も日本側の代表を入れ代

わってさらに３年間と共同研究を続けた。この間を

含めてその後も国際会議などいろいろの機会に三人

で合うことが多く、研究や雑談を通して両先生から

非常に多くのことを学んだ。ところが１９９７年、

土方先生は突然なくなられた。私にとってのみなら

ず世界の損失であった。

このようにして Tien 先生と２０年以上に亘って

家族付き合いをしていただいた。拙宅にも２度ご夫

婦で来ていただき、その折り教室の若い先生達を呼

んだら、大変楽しく過ごされた。奥様ご同伴の来福

の場合には私の家内が奥様と一日中旧交をあたため、

先生同様の人間の大きさ、素晴らしさに毎回感銘を

受けている。

先生はいつまでも若かった。ブライトンでの IHTC

の折り、ロビーで話していると後ろから私に勢い良

く抱きつく人がいる。それは Tien先生であった。周

りの Tien 先生を知る外国の方々もびっくりしてお

られた。こんな茶っ目気も持っておられた。

九大にも突然の私の部屋への来訪も加えれば、5

回以上も来られ、１９９８年には九州大学主催の講

演会で「大学運営や教官評価」などについてのバー

クレーの例や先生のお考えを披瀝していただいた。

教官の評価は、研究・教育・サービスの三つの観点

から行う、と述べられたが、まさに先生はそれを実

践された超一流の教官であった。この講演会では異

常な情熱で長時間語られた。前年には土方先生を失

っており、私もその年の暮れから長期入院したこと

でもあり、その情熱にかえって、先生の健康が気に

なってしかたがなかった。奥様にもくれぐれも先生

の健康に注意していただくようにお願いした。しか

し先生は２００２年１０月２９日、６７歳の若さで

この世を去られた。私は奥様にお会いするため何度

か訪米を考えた。しかし奥様の顔がまともには見ら

れないだろうと思う。まだ躊躇している。大変な損

失である。    合掌。
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            Photo credit: John Blaustein / UC Berkeley 

On October 29, 2002, Chang-Lin Tien died at the age 
of 67, after suffering from a debilitating disease that 
lasted more than two years.  With this, faded the light 
that shone so brightly for more than forty years on the 
heat transfer community as well as the society at large.  
Reflecting upon his life, career, accomplishments, and 
contributions, one is left to wonder the enormity of this 
loss and magnitude of his legacy. 

Chang-Lin Tien was born July 24, 1935, in Wuhan, 
China.  With a bachelors in mechanical engineering 
from National Taiwan University, he arrived in the 
United States in 1956 to study at the University of 
Louisville.  He earned his masters degree there in 1957 
and then a second masters degree and his PhD in 
mechanical engineering at Princeton University in 1959.  
Later in 1959, at 24, he became the youngest assistant 
professor ever hired in mechanical engineering at UC 
Berkeley, where he would subsequently serve as a 
faculty member for 42 years.  He became full professor 
in 1968, later chaired the Department of Mechanical 

Engineering between 1974-81, and, for two years, 
1983-85, was UC Berkeley’s vice chancellor for research.  
In 1988, he left the Berkeley campus to be UC Irvine’s 
executive vice chancellor.  He returned to UC Berkeley 
in 1990 as chancellor and as the first Asian American to 
head a major research university in the United States. 

Since his graduate days at Louisville and Princeton 
and through his academic life at Berkeley, Chang-Lin 
Tien dedicated his research career to thermal science and 
engineering.  By the time he retired in 2001, he had 
made contributions to almost all aspects of this field and 
was responsible for starting many of them.  The 
hallmark of his research was to explore, understand, and 

exploit the extremes � ultra large and ultra small length 
and time scales, ultrahigh and ultralow heat flow rates 
and temperature, etc.  Starting in the 1960s, after 
working briefly on hydrodynamics and heat transfer of 
boundary layer flows, he focused his efforts on radiation 
heat transfer.  His initial emphasis was on radiative 
properties of gases, which to led to the landmark paper in 

In memoriam 
 – Professor Chang-Lin Tien (1935 – 2002) 

                  

Arun Majumdar and Per Peterson

(University of California, Berkeley)
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Advances in Heat Transfer on this topic.  He brought a 
new engineering approach based on the fundamental 
science of radiation-matter interactions, which involves 
understanding complex quantum and statistical 
mechanical interactions of photons with molecules, and 
then developing design rules that capture the essential 
physics while being tractable for engineering design.  
His approach had major influence on various 
technologies, most notably, aerospace and energy.  
Spanning the 1960s and 70s, he also investigated 
radiative heat transfer in cryogenic systems as well as 
interaction of radiation with particulates, fibers and 
various other micro/nanostructured solids.  His work 
became the corner stone of designing materials for space 
shuttle thermal protection, packed bed reactors, radiative 
heat pipes for space thermal management, ultrahigh 
thermal insulation, as well as high-efficiency and 
environmentally benign combustion systems.  Later in 
the 1980s and 90s, he expanded his research to 
radiation-surface interactions especially in combustion 
system, and ventured into the new topic of femtosecond 
and nanometer-scale radiation-matter interactions.  It is 
worth noting that in the 1960s, Chang-Lin Tien received 
much recognition for his work on near-field radiation 
heat transfer, which was used to improve cryogenic 
insulation.  This work has now become a classic in the 
new and emerging field of micro/nanoscale heat transfer. 

While many would have been satisfied with this range 
of contributions, Chang-Lin Tien’s repertoire included 
much more.  Starting in the 1970s, much of his research 
effort concentrated on multiphase and multicomponent 
flows and heat transfer.  Responding to the energy crisis 
in the 70s, he work led to major contributions in heat and 
mass transfer in porous media, condensation, two-phase 
flows, granular flows etc.  In particular, he investigated 
the fundamental mechanisms of mixing, dispersion, and 
flow channeling near a wall in complex media, which led 
to breakthroughs in our understanding.  His work had 
significant impact in the design and operation of thermal 
insulation, drying technology, catalytic and packed bed 
reactors, geothermal systems, heat pipes, and nuclear 
reactors.  In particular, his work on flow channeling at 
the interface of a porous and solid wall, received the 
classic paper award after 20 years due to its influence on 
the field and its positive impact on the petroleum 
industries as well as in microelectronics thermal 
management.   

The 1980s and 90s saw the emergence of the digital 
computers and information science as a major 
technological revolution.  An underlying theme of this 
revolution is miniaturization and integration, which 
presents new opportunities and challenges in thermal 
science and engineering.  Recognizing this as a critical 
transition in heat transfer research and following his 
quest for the extremes, Chang-Lin Tien single-handedly 
galvanized the heat transfer community, especially the 
young, and pioneered the field of micro/nanoscale 
thermal science and engineering.  Following his 
instincts of discovering new physics at ultrasmall length 
and time scales, his research led to investigations of 
phonon, photon, and electron dynamics in solid and 
liquid nanostructures and at femtosecond timescales.  
His left his mark on this field, again by combining 
fundamental science with engineering design.  While 
his research on micro/nanoscale heat transfer can be 
traced back to the 1960s, he realized earlier than most in 
the 1980s that there was the possibility of a whole new 
technology based on nanoscale science and engineering, 
which would form the infrastructure and the foundation 
for future progress in information technology and 
biotechnology.  This has become the most exciting 
areas of research not only with the heat transfer 
community but also mechanical engineering in general.   

Over the span of four decades, Chang-Lin Tien has 
published one book, fifteen edited volumes and more 
than 300 research journal and monograph articles.  He 
was the most visible and eminent scholar and leader in 
thermal science and engineering, and in mechanical 
engineering in general.  Impacts of his research and 
scholarship can be judged by the many prestigious 
awards that he received:  Heat Transfer Memorial 
Award (1974), Max Jacob Memorial Award (1981), 
National Academy of Engineering (1976), NSF 
Distinguished Lecturer in Engineering (1997), Chinese 
Academy of Sciences (1994), Honorary Member ASME 
(1993), ASME Heat Transfer Classic Paper Award (1999), 
and National Academy of Engineering’s Founders Award.  
However, one of the awards that was very special to him 
was the Berkeley’s Distinguished Teaching Award, which 
he received in 1962 at age 26, making him to youngest 
professor in the history of Berkeley to receive this 
prestigious honor.  This came from a deep commitment 
to teaching and education, not only in classrooms but in 
his research group as well.  He mentored over 60 
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doctoral students, and today many of his former graduate 
students are now professors themselves, and are 
mentoring yet another generation of graduate students 
with key lessons he taught.  These lessons are now 
fondly known as “Tienisms”: ‘Any new ideas?’  ‘Go to 
the extremes’; ‘Ideas should be crazy enough to be 
rejected by your peers’; ‘Sometimes the simple solutions 
have the greatest impact’; ‘Dig deep’ and ‘Dream about 
your research’.   What is intriguing, however, are the 
things he never told students to follow, but set an 

example through his own actions � complete and 
utmost dedication to serve others and respect for all 
people.  To his students he was someone who set the 
benchmark for integrity, excellence, scholarship, 
creativity, and hard work.  He was keen on building a 
community around himself and others.  His 
contributions as a member of the editorial board of the 
International Journal of Heat and Mass Transfer, his 
founding editorship of the new journal of Microscale 
Thermophysical Engineering, and his numerous 
occasions of help and support to international researchers 
across various political boundaries were a reflection this 
untold purpose in life.  

Although the heat transfer community was privileged 
to witness the brilliance of Chang-Lin Tien’s career, his 
life had many dimensions that are indeed noteworthy.  
As chancellor, Chang-Lin Tien was also was an 
unofficial diplomat in Asia, meeting with heads of state 
and other leaders to promote the American values of 
democracy and freedom.  He helped found the 
Committee of 100, a nonpartisan group of Chinese 
Americans that works to foster dialogue and 
understanding between Asia and the United States. He 
was an active member of the Pacific Council on 
International Policy, the Council on Foreign Relations, 
and many others. Indicative of the scope of his 
leadership in both domestic and international arenas were 
his appointments as Chairman of the Asia Foundation, 
Chairman of the San Francisco Bay Area Economic 
Forum, and Chairman of the Chief Executive's 
Commission on Innovation and Technology in Hong 
Kong. In 1999 Dr. Tien was appointed as a member of 
the U.S. National Science Board and the U.S. National 
Commission on Mathematics and Science Teaching for 
the 21st Century. He has also served as co-chair of the 
National Commission on Asia in the Schools. 

In addition to successfully reversing the effects of 
major state budget cuts in the early 1990’s, Chancellor 
Tien developed approaches to counter the impacts of the 
1995 UC Regents’ ban on affirmative action.  He 
launched the Berkeley Pledge, a nationally-recognized 
partnership between UC Berkeley and California’s K-12 
public schools that today is called School/University 
Partnerships.  Chang-Lin Tien was a scientific 
consultant to many organizations, research laboratories, 
and private companies.  He served on the boards of 
Chevron, Kaiser Permanente, Wells Fargo Bank, the San 
Francisco Symphony, and Princeton University.  
University Professor Emeritus for the 10-campus system, 
he was also the A. Martin Berlin Professor of Mechanical 
Engineering, and UC Berkeley’s first NEC Distinguished 
Professor of Engineering.  Along with the long list of 
awards recognizing his scholarship, was the first-ever 
UC Presidential Medal and the Berkeley Citation, the 
two most prestigious award for a member of the UC and 
Berkeley faculty. 

Chang-Lin Tien will be missed by many in this world.  
To this former students, he was a father figure who 
provided an education not only in research but in life as 
well.  To the Mechanical Engineering Department and 
the College of Engineering at UC Berkeley, he was a 
pillar of wisdom, sound judgment, warmth, and humility.  
We will miss his contagious laughter and joyous 
enthusiasm in the corridors of Etcheverry Hall.  To the 
research community, he will be missed as a friend, 
colleague, intellectual leader and visionary not only for 
our own field, but also for science, engineering, and 
education in the world.  To the Berkeley campus and 
the UC system, he was an exceptional leader, one who 
never compromised his principles and had the strength to 
support the students and faculty with compassion, energy, 
and optimism in the face many difficulties.  To the 
Asian American community, he will be missed as an 
ambassador of scholarship, goodwill and cultural 
harmony.  May his soul rest in peace, and his spirit live 
on among all of us. 

Arun Majumdar and Per Peterson 
Departments of Mechanical and Nuclear Engineering 
University of California, Berkeley 
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2002年 10月 29日に、米国カリフォルニア大学バ

ークレー校の前学長である Chang-Lin Tien教授が、
67歳の若さで亡くなられた。2000年の秋に脳腫瘍で

入院されてから、奥様の看病の下に寝たきりの生活

を続けられておられ、周りの人達の多くが人並みは
ずれたバイタリティーを持つティエン先生ならば、

驚異的な回復も期待できるのではないかと心から祈

っていたのであるが、兆しは感じられたものの、残
念ながら帰らぬ方となってしまった。看病をされて

いた奥様が、「本当に一生懸命に働いたのだから、少

し休ませてあげたい。」とおっしゃっていた言葉が強
く心に残る。ご冥福をお祈りしたい。

2002年 6月に、ティエン教授のカリフォルニア大

学バークレー校退職記念シンポジウムが、バークレ
ーで開催されたが、その折、日本伝熱学会は、ティ

エン教授に感謝状を贈呈した。Chang-Lin Tien教授

の日本の伝熱研究への貢献は、以下の感謝状の文面
で示すように、主に、3 つの側面から説明すること

が出来る。

（1） for his outstanding and energetic contributions 

to promote innovative research activities in 

heat transfer, 

（2） for his efforts to promote international 

collaboration and exchange visits among heat 

transfer research laboratories and 

（3） for his efforts to encourage stimulating 

discussions and active pursuit of the most 

challenging problems in heat transfer research. 

（１）伝熱学、熱工学への貢献としては、主に、輻
射熱伝達、ヒートパイプ、そして、マイクロ伝熱の

分野である。1981年に Max Jakob賞を受賞されて

いるが、近年は、マイクロ伝熱の研究とその推進に
力を入れておられた。具体的には、マイクロ伝熱に

関する日米のワークショップの創設とその推進に力

を注がれた。日本のマイクロ伝熱を引っ張ってこら
れた小竹進先生とは年齢も近く、基礎研究を重視す

る日本と応用研究で勝負するアメリカというマイク

ロ伝熱を取り巻く環境の違いを乗り越えて、お二人
が、お互いに敬愛されていたお姿が目に焼きついて

いる。また、Microscale Thermophysical Engineering 

(Taylor & Francis)の創刊とチーフエディターとして
の活躍、Annual Review of Heat Transfer (Begell House)

の編集等に精力的に活動された。

また、日本伝熱学会の論文集である Thermal 

Science and Engineeringの Editorとしても貢献してく

ださった。次の写真は、マイクロ伝熱を引っ張って

こられた森康夫先生、小竹進先生とご一緒のスナッ
プである。

（２）国際的な共同研究の推進と、研究者の相互交
流に関しては、ご自身が豊橋技術科学大学に６ヶ月

間滞在され、日本中の多くの大学を訪問されたのを

はじめ、たびたび来日されている。また、ティエン
先生の研究室で博士を取った学生のポスドク研究の

場として日本で研鑚を積む方式を、東京工業大学の

故土方邦夫先生と共に考え出され、東京工大に、現
在活躍されている研究者の多くを、長期滞在させた

り、短期訪問させたりして送り込んでこられた。日

本もポスドク制度が定着しつつある現在、このポス
ドクとしての経験を積む場を日米の交流に役立て、

米国カリフォルニア大学バークレー校前学長Chang-Lin Tien先生と
日本の伝熱研究

Prof. Chang-Lin Tien and his Contributions to the Heat Transfer Society of Japan 

矢部 彰（（独）産業技術総合研究所 マイクロ･ナノ機能広域発現研究センター）

Akira YABE (AIST Research Center for Advanced Manufacturing on Nanoscale Science and Engineering)

Great Leaders of Microscale Heat Transfer at Symposium on Thermal  
Science and Engineering in Honor of Chancellor Chang-Lin Tien (1995)

Prof. Susumu Kotake

Prof. Yasuo Mori
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両国の研究者がお互いに良く知り合い、かつ、一緒
に研究する経験を持つことは重要であると思う。こ

の方式は、是非、今後も推進されるべきと考えてい

る。
さらに、カリフォルニア大学バークレー校のティ

エン先生の研究室に長期に滞在した日本人の研究者、

招聘された研究者は合わせると 10名以上にのぼる。
そのうちの多くの方が、いろいろな面でティエン先

生の刺激を受け、良い思い出を持っておられるよう

である。また、日本の研究者に友人も多く、国際会
議などでいつもいつもいろんな先生と歓談されてい

たお姿が印象的であった。次頁に、ティエン先生が

推進された日米間の相互交流を実際に体験した研究
者を、把握できた範囲であるが、ご参考までに示す。

（３）活発な議論によって研究者に刺激を与え、

また、皆を激励して難しいが重要な研究にチャレン
ジさせるというのが、ティエン先生の特徴であった。

学会でもどんどん質問して会議を盛り上げると共に、

終わった後も発表者がより深く考えるようにさらに
激励する姿は、いろいろな国際会議で見受けられた。

ティエン先生に質問されたり、ティエン先生と議論

して、刺激を受けた日本の研究者も数多いと思われ
る。ティエン先生の積極性、あふれるバイタリティ

ー、また、ティエン先生から受けるもっと深く考え

て研究しなさいというアドバイス、また、もっとも
っと頑張れという激励は、熱工学の研究者にとって

どれだけ有効であったか計り知れない。日本ばかり

でなく熱工学分野全体を、より活発､かつ、より重要
な分野へと押し上げたものと思われる。この活動的

な性格のティエン先生の存在は、熱工学分野ばかり

でなく、分野を超えて国境を越えて有効であったよ
うで、バークレー校では財政削減の危機を寄付の増

大で乗り切り、危機を好機として活かした学長とし

て高く評価され、学生達も大いに刺激され活発化し、
学生達に人気のある学長でもあった。これからバー

クレーキャンパスの中央にある芝生の広場の北側、

機械工学科のある Etcheverry Hall側に建設がはじま
る、東アジアの文化を研究する建物は、Tien Center

と呼ばれるそうであり、将来、バークレー校を訪れ

た折には、この建物が伝熱の分野の研究者であった
ティエン先生の名前を付けた建物なのかと思って見

ていただければ感慨深いものがあると思われる。現

在、バークレーのティエンセンターのホームページ
では、バークレーでのティエン学長の学校葬の様子

を、1 時間 30 分のビデオとして見ることが出来る。

多方面での活躍と共に、アジア系アメリカ人として

初めて米国の主要大学の学長になられたという、ア

メリカンドリームを体現した方としての責任感を持

って、いつも皆の模範として、また、皆も夢を持ち
続けるように鼓舞するような行動をされていたのだ

なという印象を改めて強く感じることが出来る。

ティエン先生の研究室でも、研究室のミーティン
グは、「新しいことは何か。新しいアイデアは何か。」

という問いかけを連発し、皆を鼓舞すると共に、世

界をリードして行くのだという意欲を感じさせるも
のであった。そして、ミーティングの後は、多くの

場合、皆で一緒に、１ブロックと離れていな

い、”Laval”というピザ屋に行き、ビールとピザを食
べながら、いろんな話をするというパターンであっ

た。話も、研究の将来像から、学長としての寄付集

めの苦労話や、いろいろすばらしい方に出会えた時
の話など、米国の社会がどうなっているのか、意思

決定がどんな風に行われているのかなど、刺激に富

み、実にすばらしい社会勉強になったと思う。大学
院生やポスドク研究者も楽しみにしていたが、まさ

に、生き方まで刺激する人間教育の場であったと思

う。下の写真は、ピザを食べながら歓談している様
子であるが、時々奥様や息子さんも加わって、さら

に賑やかであった。

また、ティエン先生のご活躍にとって、ご家族の
存在は欠かせないものであった。特に、皆から愛さ

れているディ・フワ・ティエン(Di-Hwa Tien)夫人の

気遣いとセンスの良さはすばらしいものがあり、テ
ィエン先生が、奥様との結婚を許してもらうために、

表１ ティエン先生の推進した研究者交流の概要

Prof. Chang-LinTien(1935-2002)
--(2)theefforts to promote international collaborationand 
exchange visitsamong heat transfer research laboratories—

Visited Japan Many Many Times:
6 months Stay atToyohashi Institute of Technology(1982, late Prof. 
Takeshi Saito, Prof. KenzoKitamura) and travel around Japan

Exchange Visits among Laboratories(Post-Doctoral Career & Prof.)

Tokyo Institute of Technology(late Prof.Kunio Hijikata, Prof. Nobuhiro 
Himeno, Prof. Takao Nagasaki, Prof. Takeyoshi Inoue)                          
Prof. Per F. Peterson,  Dr. Markus Flik,  Prof.PatricPhelan,                      
Prof. Arun Majumdar,  Prof. Jon Logtin

AIST(Dr. Yukio Yamada, Akira Yabe)  Prof. V.K. Dhir, Prof. Sunil Kumar

University of California at Berkeley:Prof. TohruFukano(Kyusyu Univ.), 
late Prof. Kunio Hijikata(TITECH), Prof. Yukio Yamada(Univ. Electro-
Commu.), Prof.Kenzo Kitamura(Toyohashi Inst. Tech.), Akira Yabe(AIST), 
Prof. Atsushi Takahashi(Kyusyu Univ.), Prof. Toshihiro Iwaki(Toyama 
Univ.), Prof. Kazuyoshi Fushinobu(TITECH)
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大学院を 2年間で修了し博士号を取得したという逸
話（最短記録）は、もっともとうなずける。また、

息子さんのノーマン・ティエンは、現在、カルフォ

ルニア大学デービス校で MEMS の研究をしている
が、立ち振る舞いがティエン先生に似てきており微

笑ましい。

我々は、ティエン先生から、多くのことを教えら
れたように思う。特に、積極性、危機を恐れないチ

ャレンジ精神、皆を刺激し激励し活性化することの

重要性など、伝熱をはじめとする熱工学をより実り
多い重要な分野とする上にも役立ってきたと思われ

る。

このティエン先生のチャレンジ精神を受け継いで、
熱の分野をより創造的で革新的なものにするために、

努力して行こうではありませんか。そして、ティエ

ン先生が目指していたように、社会を、また、世界

をより創造的で革新的なものにするためにも努力し
て行こうではありませんか。

ティエン先生のご冥福を改めてお祈りいたします。

Stimulating Laboratory Members at “Laval” Pizza at Berkeley Campus 
(1994)

Pizza and Beer

Prof. Pamela Norris

Dr. Cynthia Hipwell
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今から約 30年前の 1974年 9月に東京で開催され

た第 5回 International Heat Transfer Conferenceで，私

は初めて Prof. Tien という恐ろしく活発な研究者を

目の当たりにした．その頃，すでに Prof. Tienはふく

射伝熱，特に，ガスのふく射物性に関する研究では，

世界の権威であり，私もふく射伝熱に関係していた

ため，いくつかの文献でその名前だけは知っていた．

しかし，私自身の研究テーマと直接関連するように

思えなかったし，偉い先生にこちらから声を掛ける，

しかも英語で，など思いもよらなかった．Prof. Tien

の風貌はというと，意外にも頭は３分狩り程度に短

く刈り上げられており，いかにもスタミナがあって

エネルギッシュな表情で自信満々に大きな声で話し

ている様子が強く印象に残った．世界的な研究者と

はあのような存在なのかと心の中で思ったように記

憶している．

それから約 10年後，今からちょうど 20年前，1983

年 3月にハワイで第１回の日米合同の熱工学会議が

開催された．私は，初めて海外の国際会議に参加し，

そして初めて Prof. Tien にお会いして話をする機会

を得た．森康夫先生と土方邦夫先生のご尽力で，そ

の年の 7月からカリフォルニア大学バークレイ校の

Prof. Tien の研究室に１年間留学する予定となって

いたからである．その時には，頭は 10年前よりも長

い髪になっていたが，活発な様子は少しも変わって

いなかった．また，Prof. Tienは奥さんを伴っており，

奥さんは中国の伝統的な服装で周囲に華やかさを醸

し出していた．ハワイから帰国して，挨拶の手紙を

Prof. Tienに書き，その中で奥さんの服装を褒めた記

憶があるが，後から考えて冷や汗ものの文章を書い

たものだと恐縮している．Prof. Tienの活躍には奥さ

んの貢献も大きいということもよく耳にした．

私と家族は，いよいよその年の７月末にバークレ

イに行き，１年間の留学生活を始めた．初めて米国

大陸に上陸し，右も左も分からない私たちを迎えて

くれたのはハワイの会議で会った中国人学生２名で

あった．これも Prof. Tienが配慮してくれており，米

国生活もスムーズに始まった．Prof. Tienの下では，

博士課程の学生と一緒に研究を進めたが，その頃の

研究室には，私も含め約 10名の学生やポスドクがい

て，極めて活発な研究室であった．

Prof. Tienは当時 48歳，油の乗り切った年齢で，

研究・教育で活発であっただけでなく，組織運営の

能力もあり，私が留学する前年までは学科長を７年

間勤めた．しかも，私が留学した 1983 年から Prof. 

Tienは研究担当副学長に抜擢され，そちらの仕事を

しながら研究も行っていた．朝８時頃には研究室に

来て，１時間ぐらい研究室関連の仕事を処理し，そ

の後，同じキャンパス内の副学長室に移動して研究

担当副学長としての仕事をこなす．その頃に苦労し

ていた事項は，確か動物愛護に係わることであった

と記憶している．今でこそ，世界各国で医学のため

の動物実験でも倫理委員会や動物愛護法案などが整

備され，それが社会的に問題になることはほとんど

ないが，20年前にそのような事項で動物愛護団体な

どから厳しく問いつめられていたようである．しか

し，Prof. Tienは厳しい状況でも極めて精神的に強く，

学長が Prof. Tienに「色々な問題のためにこのところ

なかなか寝付けないし眠りも浅いが，君はどうだ？」

とぼやいても，「私は寝付きも良いしぐっすり眠れ

ていつものように目覚める」，と言って自分のしたた

かさを自慢していたこともあった．

副学長の仕事が終えると夜には再び研究室に戻っ

て，学生などの研究の進み具合を聞いたり，書類の

処理をしたりで，帰宅するのはいつも真夜中を過ぎ

ていたようである．私は，朝が遅くいつも Prof. Tien

が副学長室に行ってしまった後に研究室に現れ，

Prof. Tien が研究室に戻ってまだ仕事をしているう

ちに帰宅していた．あるとき，Prof. Tienの居室に研

究上のことでメモを残して帰宅したところ，夜中の

12時頃すでに眠っていたら電話がかかってきて，メ

モの件で指示を出されたこともあった．体に自信の

Chang-Lin Tien先生の思い出 ---先生に教わったこと---
Memories of Prof. Chang-Lin Tien --- What he taught me --- 

山田 幸生（電気通信大学）
Yukio YAMADA (University of Electro-Communications)
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ない私からすると，何とも疲れを知らないタフなス

ーパーマンだと感心した．本人も確か，毎日３～４

時間の睡眠で十分だと言っていたものである．

副学長を務めながら，研究室には相変わらず約 10

名の学生・ポスドクが居たが，毎週１度はミーティ

ングを行い，副学長の仕事で面白かったことを皆に

話したり，皆の研究の進捗状況を聞き，個別に議論

をしなければならないと判断したときにはそのため

のスケジュールを決めたり，研究の進め方について

全般的なアドバイスをしたり，適切な指示を与えて

いた．研究の進め方で，今も記憶している最も印象

に残っている話は，次のような内容だった．

"Try to go to the extremes in research, and you may 

find new things or something very different from the 

conventional studies. But do not go to the extremes in 

your daily life." 

つまり，「研究では何か他人と違うことをやりな

さい．他人と違うと言っても，重箱の隅をつつくの

ではなく，全く違うことを見つけなさい．そのため

には，他人がちょっとやそっとでは考えない極端な

ことをやればきっと新しいことが見つかる．」という

ことである．ただし，「日常の生活ではそれはいけま

せんよ，日常の生活では中庸をとって他人と仲良く

やるのが良い．」と補足している．この話がその後の

私の研究活動にどれほどの影響があったのか自覚は

ないが，無意識の中で何らかの影響を与えていると

考えている．

また，研究に関して Prof. Tienを含め少人数で議論

していたとき，学生に対して指示がいくつか出され

た．ちょっと大変かなと思い，私が学生に対して

"Your job is increasing."と言ったところ，Prof. Tien

は す ぐ に ， "Your job is becoming increasingly 

interesting."と言い，学生に積極的になるような

motivation を与えること，そして常に前向きにこと

に当たるようアドバイスをしていたことを思い出す．

彼の話し方は常に明るく，前向きであり，新しいア

イディアに富んでおり，これが人を引きつける魅力

であったことは万人が認めることであろう．

一方，あまり隠し立てせずに率直な性格で，茶目

っ気も十分にあった．学生とのミーティングの後で，

学生たちと近くのピザ屋でビールあるいはコーラを

飲みながらダベることがたびたびあった．しかし，

ピザを食べると太ってしまうから，と言って初めは

遠慮していたが，そのうちに皆がおいしそうに食べ

ているのを見て我慢できなくなり，

"I can't resist my temptation." 

と宣言してぱくぱくと食べ始めたのを記憶してい

る．ピザはそれほどにおいしく，私もピザのファン

になり，帰国後は日本でも始まりだしたピザ屋でし

ょっちゅう食べるようになった．Prof. Tienの研究室

にはいつも 10人ほど居たので，何故かを考えて

" TIEN = I + TEN " だからだと jokeを言ったら，

"You are creative." と笑いながら joke を言い返され

たこともある．

1983年から 2年間カリフォルニア大学Berkeley校

で副学長，その後，1988年から 2年間カリフォルニ

ア大学 Irvine校で副学長を務め，1990年にはアジア

人として初めてカリフォルニア大学の学長（総長）

となり，7 年間の間に，大学の厳しい財政状況を立

て直した功績は有名である．

いずれにしろ，Prof. Tienは私にとっては米国での

恩師であり，あの１年間の留学が私に与えた影響は

計り知れないものがある．私の研究テーマの一つで

ある，生体内光伝播に関する研究は，Berkeley での

光の散乱に関する基礎研究が基盤となっており，そ

れが大きく開花したものと自負している．

1995年に 60歳を祝って Berkeleyの構内で記念シ

ンポジウムを開催した時は，友人の賛辞の後の挨拶

で，「私のことではなく誰か他の人のことが言われ

ているようだ」と応えていた．常に人の気持ちをそ

らさず，謙虚でありながら楽しく前向きな気持ちに

させる話ぶりはますます磨きがかかったと感じたの

は，私だけではなかったと思う．

私の部屋には，Prof. Tien が送り出した 60 名以上の
博士達が年毎に枝となった木の絵が飾ってある．その

木の下には「桃李満天下」と記してある．「桃李」は，「門

人」の意味があり，Prof. Tienが輩出した人材があまねく
世の中に満ちて繁栄している，という意味である．私も

半分ぐらいは Prof. Tienの門下生と勝手に考えている． 
 Prof. Tienとご家族に対して，心より感謝の気持ちを表
し，ご冥福をお祈り申し上げる次第である． 
（Prof. Tienを讃えるホームページです） 
http://www.me.berkeley.edu/tien/memorial/
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１．はじめに 

こんな企画が始まるとは「伝熱」もとうとう「地

球の歩き方」に変わってしまいましたね．会員に役
立つ情報を提供するのが学会誌の使命ですから，そ

の意味では「旅の裏技」はいい企画なのかもしれま

せん．執筆者の人選を誤らなければ．．．．
以下に紹介する「裏技」は筆者のような性格の人

には確かに「裏技」かもしれませんが，一般の善良

な方にとっては必ずしも「裏技」となり得ないので
はないかと思います．お読みになっても，どうか私

の人間性を疑わないでください．

２．洗濯 

旅行中の洗濯は極力しないことです．そこで，私

は１００円ショップで購入したパンツ，シャツ，靴
下を日数分持って行ってすべて捨てます．１日３１

５円(税込み)で，着心地はハッキリ言って良くない

のですが，帰り際にはカバンのスペースが空いて土
産物もたくさん詰められるようになります．少し長

い旅行では１回洗濯して 2 回目に捨てるというこ

ともできますが，2回目の着心地はさらに悪くなり
ます．また，１００円ショップで下着を買うのはハ

ッキリ言って勇気が要ります．購入するのが恥ずか

しいと思われる方や新品を 1 日で捨てるのはもっ
たいないと思われる方にはこの方法はお勧めでき

ません．

 
３．トイレ 

シャワー付きトイレに慣れてしまうと，それが無

いホテルに泊まった時は憂鬱になります．国内の高
級ホテルでもたまに付いていない時があります．例

えば新宿のセンチュリーハイ○ット，名古屋の○ル

トンなどがそれです．このような高級ホテルに泊ま
って，無いと分かったときの腹立たしさは経験した

人でないと理解できないかもしれません．海外のホ

テルにはほとんど無いと思って間違いありません．

そういう時に便利なのが携帯用ウォシュレット

です．東陶と松下電工から発売されていて，約 8,000

円で入手できます．私はこれを使い始めてから海外
でも安心してホテルに泊まれるようになりました．

非常に重宝しています．

同僚の KSK 先生はサニーナというおしりの薬用
清浄剤を愛用しています．爽快感は携帯用ウォシュ

レットにはかないませんが，さらにコンパクトでお

湯がいらないのが評価に値します．

４．羽田空港到着時のラウンジ利用 

クレジットカードのゴールドカードを持ってい
れば羽田のラウンジに入れることは皆さんご存知

だと思いますが，私は到着した時の時間調整によく

使っています．たとえば到着が早すぎて会合までの
時間があまるときは，到着フロアーの郵便局横にあ

る JCB ラウンジを利用します．ビジネスコーナー

で仕事もできますし，シャワー付きのトイレでゆっ
くりすることもできます．到着時に利用するには搭

乗券の半券とカードを提示すればＯＫです．カード

は当然年会費無料のコーポレートカードです．この
ためだけに持っていて支払いに使うことは絶対に

ありません．

５．AAA を活用する 

米国に行く時は， AAA(American Automobile 

Association)を活用しましょう．ご存知の方も多いと
思いますが，AAAのオフィスで JAF(日本自動車連

盟)の会員証を提示すれば，無料で地図やツアーブ

ックを入手することができます．写真１は私がこれ
までに集めた地図の一部です．AAA の地図は非常

に良く出来ていて，例えば Los Angelesに行くので

あ れ ば ， California ， Metropolitan Los Angeles, 

Downtown Los Angeles, Los Angeles Countyなど何種

類もの地図があります．ツアーブックには観光情報

の他に，各都市のホテルのリストと位置が分かる地

旅の裏技
Tips for Travelers 

高田 保之（九州大学）
Yusuyuki.TAKATA (Kyushu University)

海外旅行の裏技シリーズ ②
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図がついています．インターネットでホテルを予約
するようになってからツアーブックの利用価値は

低くなりましたが，会場近くのホテルを探す時イン

ターネットと併用すると効果的です．
AAA のオフィスでスムーズに地図やツアーブッ

クをもらうには，予め欲しい場所のリストを作って

おいてそれを手渡せばOKです．ただし，Napa Valley

とかローカルな地図は現地近くの AAAでないと入

手できません．大都会の地図は大抵の AAAで入手

可能です．カナダ，南米，ヨーロッパ各国の地図も
ありますので，是非入手してみてください．ただし，

一度に大量の地図やツアーブックを要求すると嫌

がられます．
次に，AAAの Show Your Card & Save（図１）を

提示するとホテル，レストラン，博物館の入場料な

どのディスカウントを受けることができます．最寄
りの JAF に電話して請求すればこのカードを送っ

てくれます．Travel Now, Travel Webなどのホームペ

ージでホテルを予約する際に，AAA のレートで予
約し，チェックインの時にこのカードを提示すれば
AAA の会員価格でホテルを利用することができま

す．ディスカウントは得られなくともホテルの部屋
をアップグレードしてくれることがあります．

６．あとがき 
裏技とは本来はおおっぴらに話せないものだと

思います．そういう意味ではここで書いたことは裏

技でも何でもありません．役に立つ情報はせいぜい
AAA の活用法ぐらいでしょう．ここで書けなかっ

た本当の「裏技」については伝熱シンポの懇親会の

時にでも個人的にお話したいと思います．

図１ AAAの Show Your Card & Save 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

写真１ JAFの会員証で集めた AAAの地図と Tour Book 
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伝熱学会北海道支部 講演・フォーラム・懇親会 

日時：平成 15年 3月 3日（月）

   14時 30分～18時 00分
場所：北海道大学大学院 工学研究科 A5-59室

札幌市北区北 13条西 8丁目

1.講演会 

（1）「これからの燃焼学」

北海道大学大学院 工学研究科
伊藤 献一 教授

（2）「エネルギー・環境研究について」

北海道大学大学院 工学研究科
菱沼 孝夫 教授

参加者 53名
[概要]

本年度ご退官予定の熱工学関連の先生に，御自身

の研究履歴とこれからの熱工学研究についてご講演

いただいた．
まず，燃焼工学領域で活躍された伊藤先生からは，

北海道大学での 45 年間にわたる研究履歴について

お話をいただいた．この間，様々なテーマに取り組
まれた様子や，ものになった研究・ならなかった研

究について披露いただいた．さらに，日本語には「火」

の付く漢字（燐，煽など）が非常に多いが，ほとん
どの文字が「固体燃焼」に基づいている一方，何百

年も新しい燃焼関連漢字が作られていないことを紹

介され，「液体燃焼」や「気体燃焼」に関し，受身か
ら攻めの研究を行っていく必要性について講演いた

だいた．

次に，菱沼先生からは，「ものづくりと伝熱（伝熱，
3月号掲載予定）」を資料として，日立製作所在職中

の話題を中心にご講演いただいた．それぞれのテー

マには必ず壁があり，その壁を越えるには「研究者
自身の人生を掛けて研究を行わなければならない時

がある」ことをお話いただいた．ただ，先生にも成

功と同数程度の失敗研究があり，全てのテーマにい

つまでも粘りつづけるのではなく，「研究開発が失
敗して撤退する際に備えて，次の手を考えておく必

要がある」ことについても補足頂いた．

 2.フォーラム 

「若手研究者から見たキーワードとキーテクノロ

ジー」
北海道大学大学院 工学研究科

戸谷 剛 助手

菊田 和重 助手
川南 剛 助手

参加者 42名
[概要]

熱工学に関連した若手研究者３名に今後重要とな

るであろう熱工学関連研究について話題提供をいた

だいた．まず，戸谷先生からは世界的な水資源不足
の見通しを説明された後，水のリサイクリング技術

の必要性についてお話いただいた．次に菊田先生か

らは半導体製造プロセスを例に取り，分子レベルに
近い不連続体領域の技術研究の紹介を頂いた．また，

川南先生からは LCA に基づくエネルギー有効利用

解析の一例とその必要性についてお話を頂いた．た
だ，先の講演に時間が押され，充分な討論をするに

は時間が不十分であったため，再度，同様な機会を

別途設けたいと考えている．

3.懇親会 

日時：18時 00分～19時 30分
場所：エンレイソウ レストラン（北大構内）

参加者 31 名 

[概要] 
流体や機械振動学の先生も加わり，北海道大学以

外の先生も交えて，楽しい交流会を持つことができ

た．

北海道支部活動報告
Report of Hokkaido Branch 

近久 武美（北海道大学）
Takemi CHIKAHISA (Hokkaido University)



伝熱 2003年 3月 -48- 



行事カレンダー

 -49- Jour. HTSJ, Vol. 42, No. 173 

行事カレンダー
本会主催行事 

開催日 行事名（開催地，開催国） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号

2003 年  

５
月 

28 日（水）
～ 

30 日（金） 

第４０回日本伝熱シンポジウム 
（広島国際会議場、広島市） 

'03.1/17 
(講演申込)

'03.3/10

第 40 回日本伝熱シンポジウム実行委員会
広島大学大学院工学研究科機械システム工学専攻内
E-mail:htsymp40@thermo.mec.hiroshima-
u.ac.jp 
http://home.hiroshima-u.ac.jp/hpthermo/ht
symp40.htm

‘03. 1 

2004 年  

５
月 

26 日（水）
～ 

28 日（金） 

第４１回日本伝熱シンポジウム 
（富山国際会議場および富山県民会館、富山市）

未定 未定 
  

 
 

本会共催，協賛行事 
開催日 行事名（開催地，開催国） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号

2003 年  

 
４
月 

 
16 日（水）
～ 

18 日（金） 

 

第 37 回空気調和・冷凍連合講演会 
(東京商船大学) 

'03.1/10 '03.2/21

〒160-0008 東京都新宿区三栄町 8三栄
ビル (社)日本冷凍空調学会 第 37 回
空気調和・冷凍連合講演会係 
Tel:03-3359-5231 Fax:03-32359-5233
E-mail:reito@mb.infoweb.ne.jp 

 

 
４
月 

 
16 日（水）
～ 

18 日（金） 

 

第 3 回 '03 熱設計・対策技術シンポジウム 
(幕張メッセ日本コンベンションセンター国際会議場)

  

〒 105-8522 東 京 都 港 区 芝 公 園
3-1-22(社)日本能率協会 産業・経営技
術事業部 技術・産業育成部 熱設計・
対策技術シンポジウム事務局 久保田
英揮、加藤久幸 
Tel:03-3434-3917 Fax:03-3434-3593 
E-mail:reito@mb.infoweb.ne.jp 

 

 
５
月 

15 日（木）
～ 

16 日（金） 

日本機械学会関西支部第 261 回講習会 
「設計に使える熱流体解析の基礎と応用」 

(建設交流館、大阪) 
'03.5/8  

〒550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4
Tel:06-6443-2073 Fax:06-6443-6049 
E-mail:jsme@soleil.ocn.ne.jp 
http://www.jsme.or.jp/ks/ 

 

 
５
月 

 
19 日（月）
～ 

21 日（水） 

 

第８回日本計算工学会講演会 
(江戸川区総合区民ホール、東京) 

'03.1/31
(Abstract
〆切) 

'03.4/14
 
 

〒102-8646 東京都千代田区平河町
2-7-4 砂防会館内 (株)アイシーエス企
画気付 日本計算工学会 講演会事務局
Tel:03-3263-6014 Fax:03-3263-7537 
E-mail:jsces@ics-inc.co.jp 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsces/ 

 

 
６
月 

 
25 日（水）
～ 

27 日（金） 

 

第３回乱流・剪断流現象国際シンポジウム 
Third International Symposium on Turbulence 

and Share Flow Phenomena 
（仙台国際センター） 

'02.9/1 
(Abstract
〆切) 

 

東京都目黒区大岡山 2-12-1 
東京工業大学大学院理工学研究科機械
宇宙システム専攻 宮内敏雄 
Tel/Fax:03-5734-3183 
E-mail:tmiyauch@mes.titech.ac.jp 

 

 
７
月 

 
10 日（木） 
～ 

12 日（土） 

 

日本実験力学会 2003 年度年次講演会 
（青山学院大学渋谷キャンパス）   

〒157-8572 東京都世田谷区千歳台
6-16-1 青山学院大学理工学部機械創造
工学科 
Tel:03-5384-1111(ext23322) 
Fax:03-5384-6311 
E-mail:jsem2003@cc.aoyama.ac.jp 

 

 
７
月 

 
22 日（火）
～ 

24 日（木） 

 

第 31 回可視化情報シンポジウム 
（工学院大学新宿校舎） 

'03.2/28
 

 

〒 114-0034  東 京 都 北 区 上 十 条
3-29-20(社)可視化情報学会事務局 
Tel:03-5993-5020Fax:03-5993-5026 
E-mail:info@vsj.or.jp 
http://www.vsj.or.jp/sympo2003 

 

 
７
月 

 
23 日（水）
～ 

25 日（金） 

 

日本混相流学会年会講演会 2003 
および第 22 回混相流シンポジウム 

(大阪大学豊中キャンパス) 
'03.3/28
 

'03.5/30
 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-1 
大阪大学大学院工学研究科機械物理工
学専攻 片岡研究室内 日本混相流学会
年会講演会実行委員会事務局 
Tel:06-6879-7256-7259 
Fax:06-6879-7247 
E-mail:mpfc2003@mech.eng.osaka-u.a
c.jp 
http://mpfc2003.mech.eng.osaka-u.a
c.jp 
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７
月 

 
27 日（日）
～8/ 

1 日（金） 

 

第 19 回爆発と反応系の力学の国際コロキウム
-ICDERS- 

（箱根プリンスホテル） 

  

国際コロキアム組織委員会 
Tel 03-5384-1718 
E-mail:ICDERS2003_mail@cow.me.aoya
ma.ac.jp  

 

 
10
月 

 
31 日（金）
～ 

11/1 日
（土） 

 
可視化情報学会全国講演会 
（宇都宮大学工学部） '03.7/4 '03.8/22

〒321-8585 宇都宮市陽東 7-1-2 
宇都宮大学工学部機械システム工学科
庵原昭夫 
Tel/Fax:028-689-6036 
E-mail:utsunomiya@vsj.or.jp 
http://www.vsj.or.jp/utsunimiya/ 

 

 
11
月 

 
2 日（日）
～ 

7 日（金） 

 

International Gas Turbine Congress 2003 TOKYO
8th Congress in Japan 
（江戸川総合区民ホール） 

'02.5/31 '03.2/1

The Gas Turbine Society of Japan 
7-5-13-402 Nishi-Shinjuku, 
Shinnjuku-ku,Tokyo 160-0023,Japan 
Fax:+81-3-3365-0387 
E-mail:igtc@nal.go.jp 

 

 
11
月 

 
3 日（月）
～ 

8 日（土） 

 

第３回国際シンポジウム「複雑系における非常
にゆっくりとした緩和現象の解明」 
3rd International Symposium on Slow Dynamics 
（太白区文化センター楽楽楽ホール、仙台市）

'03.5/31  

〒980-8577 仙台市青葉区片平 2-1-1 
東北大学流体科学研究所 徳山道夫 
Tel/Fax:022-217-5327 
E-mail:tpkuyama@ifs.tohoku.ac.jp 
http://www.ifs.tohoku.ac.jp/slow-d
ynamics/ 

 

 
11
月 

 
9 日（日）
～ 

13 日（木） 

 
International Conference on Power 

Engineeing-03, Kobe 
2003年 動力エネルギー国際会議神戸大会 

（神戸国際会議場） 

'02.3 '03.3 
東京都新宿区信濃町 35 信濃町煉瓦館
（社）日本機械学会総合企画グループ
高橋正彦 Tel:03-5360-3505 

 

 
11
月 

15 日（土）
～ 

16 日（日） 

熱工学コンファレンス 2003 
‐地球を救う熱工学技術‐ 
（金沢大学工学部） 

'03.6/6 '03.9/19

〒820-8667 金沢市小立野 2-40-20 金沢
大学工学部人間・機械工学科 瀧本昭
Tel:076-234-4741  Fax:076-234-4743
http://www.jsme.or.jp/ted/ 

 

 
12
月 

 
1 日（月）
～ 

3 日（水） 

 

マイクロエンジニアリングに関する国際シンポ
ジウム －熱流体・信頼性・メカトロニクス－

（日立製作所機会研究所、土浦市、 
産業技術総合研究所、つくば市） 

'02.3 
Abstract

'02.8 
Full 
Paper 

東京都新宿区信濃町 35 信濃町煉瓦館
（社）日本機械学会総合企画グループ
高橋正彦 Tel:03-5360-3505 

 

2004 年  

       

  

 
国際会議案内 

開催日 行事名（開催国，開催地） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号

2004 年  

 
３
月 

14 日（日）
～ 
17 日（水） 

The first International Symposium on 
Micro&Nano Technology (ISMNT-1) 

（ホノルル、ハワイ） 

'03.5/31
Abstract

'03.8/31

Komatsu Electronics Inc., President
Dr. Makoto Inoue 
E-mail:makoto_inoue@komatsu.co.jp 
http://www.ismnt.com 
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第 40 回日本伝熱シンポジウム 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/hpthermo/htsymp40.htm 

[開催日] 
平成15年5月28日（水）～30日（金）
 
[講演会場] 
広島国際会議場（〒730-0811 広島市中区中島町1-5（平
和記念公園内）, TEL : (082)242-7777，
http://www.pcf.city.hiroshima.jp/icch/）
 
[シンポジウム参加費]
一般 事前申込：8,000円，会場申込：10,000円
学生 事前申込：4,000円，会場申込： 5,000円
 （事前，会場申込共に論文集代は含みません）
[講演論文集] 

 1）シンポジウム参加者：事前参加申込者全員に

CD-ROM論文集を事前送付し，かつ会場受付で印

刷論文集を配布します．

会場申込者には受付でCD-ROMと印刷論文集

の両方を配布します．

日本伝熱学会会員：無料

非会員     ：8,000円

会場受付で会員登録も可能です．

2）シンポジウム不参加者：原則として印刷論文集

の配布は行いません．

日本伝熱学会会員：CD-ROM論文集のみを郵送

します．
[懇親会] 
日時：5月29日（木）18:00～20:00 

会場：広島全日空ホテル（〒730-0037 広島市中区中
町７―20，TEL：(082)241-1111，

http://www.anah-hiroshima.co.jp/）
会費：
一般 事前申込：8,000円，会場申込：10,000円

    （事前，会場申込共に夫婦同伴者1名無料）

学生 事前申込：4,000円，会場申込： 5,000円
[参加申込方法] 

学会誌「伝熱」(2002年 11月号，2003年 1月号)もし

くはホームページをご覧下さい．

（事前申込締切：2003年4月11日（金））
[発表の形式] 

セッションの運営は座長に一任しますが，発表時間は

１題目につき１０分です．なお，実行委員会で OHP と

液晶プロジェクターを用意しますが，パソコンは各自で 

ご持参下さい。また，液晶プロジュクターの不調に備え

て，OHPシートも必ずご持参下さい。
[総会] 
日時： 5月29日（木）15:20～16:20 

会場： ヒマワリ国際会議ホール
[特別講演] 

日時： 5月29日（木）16:30～17:30 

会場：ヒマワリ国際会議ホール

題目：バイオエネルギーの技術展望

講師：横山伸也(産業技術総合研究所中国センター 

所長)
[フロンティアフォーラムセッション] 

テーマ1：冷凍空調における環境保全―伝熱からの

挑戦

企画者：勝田正文（早大）

日 時：5月28日（水）11:20～12:30 

会 場：C室

テーマ２：グリーンエネルギー周辺技術―IECEC 

       国際セッション

企画者：加藤征三（三重大），北川邦行（名大），

花村克悟（東工大），丸山直樹（三重大）

日 時：5月28日（水）13:20～17:30 

会 場：C室

テーマ3：相変化を伴う伝熱現象におけるぬれ性の

     諸問題（続編）

企画者：鈴木康一（東理大），永井二郎（福井大）

日時：5月29日（木）10:00～12:30 

会場：C室
[学生プレゼンテーション賞セッション] 

日時：5月28日（水）9:30～17:30 

会場：E室，F室
[宿泊・航空便] 

「伝熱」(2003年 1月号)，もしくはホームページをご

覧の上お申し込み下さい．
[問い合わせ先] 

第40回日本伝熱シンポジウム実行委員会

E-mail：htsymp40＠thermo.mec.hiroshima-u.ac.jp 

幹事 松村幸彦（Tel&Fax：0824-24-7561）
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第４０回日本伝熱シンポジウムプログラム

第１日 ５月２８日（水） 
 

＜A室＞ 
 

A11 分子・クラスタースケール 1     9:30-10:50 
 
A111  界面吸着物質の気泡上昇への影響：分子動力学計算 
      松浦 貴大(京大)，*松本 充弘 
A112  分子動力学シミュレーションによる非平衡吸着現象混合

速度モデルの評価 
     *安藤 嘉倫(慶応大)，泰岡 顕治 
A113  界面付着分子が表面反応とエネルギ伝達に及ぼす影響に

関する分子動力学的研究 
     *旗生 篤宏(阪大)，芝原 正彦，香月 正司 
A114  ナノ構造物が界面エネルギ伝達へ与える影響（分子動力

学解析） 
     *芝原 正彦(阪大)，功刀 資彰(京大) 
 
A12 分子・クラスタースケール2         11:00-12:20 
 
A121  ナノポーラス垂直円柱表面での自然対流水分蒸発 
     *原 秀介(東洋大)，山口 隆久 
A122  ナノポーラス薄膜を通しての分子拡散 
     岩城 敏博(富山大) 
A123  分子動力学における圧力の定義について 
     *寺西 恒宣(富山高専)，岩城 敏博(富山大) 
A124  第一原理計算によるSiH4輸送物性の導出 
      *崎山 幸紀(東大)，高木 周，松本 洋一郎 
 
A13 分子・クラスタースケール3         13:20-14:40 
 
A131  遺伝的アルゴリズムを用いたアルカンの安定構造計算 
     *大城 博行(九工大)，北原 道隆，宮崎 康次，塚本 寛 
A132  シリコン結晶化過程における構造形成の分子動力学 
     *丸山 茂夫(東大)，手島 一憲 
A133  固体Ｓｉの熱伝導機構と界面熱抵抗の分子動力学計算 
     *伊藤 陽一(京大)，松本 充弘，若林 英信，牧野 俊郎 
A134  分子動力学法による固体境界面での熱抵抗に関する考察 
     *崔 淳豪(東大)，丸山 茂夫 
 
A14 分子・クラスタースケール 4         14:50-16:10 
 
A141  メタンハイドレート分解過程の分子動力学シミュレーシ

ョン ーシステムサイズ，温度依存性に関する考察ー 
     *岡野 大和(慶応大)，泰岡 顕治 
A142  FT-ICR による触媒金属クラスターとアルコールとの化学

反応 
      *井上 修平(東大)，丸山 茂夫，井上 満 
A143  大規模分子動力学法による高加速ナノ粒子のダイヤモン

ド表面衝突 
      *山口 康隆(阪大)，グスパン・ユルゲン(カールスルー

エ大)，稲葉 武彦(阪大) 
A144 固体壁面間における多原子分子液膜のエネルギー，運動

量伝搬 
   小原 拓(東北大) 
 
A15 分子・クラスタースケール5         16:20-17:20 
 
A151 単層カーボンナノチューブのアルコール，気相ＣＶＤ法

による生成 
     丸山 茂夫(東大)，*千足 昇平，村上 陽一，宮内 雄平 
A152 触媒CVD過程でのナノチューブ生成の分子動力学 
     *澁田 靖(東大)，丸山 茂夫 
A153 分子動力学法によるカーボンナノチューブ内部での水の

相変化 
     *木村 達人(東大)，丸山 茂夫 
 

＜B室＞ 
 
B11 伝熱促進・制御1             9:30-10:50 
 
B111 Heat Transfer Augmentation by Rib-Induced Secondary 

Flow inside a Circular Tube with Inclined Ribs 
     *Robert Kiml(Tokyo Univ. of A&T), Sadanari Mochizuki, 

Akira Murata 
B112 周期的な凹凸を有する流路内流れの伝熱促進(複数の流

路要素を用いた数値解析) 
     *合志 洋介(佐賀大)，有馬 博史，足立 高弘(秋田

大)，池上 康之(佐賀大) 
B113 周期的な凹凸を有する流路内流れの伝熱促進(圧力損失

測定と流れの可視化) 
     *有馬 博史(佐賀大)，合志 洋介，足立 高弘(秋田

大)，池上 康之(佐賀大) 
B114 乱流促進体を有する円管内熱伝達 
     *前沢 三郎(成蹊大)，仁田 良智，魏 啓陽 
 
B12 伝熱促進・制御2              11:00-12:20 
 
B121 渦発生体を有するフィン付き管群における伝熱促進，圧

力損失低減特性 
    *宮崎 真一(横浜国大)，鳥居 薫，西野 耕一，畠 功士，

阿竹 則夫 
B122 渦発生体を有するフィン付き管群流れの熱伝達および流

動特性 - 数値計算と実験結果の比較 
     *山口 陽介(横浜国大)，鳥居 薫，西野 耕一，畠 功士 
B123 孤立リブ列によるダクト内流れの熱伝達促進 
     *谷 啓朗(同志社大)，嘉田 善仁，新 覚之，稲岡 恭二 
B124 フィン付伝熱管群における熱流動特性（フィン周り流れ

が熱流動特性に及ぼす影響） 
     *川口 清司(富山大)，奥井 健一，青木 裕樹，浅井 俊博 
 
B13 伝熱促進・制御3              13:20-14:40 
 
B131 平行 3 噴流群の平均速度分布制御アルゴリズムと応答特

性 
     *山本 和之(慶応大)，菱田 公一 
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B132 衝突平面噴流群によるフィードバック熱伝達制御 
     *片山 智章(慶応大)，山本 和之，駒田 隆太郎，菱田 

公一 
B133 長方形ノズルによる斜め衝突噴流の伝熱特性 
     *西浦 博之(阪大)，Chayut NUNTADUSIT，石田 秀士，

木本 日出夫 
B134 二相による衝突噴流の冷却効率向上 
     西田 怜美(東船大)，*山崎 孝博，堀木 幸代，刑部 真弘 
 
B14 伝熱促進・制御4              14:50-16:10 
 
B141 吹き出し，吸い込み制御による壁面摩擦低減とその温度

場のＤＮＳ 
     *坂斉 秀和(北大)，工藤 一彦，黒田 明慈 
B142 色彩場中粒子移動のカラー画像解析による周期渦の平板

上崩壊現象の解明 
三松 順治(岐阜大)，*入野 兼全，檜和田 宗彦 

B143 界面活性剤水溶液流れにおける抵抗低減現象への伝熱面
非等温加熱の効果 

     熊田 雅彌(岐阜大)，*松本 直樹，佐藤 公俊(産総研) 
B144 超低周波流れ場に置かれた加熱水平円柱表面からの対流

熱伝達 
     *坂口 勝次(福山大)，森岡 誠 
 
B15 伝熱促進・制御5              16:20-17:40 
 
B151 複数渦列による円管内伝熱促進 
     *瀬名波 出(琉球大)，河原 太郎，屋我 実，親川 兼勇 
B152 リブ付き矩形流路における熱伝達促進 
     *北村 剛(三菱重工)，武石 賢一郎，松浦 正昭，石黒 

達夫 
B153 電磁型アクチュエータによるダクト内後ろ向きステップ

流れの伝熱促進 
     *中村 和哉(同志社大)，中澤 孝典，稲岡 恭二，千田 衞 
B154 ナノ粒子多孔質層形成による超高伝熱促進 
     *功刀 資彰(京大)，向 勝己(伊勢屋機械製作所)，芝原 

正彦(阪大) 
 

＜C室＞ 
 

C11 燃焼を伴う伝熱                   9:30-11:10 
 
C111 紙のスモ－ルダリングに与える傾斜角の影響 
     *川原 秀夫(大島商船高専)，西村 龍夫(山口大) 
C112 Thin reaction zonesに分類される乱流予混合火炎の構造 
     *名田 譲(東工大)，店橋 護，宮内 敏雄 
C113 メタン，空気混合気の希薄燃焼における「ゆらぎ」 
     *門脇 敏(長岡技科大)，梅香 高志 
C114 メタン，空気超過濃予混合火炎によるカーボンナノ物質

の生成 
     奥山 正明(山形大) 
C115 CH/OH PLIF同時計測による乱流火炎構造の解明 
     店橋 護(東工大)，*村上 伸一郎，月成 俊介，齋藤 敏彦，

崔 敬民(航技研)，宮内 敏雄(東工大) 
 

C12 フロンティアフォーラム1：               11:20-12:20 
冷凍空調における環境保全－伝熱からの挑戦    

 
C121 除湿用ハニカムを用いた吸，脱着器に関する研究 
     *桑原 憲(九大)，小山 繁，李 鍾鵬，古川 勝彦，    

西原 圭志，Saha Bidyut Baran 
C122 リチウム系混合塩吸収溶液のプール核沸騰熱伝達 
     鴨志田 隼司(芝浦工大)，*伊藤 譲治 
C123 ＣＯ２冷凍サイクルにおける蒸発伝熱特性への冷凍機油

混入の影響 
     勝田 正文(早稲田大)，金原 宏光，青柳 利治，*八木 

俊太，上村 一郎(三洋電機)，向山 洋 
 
C13 フロンティアフォーラム 2-1:              13:20-15:20 

Green Energy System Technologies 1 
 (IECEC-International Session)        

 
C131  Effect of Swirl and Combustion on Flow Dynamics in Lean 

Direct Injection Gas Turbine Combustion 
   *Ashwani K. Gupta (Univ. of Maryland), S. Archer 
C132 Electric Power Generation by Super-Adiabatic 

Combustion in Thermoelectric Porous Element  
     *Katsunori Hanamura (Gifu Univ.), Yuya Iida, Tomoyuki 

Kumano 
C133 Technical Demonstration and Commercialization of 

Distributed Gasification and Power Generation from 
Solid Fuels  

     Kunio Yoshikawa (Tokyo Inst. Tech.) 
 
C14 フロンティアフォラム 2-2:                15:30-17:30  

Green Energy System Technologies 2  
(IECEC-International Session)               

 
C141  Development of Numerical Simulation on 

Characteristics of Coal Ash Melting Behavior  
     Takatoshi Miura (Tohoku Univ.) 
C142  Power Plant Design Optimized from Environmental and 

Economical Aspects 
      *Seizo Kato (Mie Univ.), Anugerah Widiyanto, Naoki 

Maruyama 
C143  Study of Combined Heat, Information and Power System 

(CHIPS) for Application to the Urban Area 
      Kunihiko Mouri (EPDC) 
C144  2-D Spectroscopic Measurement of Combustion  
      Kuniyuki Kitagawa (RAN) 
 

＜Ｄ室＞ 
 

D11 限界熱流束・遷移沸騰1              9:30-10:50 
 
D111 水の水平矩形管内サブク－ル流動沸騰に関する研究（気

泡挙動の観察） 
     *花折 洋量(東京理大)，鈴木 康一 
D112 短い垂直円管内水の強制対流サブクール沸騰限界熱流束

（その３．ＣＨＦ表示式） 
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     *小森 洋和(京大)，畑 幸一，塩津 正博，野田 信明
(核融合研) 

D113 短い垂直円管内水の強制対流サブクール沸騰限界熱流束
（その４．細管発熱体の実験結果） 

     *畑 幸一(京大)，小森 洋和，塩津 正博，野田 信明
(核融合研) 

D114 サブクール沸騰高熱流束域における伝熱面近傍の気液微
細構造 

     *小野 綾子(北大)，坂下 弘人，村井 郁夫 
 
D12 限界熱流束・遷移沸騰2               11:00-12:20 
 
D121 種々の液体中の水平円柱における異なる機構をもつサブ

クール，プール沸騰ＣＨＦに及ぼす円柱直径の影響（３） 
     *櫻井 彰(京大)，福田 勝哉(神戸商船大) 
D122 種々の液体中の水平円柱における異なる機構をもつサブ

クール，プール沸騰ＣＨＦに及ぼす表面状態の影響 
     *福田 勝哉(神戸商船大)，櫻井 彰(京大) 
D123 サブクールプール沸騰限界熱流束に対する溶存気体の影

響（実験結果と機構モデル） 
     原村 嘉彦(神奈川大) 
D124 下向き半球形伝熱面における沸騰熱伝達特性におよぼす

傾斜角と障害物の影響 
     *松本 博行(阪大)，吉田 憲司，松本 忠義，片岡 勲 
 
D13 限界熱流束・遷移沸騰3               13:20-14:20 
 
D131 放射線誘起表面活性によるクエンチング条件 
     *賞雅 寛而(東船大)，波津久 達也，三島 嘉一郎(京

大)，岡本 孝司(東大)，光武 徹(東芝)，師岡 慎一 
D132 垂直高温狭隘環状流路対向流リウェッティングの研究

(流体に水を用いた場合) 
     小泉 安郎(工学院大)，*新井 学，大竹 浩靖，村瀬 道

雄(日立製作所)，長江 尚史(原子力安全システム研)，
綾野 輝芳 

D133 低圧，低質量流束条件下における周方向非均一加熱管の
限界熱流束(鉛直下降流に関して) 

     *梅川 尚嗣(関西大)，北島 哲生，小澤 守，三島 嘉
一郎(京大)，斎藤 泰司 

 
D14 極小熱流束・膜沸騰                14:30-16:10 
 
D141 超撥水表面における沸騰 
     *日高 澄具(九大)，山本 弘志，高田 保之 
D142 ワイヤラップ燃料ピンのリウエット特性 
     *堺 公明(核燃料サイクル開発機構)，藤井 正，堀 徹，

此村 守 
D143 高温固体球の冷却特性に関する研究(冷却材への塩類添

加の影響) 
     *松村 邦仁(茨城大)，古谷 正裕(電中研)，神永 文人

(茨城大) 
D144 浸漬冷却中の高温面の非定常冷却伝熱特性（固液接触境

界位置の推定） 
    *光武 雄一(佐賀大)，門出 政則，松本 純一 
D145 高温鋼板の水噴流冷却実験とＶＯＦシミュレーション 

    *山神 成正(東大)，岩本 厚，原口 洋一(住金総研)，
庄司 正弘(東大) 

 
D15 核沸騰                      16:20-18:00 
 
D151 人工キャビティ面からのプール沸騰特性－３個のキャビ

ティの配置と気泡核干渉－ 
     *S. チャトプン(東大)，渡辺 誠，庄司 正弘 
D152 混合液における核沸騰気泡の挙動 
     *筒井 正幸(九大)，藤田 恭伸 
D153 静電容量法によるサブクールプール沸騰での気泡挙動測

定 
     *小野 竜次郎(北大)，坂下 弘人，村井 郁夫 
D154 二段急速パルス加熱による微小ヒータ上の沸騰気泡の極

大化 
     奥山 邦人(横浜国大)，*田中 有周，飯田 嘉宏 
D155 プール沸騰における気泡核干渉に及ぼす加熱面熱容量の

影響－人工対キャビティを用いた実験的研究－ 
     *張 蕾(東大)，庄司 正弘 
 

＜Ｅ室＞ 
 
E11 学生プレゼンテーション賞1             9:30-10:50 
 
E111 噴霧冷却熱伝達特性に及ぼす伝熱面姿勢の影響 
     大久保 英敏(玉川大)，西尾 茂文(東大)，芹澤 良洋

(新日鐵)，上村 光宏(東大)，*真船 潤(玉川大) 
E112 プレート熱交換器内気液二相流の流動特性 
     *若林 利亮(神戸大)，浅野  等，竹中 信幸，藤井 照重 
E113 潜熱利用流体ループ式熱制御システムの動特性 
     *和田 賢宣(神戸大)，藤井 照重，浅野 等，杉本 勝美 
E114 同軸型熱交換器の熱抽出特性に及ぼす各種因子の影響 
     田子 真(秋田大)， 盛田 耕二(産総研)，菅原 征洋(秋

田大)，藤田 忠，清水 正彦，*岩指 匠 
 
E12 学生プレゼンテーション賞2               11:00-12:20 
 
E121  膜内水分布の直接計測に基づく固体高分子形燃料電池の

性能に及ぼす膜厚の影響 
     *寺西 一浩(東工大)，津島 将司，平井 秀一郎 
E122  セルロースをモデル物質としたバイオマス熱分解挙動の

解明 
      *上岡 健太(東北大)，松下 洋介，山本  剛， 青木 秀之，

三浦 隆利 
E123  二波長画像同時測定による燃焼炎の時間分解二次元温度

分布測定 
      *茅花 定(北大)，谷津 茂男，水野 拓成，粥川 尚之，

北川 邦行(名大) 
E124  不均質な空気層を通過するレーザ光の強度変動を利用し

た熱輸送計測に関する基礎的研究 
      吉田 篤正(大阪府大)，*阪口 斉(岡山大)，鷲尾 誠一 
 
E13 学生プレゼンテーション賞3               13:20-14:40 
 
E131  超微細多孔質表面からの水蒸発を伴うハイブリッド気体
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軸受（第2報） 
      吉田 英生(京大)，石部 英臣(日本精線)，松井 裕樹

(京大)，江川 猛，齋藤 元浩，*吉冨 聡 
E132  自動車排気ガス利用熱電変換システム（冷却水用ラジエ

ータについて） 
     *百崎 賢二(山口大)，宮本 政英 
E133  熱電運動素子を用いた人工心筋の伝熱と構造の最適化 
      *伊吹 竜太(東北大)，円山 重直，酒井 清吾，マスー

ド・ベーニア(ニューサウスウェールズ大) 
E134  インスリンポンプ用微量流量計の研究開発 
      *西山 尚(電通大)，角田 直人，山田 幸生，小西 義昭  

(日機装)，藤原 真人，直野 義昭 
 
E14 学生プレゼンテーション賞4                14:50-15:50 
 
E141  乱流モデルによる任意回転軸を持つ回転チャネル乱流の

予測 
      *小塚 満(名工大)，服部 博文，長野 靖尚 
E142  界面活性剤による流動抵抗低減効果のモデリング 
      *西堂 周平(北大)，黒田 明慈，工藤 一彦 
E143  ファイバー及び界面活性剤による摩擦抵抗低減 
      *矢崎 豊(東工大)，茅田 英章，西村 浩一(大阪ガス)，

店橋 護(東工大)，宮内 敏雄 
 
E15 噴霧系                                   16:00-17:40 
 
E151  超音波浮揚における液滴周り音響流れ場の可視化 
      *河原 伸幸(岡山大)，冨田 栄二，江種 元，藤原 成啓 
E152  スプレー冷却実験の方法について 
     *水上 紘一(愛媛大)，青山 善行，阿部 文明，向笠 忍 
E153  臭化リチウム水溶液の超音速ノズル内の二相膨張特性 
      *李 允煥(産総研)，土井 茂裕(日立インダストリズ)，

王 剣鋒(東大)，飛原 英治 
E154  干渉画像法と LIF を用いた噴霧流計測 -蒸気濃度と液滴

数密度および速度の詳細- 
     *一柳 満久(慶応大)，黒沢 亮，菱田 公一，前田 昌信 
E155  噴霧流中に置かれた加熱板周りの流動構造 -レーザ干渉

画像法による液滴径および速度分布の測定- 
     *竹内 悟郎(慶応大)，赤坂 幸広，川口 達也，菱田 公一，

前田 昌信 
 

＜Ｆ室＞ 
 

F11 学生プレゼンテーション賞5                 9:30-10:50 
 
F111  電圧印加によるＰ型シリコンウェーハ中の熱流束制御 
      *平川 裕貴(名大)，小林 敬幸，架谷 昌信 
F112  分子間ポテンシャルの異方性と蒸着薄膜の結晶構造 
     井上 剛良(東工大)，*小島 健一 
F113  分子動力学法を用いた２成分薄膜生成シミュレーション 
      *小笹 雅幸(九工大)，龍田 虎晴，宮崎 康次，塚本 寛 
F114  熱物性値測定に向けた単層カーボンナノチューブのシリ

コン基板上生成 
      *村上 陽一(東大)，千足 昇平，宮内 雄平，丸山 茂夫 
 

F12 学生プレゼンテーション賞6               11:00-12:20 
 
F121  曲がりチャネル乱流熱伝達におけるプラントル数効果 
     *伊尻 珠也(名工大)，服部 博文，長野 靖尚 
F122  二酸化炭素の水平管内熱伝達 
     小笠原 俊介(東大)，*山田 崇司，王 剣鋒，飛原 英治 
F123  横磁場下における水平円管内ヘリウムーリチウム二相流

の流動伝熱特性 
      *平尾 宗彦(東理大)，齊藤 聖，高橋 実(東工大) 
F124  種々の曲率における曲管内氷スラリーの流動特性および

熱伝達 
      堀部 明彦(岡山大)，稲葉 英男，春木 直人，*橋本 隆史 
 
F13 学生プレゼンテーション賞7               13:20-14:40 
 
F131  加熱サファイア面上に衝突する液滴のゆらぎ核生成沸騰 
     *天田 大鉄(群馬大)，稲田 茂昭，梁瀬 英一，高橋 義光，

古瀬 雅人(フォトロン) 
F132  高熱流束核沸騰域における蒸気塊底部の気液構造 
     鴨志田 隼司(芝浦工大)，*小楠 貴宏 
F133  ライデンフロスト現象に及ぼす壁面濡れ性の影響 
      *古賀 達也(東船大)，今井 康之(東大)，波津久 達也

(東船大)，賞雅 寛而，岡本 孝司(東大)，三島 嘉一郎  
(京大) 

F134  衝突噴流による高温面急冷中の熱伝達と濡れ境界位置の
特性 

     *ジャファ・ハマド(佐賀大)，門出 政則，光武 雄一 
 
F14 学生プレゼンテーション賞8               14:50-15:50 
 
F141  微小重力環境下の気泡流界面輸送に関する実験的研究 
     *深町 典博(東船大)，波津久 達也，賞雅 寛而，日引 

俊(京大) 
F142  液柱内マランゴニ対流における表面進行波と薄液膜内

Hydrothermal waveの関係について 
     *多ヶ谷 恵美(東理大)，上野 一郎，河村 洋 
F143  超音波定在波音場中に発生する音響キャビテーション流

れに関する研究 
     野村 信福(愛媛大)，*岡田 泰行，村上 幸一 
 
F15 学生プレゼンテーション賞9               16:00-17:20 
 
F151  円形容器内の安定密度成層を部分加熱した場合の多層二

重拡散対流の発生限界 
   *ジャムシッド・プゥレエスファンディアリ・チャム(信

州大)，日向 滋，姫野 修廣 
F152  Numerical Study on both Magnetizing and Gravitational 

Natural Convection of Air in a Cubic Enclosure with 
Inclined Electric Coil 

      *Tomasz Bednarz (Kyushu Univ.), Toshio Tagawa, 
Masayuki Kaneda, Hiroyuki Ozoe, Janusz Szmyd (Univ. 
of Mining and Metallurgy / Cracow / Poland) 

F153  LNGタンク模擬円筒容器底面，側壁同時加熱時伝熱特性 
     *樋口 真司(北大)，工藤 一彦，黒田 明慈，金澤 卓也，

今関 幸男(東京ガス) 
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F154  鉛直平板自然対流乱流境界層における伝熱促進 
     *梶谷 剛(名工大)，辻 俊博，門脇 仁隆 
 

＜Ｇ室＞ 
 

G11 エネルギー変換1                          9:30-10:50 
 
G111  石英多孔質体内部の超断熱燃焼を用いた選択波長光発電

システムの開発 
      *熊野 智之(岐阜大)，花村 克悟，安藤 智一 
G112 海洋温度差発電を用いた海水淡水化と水素製造の有効性 
      池上 康之(佐賀大)，有馬 博史，大倉 清徳，*合田 知二，

佐々木 大(三祐コンサルタンツ)，實原 定幸(ゼネシス) 
G113  稠密燃料集合体の沸騰遷移に関する数値的検討 
   *玉井 秀定(原研)，吉田 啓之，高瀬 和之，秋本 肇，

堀田 亮年(テプコシステムズ)，白井 浩嗣 
G114  動力システムを対象とした間歇，定積燃焼によるマイク

ロガスタービンサイクルの検討 
      金丸 一宏(京大)，*赤坂 千春，吉田 英生，齋藤 元浩 
 
G12 エネルギー変換2                         11:00-12:20 
 
G121  円筒型内部改質SOFCセルにおける熱，物質移動と電流密

度分布 
     *西野 貴文(京大)，岩井 裕，鈴木 健二郎 
G122  固体高分子形燃料電池用カソード触媒上における界面反

応素過程の解明と高活性合金触媒の開発 
     *岡崎 健(東工大)，陣内 亮典，国分 亮 
G123  固体高分子形燃料電池における膜内水分布の光学的測定 
     *三木 成章(東工大)，岡崎 健，伏信 一慶 
G124  沸騰，凝縮型熱電発電システムに関する研究 
     *儲 仁才(コマツ)，谷村 利伸，門谷 晥一，畠中 勉，

西尾 茂文(東大) 
 
G13 エネルギー有効利用1                      13:20-14:40 
 
G131  FeSi2-Bi2Te3カスケード型熱電発電ユニットの開発 
      *久保 雅崇(名大)，森地 亮介，北川 邦行，片桐 晴郎 
G132  空調機の排熱を利用した家庭用給湯システムに関する研

究 
     *福井 香奈(大阪電通大)，森  幸治，弓場 博文 
G133  水とゲスト物質の相境界に沿うクラスレート水和物膜の

成長： 熱伝導モデル 
     *望月 高昭(学芸大)，森 康彦(慶応大) 
G134  コールドトラップと蒸発凍結現象を利用した LNG 廃冷熱

輸送システムの輸送効率評価 
     *島 一元(東工大)，佐藤 勲，斉藤 卓志 
 
G14 エネルギー有効利用2                     14:50-15:50 
 
G141  マイクロガスタービン，燃料電池，吸収冷凍機から構成

されるマイクロコージェネレーションシステムの性能解
析 

      吉田 英生(京大)，*岩本 雄平，齋藤 元浩 
G142  水蒸気を作動媒体とする 2kW 級吸着式ヒートポンプの冷

熱生成特性 
      岡田 和浩(名大)，上田 健，*渡辺藤雄，窪田 光宏，

小林 敬幸，出口 清一，架谷昌信 
G143  グラファイト複合化による気固系ケミカルヒートポンプ

粒子反応層の伝熱促進 
      *藤岡 恵子(シンセイ冷却水システム)，佐々木 克弘

(阪大)，大井戸 清道，平田 雄志 
 
G15 蒸発器・凝縮器                           16:00-17:40 
 
G151  マイクロチャネル式高密度蒸発器の研究（第３報） 
     宇高 義郎(横浜国大)，*田崎 豊(日産自動車) 
G152  マイクロチャネル式蒸発器における蒸発薄液膜厚さ測定 
     宇高 義郎(横浜国大)，田崎 豊(日産自動車)，*奥田 

修平(横浜国大) 
G153  微細流路におけるCO2冷媒の沸騰伝熱特性 
     *長田 裕司(豊田中研)，山本 憲(デンソー)，川久保 

昌章 
G154  縦板上凝縮熱伝達の促進 （離散化伝熱面におけるロー

フィン効果） 
   *儲 仁才(コマツ)，門谷 晥一，畠中 勉，西尾 茂文   

(東大) 
G155  広範囲の不凝縮ガス濃度における水平管群の水蒸気凝縮

熱伝達 
      *秦 進(東船大)，伊東 次衛，刑部 真弘 
 

＜Ｈ室＞ 
 

H11 密閉空間1                                9:30-10:50 
 
H111  下面の一部を加熱した密閉容器内ベナード渦のカオスへ

の遷移 
     *小泉 博義(電通大)，片山 玲，鈴木 基道 
H112  熱対流カオスとエントロピー生成 
      *柿本 益志(九大)，吉田 千吾，増岡 隆士 
H113  レイリーテーラの不安定性による反応促進 
      西村 龍夫(山口大)，*伊藤 義典 
H114  臨界流体中の熱対流発生 
      *白石 善紀(東洋大)，前川 透，石井 孝治(大阪府

大)，東 久雄 
 
H12 密閉空間2                               11:00-12:20 
 
H121  感温スクリーンによる熱対流の制御に関する研究 
      *谷川 洋文(九工大)，増岡 隆士(九大工) 
H122  高熱伝導仕切壁による対流抑制 
      *津末 高志(九大)，増岡 隆士，柿本 益志 
H123  二重円管内密度成層中での自然対流熱伝達に及ぼす内管

径の影響 
      *姫野 修廣(信州大)，日向 滋，増田 千尋 
H124  直線的濃度勾配をもつ系の下面を加熱した場合の二重拡

散対流 
   *鎌倉 勝善(富山高専)，宮下 尚，尾添 紘之(九大) 
 
H13 密閉空間3                               13:20-15:00 
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H131  磁化力による密度成層空気内の熱伝達制御 
      *岡崎 康正(秋田県立大)，赤松 正人，日向野 三雄 
H132  液体金属のレイリー，ベナール対流に及ぼす外部磁場の

影響 
      *田川 俊夫(九大)，尾添 紘之 
H133  鉛直円筒容器内における水の自然対流に及ぼす磁化力の

効果 
      *赤松 正人(秋田県立大)，日向野 三雄，高橋 義雄，

尾添 紘之(九大) 
H134  自由界面を有する矩形容器内自然対流の伝熱現象と赤外

線計測 
      *稲垣 照美(茨城大)，羽鳥 雅一， 椎名 保顕(原研) 
H135  高レイリー数域における水平流体層の流動と熱伝達 
      *斉藤 朗(富山商船高専)，角田 哲也(大島商船高専)，

小竹 外治(富山商船高専)，刑部 真弘 (東船大) 
 
H14 MEMS 1                                  15:10-16:10 
 
H141  極微細薄膜型温度センサーを用いた温度場計測 
      *高宮 利明(九工大)，高尾 和弥，宮崎 康次，塚本 寛 
H142  フォトニッククリスタルによる熱ふく射率制御 
      *木原 正裕(九工大)，宮崎 康次，塚本 寛 
H143  温度による粘性変化を利用する微少流量制御 
     *松本 壮平(産総研)，Y. C. Tai(カリフォルニア工科大) 
 
H15 MEMS 2                                   16:20-17:40 
 
H151  レーザーフォーカス変位計によるマイクロチャンネル内

液膜界面の計測 
      *田村 尚久(東船大)，波津久 達也，賞雅 寛而，日引 

俊(京大) 
H152  Pt-Al2O3 薄膜を用いたマイクロ流路内ブタン触媒燃焼に

関する研究 
     *斎藤 讓一(東大)，鈴木 雄二，笠木 伸英 
H153  突沸により駆動されるキャピラリダクト内液プラグの運

動モデル 
     *鈴木 敦(日立機械研)，ヨゲンドラ・ジョシ(ジョージ

ア工科大)，中山 恒(サームテック) 
H154  狭い平行流路を通過する低密度気体のチョーク流れと熱

伝達（一様加熱流路の熱伝達率と摩擦発熱） 
      *宮本 政英(山口大)，石 偉，加藤 泰生，栗間 諄二 
 

＜Ｉ室＞ 
 

I11 熱輸送機器1                   9:30-10:50 
 
I111 不等断面ループ型ヒートパイプの研究（第２報 流路サ

イズの影響） 
     *加藤 泰(東工大)，長崎 孝夫，伊藤 優 
I112  自励振動型ヒートパイプの流動，熱輸送特性 
      *村山 正覧(東工大)，井上 剛良，中別府 修 
I113  リザーバ内蔵ミニチュアループ型ヒートパイプの熱輸送

特性に関する研究 
      *梅本 俊行(三菱電機)，大串 哲朗，小林 実，石川 博章，

一法師 茂俊 
I114  マイクロSEMOSヒートパイプの熱特性 
   *永田 眞一(東大)，西尾 茂文 
 
I12 熱輸送機器2                             11:00-12:20 
 
I121  SEMOSヒートパイプの熱輸送限界 
     西尾 茂文(東大)，*多田 佳弘，永田 眞一，舘野 友一  

(芝浦工大) 
I122  蒸気泡マイクロポンプを内蔵した熱輸送デバイス 
      関 健三郎(東工大)，*中別府 修 
I123  並列ループ型熱サイフォンの伝熱特性に関する研究（均

温特性と限界熱輸送量） 
      *神永 文人(茨城大)，渡邊 英昭，松村 邦仁，チャウ

ドリ・フィロズ 
I124  反重力型二相熱サイフォンによる熱輸送 
      *井村 英昭(熊本大)，小糸 康志，一ノ宮 拓也 
 
I13 熱輸送機器3                             13:20-14:40 
 
I131  静音水冷システムの冷却性能 
      *近藤 義広(日立機械研)，大橋 繁男，松下 伸二(日立) 
I132  ベーパチャンバー付きヒートシンクの熱伝達特性 
     *小糸 康志(熊本大)，元松 一騎，井村 英昭，望月 正孝

(フジクラ)，斉藤 祐士 
I133  自立駆動熱輸送ループの動作限界に関する研究 
      *角口 勝彦(産総研)，山崎 正和(IEA) 
I134  環状流路内の振動流による熱輸送向上の研究 
      *大野 雄一(千葉大)，田中 学，菱田 誠 
 
I14 空調・冷凍機器1                 14:50-15:50 
 
I141 邪魔板挿入による吸収冷凍機内の不凝縮性ガス拡散制御 
     *石神 徹(神戸大)，鈴木 洋，薄井 洋基 
I142  Analysis of Ammonia Absorption into Aqueous Solutions 
  - Effect of Ammonia Interfacial Concentration - 
     *Issa Mahmoud (Saga Univ.), Kenji Ishida, Masanori 

Monde 
I143  鉛直面を流下するLiBr水溶液による水蒸気吸収の数値シ

ミュレーション 
      宮良 明男(佐賀大) 
 
I15 空調・冷凍機器2                 16:00-17:20 
 
I151  充填塔型精留器におけるR407Cの組成分離特性 
    *加藤 央平(三菱電機)，岡崎 多佳志，大林 誠善 
I152  冷媒の中間圧相変化を利用した高効率空調除湿システム 
      稲葉 英男(岡山大)，前田 健作(荏原製作所)，堀部 明彦

(岡山大)，春木 直人，*谷口 真一 
I153  水冷媒冷凍機の冷水製造，製氷時の理論性能解析 
      *長谷川 浩巳(電中研)，吉井 範行，斎川 路之 
I154  ベーシック型パルス管冷凍機に関する熱流動数値解析 
      *小清水 孝夫(九大)，久保田 裕巳，高田 保之，伊藤 

猛宏(東亜大) 
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第２日 ５月２９日（木） 
 

＜A室＞ 
 

A21 マイクロスケール1                 9:00-10:40 
 
A211 狭い水平矩形流路内の水沸騰二相流の伝熱流動特性 
     *高橋 実(東工大)，秋 穂正(西安交通大) 
A212 交番電界によるマイクロチャネル内の液液混合の促進 
     *中島 慶卓(慶応大)，山本 尊博，佐藤 洋平(産総研)，

菱田 公一(慶応大)，前田 昌信 
A213 凹凸壁面を有するマイクロチャネル内気体流れの圧力損

失特性 
     *高橋 弘樹(京大)，荒木 拓人，岩井 裕，鈴木 健二郎 
A214 マイクロ流路における強制対流沸騰テストベンチの試作 
     *那須 裕喜(東大)，鈴木 雄二，笠木 伸英 
A215 ナノバブルの発生特性に関する研究 
     *後藤 瑞希(筑波大)，矢部 彰(産総研)，河野 正道，

阿部 豊(筑波大)，牧 博司(東理大) 
 
A22 マイクロスケール2                10:50-12:30 
 
A221 近接場光を用いたナノスケール熱物性計測法の開発 

（第１報 測定原理および装置の試作） 
     *田口 良広(慶応大)，堀口 幸裕，斎木 敏治，長坂 雄次 
A222 常温近傍クラスレート利用熱技術のミクロ伝熱工学的研

究（第1報） 
     *水島 隆成(東理大)，矢部 彰(産総研)，河野 正道，

河村 洋(東理大)，高雄 信吾(JFE日本鋼管) 
A223 薄膜熱電素子による冷却技術の研究 
     *大場 正和(筑波大)，矢部 彰(産総研)，河野 正道，

松岡 芳彦 
A224 レーザーマイクロ，ナノ加工における熱影響の研究 
     *田中 靖人(筑波大)，河野 正道(産総研)，松岡 芳

彦，綾 信博，矢部 彰 
A225 ワークディスタンスの長いレーザー光を用いたマイクロ，

ナノ加工 
     *河野 正道(産総研)，田中 靖人(筑波大)，松岡 芳彦 (産

総研)，矢部 彰 
 
A23 混相流の数値シミュレーション           13:30-15:10 
 
A231 格子ボルツマン法による超臨界 CO２－水の二相流数値解

析 
     *塚本 佳久(東工大)，末包 哲也，平井 秀一郎 
A232 二相系格子ボルツマン法による3次元気泡流の数値解析 
     稲室 隆二(京大)，*尾形 雄司，荻野 文丸 
A233 二相系格子ボルツマン法による液滴の衝突解析 
     稲室 隆二(京大)，*田島 秀一，荻野 文丸 
A234 界面追跡法によるボイドドリフト機構の数値的解明 
     *吉田 啓之(原研)，玉井 秀定，小瀬 裕男(大和システ

ムエンジニア)，高瀬 和之(原研)，秋本 肇 
A235 自然循環流動並列蒸発管系における流動の動的挙動 
     *平山 美緒(関西大)，小澤 守，梅川 尚嗣 
 

＜B室＞ 
B21 層流                        9:00-10:20 
 
B211 波形壁面を有する矩形断面流路内の熱流動場に及ぼす流

路形状の影響 
     *不破 邦博(京大)，巽 和也，岩井 裕，鈴木 健二郎 
B212 環状流路内の非ニュートン流体層流熱伝達に及ぼ す粘

性消散と軸方向熱伝導 
     *茂地 徹(長崎大)，ダワァ・ガンバット，桃木 悟， ジ

ャンバル・オダゲレル 
B213 マイクロチューブを流れるガス流におよぼす圧縮性の影

響 
     浅古 豊(都立大)，*中山 健司 
B214 マイクロチャンネルを流れるガス流の伝熱特性 
     *浅古 豊(都立大)，鳥山 温美 
 
B22 乱流構造とモデル化1               10:25-11:25 
 
B221 平行せん断層における乱流熱輸送 
     水野 安浩(名大)，多田 勝義，*廣田 真史，中山 浩，

浅野 秀夫(デンソー)，平山 俊作 
B222 二酸化炭素の超臨界冷却伝熱に関する数値計算研究 
     *党 超鋲(東大)，王 剣鋒，飛原 英治 
B223 乱流圧力拡散項を考慮したレイノルズ応力方程式モデル

による障害物流れの乱流熱伝達解析 
     須賀 一彦(豊田中研) 
 
B23 乱流構造とモデル化2                    11:30-12:30 
 
B231 乱流境界層の速度および温度変動に及ぼす逆圧力こう配

の影響 
     *保浦 知也(名工大)，市川 美智子，長田 純一，長野 

靖尚 
B232 一様せん断乱流における逆勾配拡散のメカニズム 
     *吉田 一優(名工大)，飯田 雄章，清水 洋児，長野 靖尚 
B233 スカラー拡散を伴う円形噴流の組織構造に対するレイノ

ルズ数の影響 
     *須藤 仁(新潟大)，松原 幸治，広瀬 雄亮，小林 睦夫 
 
B24 乱流の数値シミュレーション            13:30-14:30 
 
B241 ＤＮＳによる平面衝突噴流熱伝達に関する研究 
     *服部 博文(名工大)，村瀬 善則，長野 靖尚 
B242 DNSによる圧縮性曲がりチャネル乱流 
     *尾崎 幸玄(電通大)，渡邊 大輔，前川 博(広島大) 
B243 線形性を考慮した乱流熱流束モデルの各種チャネル内乱

流熱伝達への適用 
     *関 洋治(東理大)，河村 洋 
 

＜C室＞ 
 

C21 フロンティアフォーラム３：        10:00-12:00 
相変化をともなう伝熱における濡れ性の諸問題（続編）                

 
C211 水銀の熱伝達に及ぼす濡れの影響 
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     竹中 信幸(神戸大) 
C212 自己浸濡性流体について 
     阿部 宜之(産総研) 
C213 分子レベルの濡れ性 
     竹永 満(東理大山口) 
C214 医療分野における濡れ現象応用可能な事例紹介 
     常山 幸一(富山医薬大)，*永井 二郎(福井大) 
 
C22 伝熱・反応機器                  13:30-14:50 
 
C221 マイクロミニチュアJTクーラーに関する研究 
     西尾 茂文(東大)，*岩上 健，白樫 了 
C222 縦型自然空冷電子機器の煙突高さによる影響 
     *北村 陽児(富山県立大)，石塚 勝 
C223 燃料電池性能向上のための電解質膜への直接加水の検討 
     *津島 将司(東工大)，寺西 一浩，平井 秀一郎 
C224 水素吸蔵合金の伝熱に関するマルチスケール解析 
     *宮内 信輔(東北大)，朝熊 裕介，高橋 智史，山本 

剛，青木 秀之，三浦 隆利 
 

＜Ｄ室＞ 
 

D21 固気・固液二相流                 9:00-10:00 
 
D211 氷スラリーの流動特性と熱伝達 
     *川南 剛(北大)，山田 雅彦，池川 昌弘，田邉 亘 
D212 Y-ジャンクションによる固液二相流の低濃度化（内部流

れの可視化） 
     *貝沼 洋介(福井大)，太田 淳一，高木 邦雄(松浦機械

製作所)，杉田 誠(福井大)，山本 司 
D213 固体微粒子群の容器内熱流動の数値解析 
     *金丸 邦康(長崎大)，山口 朝彦，浅山 直樹(長崎大) 
 
D22 気液二相流1                   10:05-11:05 
 
D221 T字及びY字分岐管における気液分離性能特性 
     *葉 爽(神戸大)，藤井 照重，浅野 等，杉本 勝美 
D222 Three-Dimensional Dynamics of Waves on a Falling Film 
     *CD Park(Univ. of the Ryukyus), Nosoko Takehiro 
D223 二流体モデルによる急拡大を伴う鉛直円管内のボイド率

予測 
     *近藤 宏一(海技大)，吉田 憲司(阪大)，大川 富雄，

片岡 勲 
 
D23 気液二相流2                   11:10-12:30 
 
D231 混入微細粒子が単一上昇気泡に及ぼす影響 
     *南川 久人(滋賀県立大)，北川 努，山田 哲史 
D232 対オリフィスからの気泡発生特性とモデル 
     *丹下 学(東大)，宮崎 大輔，庄司 正弘 
D233 微細気泡の気泡径分布と溶存酸素濃度増加の関係 
    *山田 哲史(滋賀県立大)，天野 誉之，南川 久人 
D234 脈動流中における流路内の単一付着気泡の挙動 
     *岩瀬 義直(北大)，池川 昌弘，山田 雅彦，川南 剛，

林 知生 

 
D24 気液二相流3                   13:30-15:10 
 
D241 界面活性剤添加による垂直上昇スラグ流の圧損低減 
     *澤井 徹(近畿大)，加治 増夫，春日井 健弘，浦郷 貴宏 
D242 水銀の管内強制対流、気液二相流熱伝達に及ぼす濡れの

影響 
     *中川 裕介(神戸大)，川北 啓輔，竹中 信幸 
D243 垂直T字型分岐における気液二相流の脈動特性 
     *汪 双鳳(東大)，渡辺 誠，庄司 正弘 
D244 気液二相流の流動様式と遷移の簡易モデル 
     *伊藤 浩二(東大)，井上 満，庄司 正弘 
D245 曲がり円管内環状二相流の液膜形成機構（半径方向液輸

送に関する液滴，基底液膜，じょう乱波の役割） 
     *渡辺 修(愛知工大)，新村 敏也 
 

＜Ｅ室＞ 
 

E21 自然対流                                  9:00-10:40 
 
E211  鉛直平板自然対流境界層の乱流生成機構 
      *服部 康男(電中研)，辻 俊博(名工大)，長野 靖尚，

田中 伸和(電中研) 
E212  垂直な加熱流路内を流れる自然対流の流動と伝熱 
      *北村 健三(豊橋技科大)，山本 直樹，三角 利之(鹿

児島高専) 
E213  端部に垂直壁が設置された水平上向き加熱平板まわりの

自然対流の流動と伝熱 
      *木村 文義(姫路工大)， 石原 英，北村 健三(豊橋技

科大) 
E214  等温水平平板からの自然対流熱伝達－上下面からの伝熱

を考慮した数値解析 
      *魏 進家(産総研)，宇 波，川口 靖夫 
E215  下端に流動抵抗をもつ鉛直円管内の自然対流熱伝達 
     西村 聡一郎(関西大)，石原 勲，*岩本 真延 
 
E22 共存対流                                 10:50-12:30 
 
E221  水平正方形流路内の三次元複合対流に生ずる逆流につい

て  -三方冷却壁の場合- 
     一宮 浩市(山梨大)，*鳥山 孝司 
E222  垂直円柱まわりの強制，自然共存対流熱伝達に関する実

験的研究 
      柏木 栄介(住友金属鉱山)，*奥井 宏明(横浜国大)，  

奥山 邦人，飯田 嘉宏 
E223  PIVによる懸濁液の自然対流の可視化計測 
     大野 雄一朗(スガ試験機)，*城石 亮蔵(青学大)，岡田 

昌志，中川 慎二 
E224  往復振動流による共存対流熱伝達 
   *芹澤 英里子(関西大)，篠木 政利，小澤 守(関西大) 
E225  端面が共回転する円筒容器内の温度成層を伴う流れ 
      *近江 木綿香(東京電大)，岩津 玲磨，Jae Min Hyun 

(KAIST) 
 
E23 強制対流                                 13:30-15:10 
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E231  流動抵抗低減材添加低温熱輸送媒体の流動と熱伝達特性 
      *春木 直人(岡山大)，稲葉 英男，堀部 明彦，中田 達

(東邦化学工業)，佐藤 健次 
E232  Decay of Vortex Velocity and Diffusion of Temperature 

in a Generalized Second Grade Fluid 
     *Wenchang Tan(Kyushu Univ.), Fang Shen(Peking Univ.), 

Yaohua Zhao(Kyushu Institute of Technology), Takashi 
Masuoka(Kyushu Univ.) 

E233  枝管内潜り込み現象における温度変動の可視化 
     *長谷 正紹(神戸大)，竹中 信幸，中村 晶(原子力安全

システム研究所) 
E234  超臨界圧における CO２の扁平多孔管内冷却熱伝達に関す

る実験 
      小山 繁(九大)， 新村 悦生(昭和電工)，木下 英彦 

(九大)，*森田 真樹，淮 秀蘭 
E235  フィン付回転ドラムの強制対流熱伝達整理式 
   *吉田 敬介(九大)，田坂 誠均(住友金属)，松尾 真樹 (九

大)，斎藤 晃(住友金属) 
 

＜Ｆ室＞ 
 
F21 空調・冷凍機器3                 9:00-10:20 
 
F211  自然物質を利用した流動性のある潜熱蓄冷材 
   *外村 琢(玉川大)，大久保 英敏，安成 優樹，亀ヶ谷 博 
F212  熱音響冷凍管からの冷風噴出現象 
     *佐藤 洋輔(日本工大)，原 利次，佐藤 恭一 
F213  CO２冷凍サイクルに適用される二相流エジェクタのノズル

性能（続報） 
      中川 勝文(豊橋技科大)，*森宗 陽介 
F214  室内冷房時における温度混合特性に関する３D 熱流動解

析 
     *遠藤 英樹(群馬大)，稲田 茂昭，内山 茂 
 
F22 熱交換器1                               10:30-11:50 
 
F221  スリット付フィンチューブ室外熱交換器の管外伝熱，圧

損特性 
     *石橋 晃(三菱電機)，加賀 邦彦，中山 雅弘，隅田 嘉裕 
F222  スプリング形状をもつフィンの伝熱及び圧力損失特性 
      *河村 慎一(京大)，岩井 裕，鈴木 健二郎 
F223  気泡混入時の水平ヘッダの分配挙動 
     *田中 菜理(東船大)，堀木 幸代，刑部 真弘 
F224  超臨界圧流体の流量急減時における過渡熱伝達 
      *山下 徹(九大)，森 英夫，吉田 駿，大野 正規，丸山 

金満，小見田 秀雄(東芝)，石井 佳彦(日立) 
 
F23 熱交換器2                               13:30-14:30 
 
F231  Performance Prediction of Carbon Dioxide Gas Cooler 
     *Jianfeng WANG (Univ. of Tokyo), Eiji HIHARA 
F232  自然冷媒ＣＯ２ヒートポンプ給湯機用熱交換器の開発 
     *柴田 豊(ダイキン空調技研)，中田 春男，岡 恭彦 (ダ

イキン工業)，笠井 一成，河原 勝重 

F233  掻き取り式熱交換器の伝熱および消費動力 
     *松永 崇(久留米高専)，藤 道治，鴨田 武征(イズミフ

ードマシナリ) 
 

＜Ｇ室＞ 
 

G21 自然エネルギー利用1                      9:00-10:40 
 
G211  U.A.E.における太陽熱淡水化システムの基礎実験 
      *永井 二郎(福井大)，竹内 正紀，増田 周作，山形 順

(PCJC)，福原 輝幸(福井大)，高野 保英(近畿大) 
G212  高温集熱 CPC 型ソーラーコレクタおよびソーラーランキ

ンサイクルシステムへの応用に関する研究 
     *星 朗(一関高専)，齋藤 武雄(東北大) 
G213  ソーラーパルスタービン発電システムの実用化に関する

研究 
     齋藤 武雄(東北大)，*安藤 啓文，山田 昇，若嶋 振

一郎 
G214  ヒートパイプと組み合わせた太陽熱多重効用型蒸留器の

特性 
      *田中 大(久留米高専)，中武 靖仁，平碆 国男 
G215  地球上に賦存する自然エネルギー量の試算 
     *小林 洋平(芝浦工大)，平田 賢 
 
G22 自然エネルギー利用2                     10:50-12:30 
 
G221  熱交換掘削杭まわりの熱輸送特性 
      *石原 寛之(山形大)，横山 孝男，渡邊 洋，安彦 宏人  

(日本地下水開発)，土屋 睦(日本環境科学) 
G222  植物による温熱環境の冷却効果 
     *橋本 博文(筑波大)，生沼 浄士 
G223  多機能（排水性，透水性）舗装における無散水消雪シス

テムの室内実験 
     *山口 正敏(日本地下水開発)，安彦 宏人，沼澤 喜一，横

山 孝男(山形大)，渡邊 洋 
G224  永久塩泉の原理による海洋深層水汲み上げの測定 
     円山 重直(東北大)，*椿 耕太郎，酒井 清吾，平 啓介  (日

本学術振興会) 
G225  杭利用地熱融雪システムにおける蓄熱効果 
     *大澤 良和(福井大)，竹内 正紀，永井 二郎，宮本 重信(福

井県)，加賀 久宣 
 
G23 相変化素過程                             13:30-14:50 
 
G231  接触界線とメニスカスにおける最大蒸発熱流束 
      趙 耀華(九工大)，*ジ チャオユエ(中国科学院)，鶴田 

隆治(九工大) 
G232  プラズマ照射によるアルミニウム表面の改質と濡れ性の

変化 
     *山下 秋満(九大)，日高 澄具，高田 保之 
G233  直流磁場中の MR 流体内に形成されるパターン 
   *鵜飼 智文(東洋大)，前川 透 
G234  回転磁場中の MR 流体内に形成されるパターン 
     *長岡 豊(東洋大)，鵜飼 智文，森本 久雄(東大)，   前

川 透(東洋大) 
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＜Ｈ室＞ 
 

H21 吸着                                      9:00-10:00 
 
H211  球状吸着剤充填層の強制対流による脱着特性 
      稲葉 英男(岡山大)，*徐 貞均，堀部 明彦 
H212  加熱円管群を有する粉末状有機系収着剤流動層の水蒸気

脱着 
      稲葉 英男(岡山大)，堀部 明彦，春木 直人，*越智 教晶 
H213  ハニカム状有機系収着剤の水蒸気収着および脱着特性 
      稲葉 英男(岡山大)，堀部 明彦，春木 直人，*瀬尾 達也 
 
H22 生体・食品技術1                 10:05-11:25 
 
H221  血液循環と末梢部分の温度に関する研究：上肢循環にお

ける1次元血流モデル 
      *賀 纓(理研)，劉 浩，姫野 龍太郎 
H222  灌流チャンバー内の濃度変化特性と細胞の膜透過率の測

定 
      *高松 洋(九大)，小森 悠一 
H223  がん細胞の増殖に及ぼす低温プラズマ照射の影響 
      稲田 茂昭(群馬大)，*長島 啓介，吉薗 春樹 
H224  直角分岐をもつループ状流路内における振動流の研究 
      赤澤 大輔(千葉大)，*高橋 大輔，田中 学，菱田 誠 
 
H23 生体・食品技術2                 11:30-12:30 
 
H231  Modelling of Cooling Chicken Meat Processes 
     *Gratiela-Maria TARLEA (Tech. Univ. For Civil Engi. 

Bucharest Romania), Sadanari MOCHIZUKI (Tokyo Univ. of 
A&T) 

H232  マイクロ波を利用した過冷却の促進 
      *多田 幸生(金沢大)，富野 和則(豊田自動織機)，滝本 

昭(金沢大)，林 勇二郎 
H233  細胞内凍結に及ぼすマイクロ波の影響の検証 
      *皆嶋 繁雄(九工大)，越野 英和，鶴田 隆冶 
 
H24 生体・食品技術3                 13:30-15:10 
 
H241  加熱された掌の温度変化と熱移動 
     *原 利次(日本工大)，長谷 潤  
H242  クールジャケットの開発（乾燥空気による人体の冷却） 
     *長谷川 太一(北大)，工藤 一彦，黒田 明慈 
H243  生体内熱，物質移動解析のための汎用プログラムの開発 
     *角田 直人(電通大)，水田 洋(北大)，山田 幸生   (電

通大) 
H244  非平衡ペルチェ素子を用いた焼灼器の開発と伝熱制御 
      *円山 重直(東北大)，武山 誠，酒井 清吾，藤間 克己  

(前川製作所) 
H245  感温性高分子化合物を用いた培養細胞の in situ 選別回

収 
     高松 洋(九大)，*岡野 博幸，藤井 康雄，松田 武久 
 

＜Ｉ室＞ 

I21 物質移動1                                9:00-10:20 
 
I211  うねりを伴う風波気液界面近傍の乱流構造と物質移動機

構に関する研究 
      *丹野 賢二(京大)，白山 太一，小森 悟 
I212  基板上における2成分マイクロ液滴の蒸発 
     *入江 毅(九大)，酒井 洋輔，深井 潤 
I213  基板上における２成分マイクロ液滴の蒸発 
      *石塚 博孝(九大)，両角 仁夫，深井 潤 
I214  水蒸気の空気中への移動Ⅱ 
      *田中 修(徳島文理大)，沖中 宏伸 
 
I22 物質移動2                               10:25-11:25 
 
I221  微細流路内流れにおけるガス吸収促進 
      井上 剛良(東工大)，大古 健一，*鈴木 祐二 
I222  マイクロチャンネル内スラグ流におけるガス吸収特性 
      *出野 恒平(東工大)，中別府 修 
I223  オフセットフィンによるLiBr水溶液への水蒸気吸収促進 
      長崎 孝夫(東工大)，*奥山 智巳，伊藤 優 
 
I23 充填層・流動層                           11:30-12:30 
 
I231  流動層内の水平円管周りの粒子挙動と熱伝達特性（伝熱

管直径と粒子間力の影響） 
     *林 大輔(山口大)，宮本 政英，堀江 雅人 
I232  流動層内に設置された鉛直平板からの熱伝達特性 
      *加藤 泰生(山口大)，松浦 史明，宮本 政英 
I233  垂直型流動層熱交換器周りの空隙率，熱伝達率分布特性 
      *古井 秀治(関西大)，都築 雅和，梅川 尚嗣，小澤 守，

竹中 信幸(神戸大) 
 
I24 多孔質層                                 13:30-15:10 
 
I241  金属粉体層の有効熱伝導率 
      *加藤 功太(北大)，山田 雅彦，池川 昌弘，千葉 紘太郎 
I242  金属多孔質を応用した革新的冷却技術への挑戦 
     *結城 和久(東北大)，安部井 淳，宮腰 武，戸田 三朗 
I243  異方性多孔質内三次元熱流動の数学モデル 
      *中山 顕(静岡大)，桑原 不二朗，林 朋博，本山 英明 
I244  多孔質透過流と熱伝達 
      *増岡 隆士(九大)，野村 篤志，柿本 益志，大庭 みゆき 
I245  多孔質板を用いた湿分回収に関する研究 
      *王 世学(横浜国大)，宇高 義郎，田崎 豊(日産自動車) 

 
 

第３日 ５月３０日（金） 
 

＜A室＞ 
 

A31 相変化分子運動論                  9:00-10:00 
 
A311 界面活性剤によるナノバブルの安定化に関するMDシミュ

レーション 
     *菊川 豪太(東大)，高木 周，松本 洋一郎 
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A312 蒸発，凝縮の非平衡分子動力学と逆温度勾配現象 
     *長山 暁子(徳山高専)，鶴田 隆治(九工大) 
A313 固液二相共存系の分子動力学シミュレーションによる水

の相転移の研究 
     *吉井 範行(電中研)，岩坪 哲四郎 
 
A32 特殊場1                      10:10-11:10 
 
A321 液柱マランゴニ対流における表面流速の特性 
     安形 友希子(横浜国大)，*西野 耕一，鳥居 薫 
A322 液柱内マランゴニ対流における振動流の能動的制御に関

する数値解析 
     *福井 孝史(東理大)，上野 一郎，河村 洋 
A323 液柱内温度差マランゴニ対流の局所加熱による励起制御 
     *植村 豪(東理大)，工藤 正樹，上野 一郎，河村 洋 
 
A33 特殊場2                      11:20-12:20 
 
A331 液柱マランゴニ対流における振動流遷移メカニズム 
     *小宮 敦樹(宇宙開発事業団)，松本 聡，依田 真一 
A332 低プラントル数流体におけるマランゴニ対流振動流遷移 
     *松本 聡(宇宙開発事業団)，林田 均，小宮 敦樹，依

田 真一，夏井 秀定(エイ・イー・エス)，安廣 祥一   
(九大)，今石 宣之 

A333 液柱表面の動的変形測定のため電子的スペックル干渉法 
     *李 新波(横浜国大)，西野 耕一，依田 真一(宇宙開

発事業団)，鳥居 薫(横浜国大) 
 
A34 特殊場3                      13:30-14:30 
 
A341 ローレンツ力により駆動される高速旋回プラズマ流の挙

動 
     *末包 哲也(東工大)，藤岡 靖昌，平井 秀一郎 
A342 矩形導波管を用いたマイクロ波加熱の高効率化 
     青木 和夫(長岡技科大)，*赤堀 匡俊，太嶋 健司，   

森田 正人 
A343 RF 放電プラズマを用いた炭素材料のCVDプロセスに及ぼ

すパルス変調の影響 
     *石丸 和博(岐阜高専)，伊藤 正和 
 
 

＜B室＞ 
B31 剥離流れ・噴流1                  9:00-10:40 
 
B311 旋回を伴う壁面衝突噴流の熱伝達と流動特性 
     *豊田 大介(同志社大)，千田 衞，稲岡 恭二，佐藤  

聡一(住友電線) 
B312 二次元衝突噴流中に円柱を挿入した場合の壁面熱伝達特

性 
     *羽田 喜昭(長野高専)，土屋 良明(信州大)，倉澤 英夫

(長野高専)，中部 主敬(大阪府大)，鈴木 健二郎(京大) 
B313 複数オリフィスからの衝突噴流熱伝達 
     *稲熊 義昭(岐阜大)，檜和田 宗彦，三松 順治，坂井 

臣司，田中 光三(岐阜高専)，親川 兼勇(琉球大) 
B314 脈動噴流の衝突熱伝達特性 （第5報） 

     *栗間 諄二(山口大)，井立 和宏，宮本 政英 
B315  シャープターン流路内乱流の流動特性（流路アスペクト

比の影響） 
     *中山 浩(名大)，廣田 真史，小野 靖洋，太田 栄博，

藤田 秀臣(名城大) 
 
B32 剥離流れ・噴流2                 10:50-12:30 
 
B321 平行流路に置かれた二次元角柱の圧力損失と熱伝達（開

口比の影響） 
     *五十嵐 保(防衛大)，中村 元，森田 健 
B322 レイノルズ数100～30000における円柱はく離領域の熱伝

達の時空間特性 
     *中村 元(防衛大)，五十嵐 保 
B323 馬蹄渦の生成機構に関する研究 
     *松口 淳(防衛大)，香川 澄，鶴野 省三 
B324 平面上垂直平板まわりの三次元剥離流れと熱伝達の数値

解析 
     *吉川 浩行(東北大)，清水 敬輔(東北電力)，太田 照和

(東北大) 
B325 傾斜後向きステップまわりの非定常剥離流れと熱伝達の

数値解析 
     *菅原 一彰(東北大)，海原 英治，吉川 浩行，太田 照和 
 
B33 剥離流れ・噴流3                 13:30-14:50 
 
B331 人工血管吻合部流動場の数値解析におけるプリプロセス

と解法 
     *桑原 不二朗(静岡大)，三岡 博(浜松医大)，松浦 圭太 

(静岡大)，中山 顕 
B332 ランプインジェクタまわりのPIV，PSP計測 
     *松本 尚之，小池 俊輔(東北大)，鈴木 健太郎，升谷 

五郎 
B333 円管急拡大流れにおける周方向特性 
     *古市 紀之(岐阜大)，青山 拓磨，熊田 雅弥 
B334 Wake Stability Behind a Heated Cylinder in Cross-Flow 
     *A.A. van Steenhoven (Tech. Univ. Eindhoven), C.C.M. 

Rindt 
 

＜C室＞ 
 

C31 凝固・凍結1                    9:00-10:40 
 
C311 メタン気相中への水噴霧による構造 H クラスレート水和

物の生成（大分子ゲスト物質の化学種の影響） 
     *辻 英之(慶応大)，板倉 裕樹，大村 亮(産総研)，   

森 康彦(慶応大) 
C312 CO２飽和水溶液中におけるクラスレート水和物の生成と

成長 
     *大村 亮(産総研)，内田 努，島田 亙，竹谷 敏，    

皆川 秀紀，長尾 二郎，海老沼 孝郎，成田 英夫 
C313 X-FEMを用いた過冷溶液の急速凝固の数値解析 
     *両角 仁夫(九大)，行本 敦弘，深井 潤 
C314 凝固時における粒子の掃き出し，捕捉挙動の理論的検討 
     青木 和夫(長岡技科大)，赤堀 匡俊，原 賢次，
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Mahendra WIRAWAN，*田中 吉美 
C315 異なる形状の電極を用いた電場が水の過冷却解消に及ぼ

す影響 
     *江下 陽一郎(東工大)，宝積 勉，斎藤 彬夫，大河 誠司 
 
C32 凝固・凍結2                    10:50-12:30 
 
C321 水溶液凍結層と固体冷却面との付着力 
     石川 正昭(信州大)，平田 哲夫，*青山 剛士 
C322 水溶液凍結層と固体冷却面との付着状態の観察 
     *石川 正昭(信州大)，平田 哲夫，青山 剛士，古越 太郎 
C323 低温室中で落下する水滴の凍結現象 
     *井上 忠一(信州大)，平田 哲夫，石川 正昭 
C324 単一液滴の過冷却凝固に関する研究 
     *麓 耕二(釧路高専)， 山岸 英明，池川 昌弘(北大) 
C325 氷蓄熱を対象とした新たな機能性流体の開発に関する研

究 
     松本 浩二(中央大)，*及川 健 
 
C33 融解                       13:30-14:30 
 
C331 接触溶融現象における炭化水素系混合蓄熱材の溶融特性 
     *熊野 寛之(東工大)，斎藤 彬夫，大河 誠司 
C332 熱媒体中に置かれた水平楕円管群内の相変化物質の融解

を伴う複合対流熱伝達 
     廣瀬 宏一(岩手大)，*渡邊 浩之，小田野 純一 
C333 吸着剤を含む氷の融解と吸着剤吸着特性の関係 
     *平澤 良男(富山大)，見崎 太，竹越 栄俊 
 

＜Ｄ室＞ 
 

D31 沸騰流１                      9:00-10:20 
 
D311 制限チャンネル内の流動沸騰熱伝達（続報：フローパタ

ーンの観察と伝熱特性） 
     藤田 恭伸(九大)，*楊 洋 
D312 水平細管内の強制対流沸騰熱伝達 
     *藤田 恭伸(九大)，藤田 奈美 
D313 扁平多孔管内における R134a の沸騰，蒸発熱伝達に関す

る実験 
     *小山 繁(九大)，文 健吾，桑原 憲 
D314 ミスト冷却における沸騰熱伝達と限界熱流束（環境にや

さしいドライ，セミドライ加工に関する伝熱工学的検討） 
     *大竹 浩靖(工学院大)，小泉 安郎 
 
D32 沸騰流2                     10:30-12:10 
 
D321 強制対流沸騰中における蒸気泡の伝熱面離脱挙動 
     *大川 富雄(阪大)，鳥本 和宏 ，西浦 雅詞，片岡 勲 
D322 鉛直な環状流路内沸騰二相流中の流動障害物がその下流

におけるバーンアウト発生に与える影響 
     *森 昌司(九大)，深野 徹 
D323 超音速ノズル内における二酸化炭素の減圧沸騰二相流に

関する研究 
     *赤木 智(東大)， 李 允煥(産総研)，王 剣鋒(東大)，

飛原 英治 
D324 二酸化炭素の亜臨界領域と超臨界領域における熱伝達の

類似性 
     *竹森 弘一(関西大)，石原 勲，本田 丈士，真砂 邦浩 
D325 稠密バンドル燃料の限界出力に関する研究 
     *師岡  慎一(東芝)，白川  健悦，山本 泰，平岩 宏司 
 
D33 沸騰伝熱促進                   13:30-14:30 
 
D331 水平マイクロフィン付き管内蒸発熱伝達の成層流モデル 
     *王 躍社(九大)，本田 博司 
D332 プラズマ溶射コーティングによるプール沸騰伝熱促進に

関する研究 
     *浅野 等(神戸大)，H. Muller-Steinhagen(Univ. of 

Stuttgart)，D. Schafer (DLR)，E. Bouyer 
D333 ネジ付きフィン伝熱面による飽和プール核沸騰熱伝達促

進 
     中山 昭男(九州産大)，*安東 旭 
 

＜Ｅ室＞ 
 

E31 接触熱抵抗                                9:00-10:00 
 
E311  うねりと粗さを有する固体表面間の接触熱抵抗  (フィ

ラー挿入効果に関する実験的研究) 
   富村 寿夫(九大) 
E312  短時間固体接触熱伝達に関する実験的検討 
     *芹澤 良洋(新日鉄)，吉野 博之 
E313  無次元パラメータを用いた接触熱抵抗の数値シミュレー

ション 
      *叢 培忠(九大)，張 興，藤井 丕夫 
 
E32 熱物性1                                 10:05-11:05 
 
E321  大きな異方性をもつ不織アルミニウム繊維層の有効熱伝

導率特性 
      *菅原 征洋(秋田大)，吉木祐也(サンリツハイブリッド) 
E322  微粒子均一分散型ゴム板材の熱伝導率向上について 
   *青山 善行(愛媛大)，宇高 政道(タケチ工業ゴム)，  

堀内 健太郎 
E323  熱電材料の薄膜形成過程における熱伝導率インプロセス

測定に関する研究（第 1 報 測定方法の検討と予備的測
定） 

      *長島 雅幸(慶応大)，吉田 隆(名大)，大曽根 靖夫 
(日立機械研)，長坂 雄次(慶応大) 

 
E33 熱物性2                                 11:10-12:30 
 
E331  断熱材の真比熱および平均比熱に関する研究 
      *大村 高弘(ニチアス)，坪井 幹憲，小野寺  正剛，   

富村 寿夫(九大) 
E332  誘導加熱周波数に対する二層材料の温度履歴の依存性 
   *松島 栄次(大阪工大)，唐津  敬文，北條 勝彦 
E333  リプロンスキャン技術を利用した表面張力分布測定装置

の開発(第4報) 
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     柴 裕(慶応大)，*菅原 要介，長坂 雄次 
E334  ソーレー効果と光ヘテロダイン位相差比較干渉計を用い

た拡散係数測定法(最適測定条件の導出) 
      *山本 泰之(慶応大)，長坂 雄次，長島 昭 
 
E34 熱伝導                                   13:30-14:50 
 
E341  炭素繊維または銅線混入によるＭＨ粉体層の有効熱伝導

率促進 
      *竹村 泰彦(早稲田大)，勝田 正文，裵 相哲，鈴木 直行 
E342  高温下における断熱材の熱伝導率測定 
      大村 高弘(ニチアス)，*坪井 幹憲，小野寺  正剛，   

富村 寿夫(九大) 
E343  耐火断熱材の熱伝導率測定に関する研究 
      大村 高弘(ニチアス)，坪井 幹憲，*小野寺 正剛，   

富村 寿夫(九大) 
E344  フォトサーマル赤外検知法による断熱材の熱特性リモー

トセンシングに関する研究 第２報 
      石井 裕子(慶応大)，*水本 貴広，長坂 雄次 
 

＜Ｆ室＞ 
 

F31 蓄熱・畜冷機器1                  9:00-10:40 
 
F311  水和塩を芯物質とする潜熱蓄熱マイクロカプセルの熱特

性 
     山口 義幸(都立大)，*小野寺 寛 
F312  カプセル式蓄熱槽の蓄放熱特性に関するシミュレーショ

ン検討 
     *野上 和昭(神戸大)，窪川 清一(三菱化学エンジニア

リング)，藤井 照重(神戸大)，浅野 等，杉本 勝美 
F313  潜熱マイクロカプセルスラリー充填側壁加熱矩形蓄熱槽

の蓄熱特性 
     稲葉 英男(岡山大)，*松尾 幸一，堀部 明彦 
F314  潜熱マイクロカプセルスラリーの沸騰，凝縮を用いた蓄

放熱 
     稲葉 英男(岡山大)，片山 正敏(タクマ)，堀部 明彦

(岡山大)，春木 直人，*真鍋 健 
F315  炭素繊維シートを熱伝導促進体として利用した潜 熱蓄

熱槽の伝熱性能 
     *手島 博文(九大)，野上 精一，浜田 雄一，深井 潤 
 
F32 蓄熱・畜冷機器2                  10:50-12:10 
 
F321  炭素繊維ブラシによる固定層反応器内の熱伝導促進 
     *浜田 雄一(九大)，久家 陽介，穴井 満洋，深井 潤 
F322  廃プラスチックを用いた潜熱蓄熱槽における熱媒体の沸

騰，凝縮による蓄放熱 
      堀部 明彦(岡山大)，稲葉 英男，春木 直人，*垂井 聡 
F323  宇宙用PCM蓄熱器の設計方法 
     田中 清志(NEC東芝スペースシステム) 
F324  過冷却蓄熱器の蓄熱特性 
     *平野 聡(産総研)，齋藤 武雄(東北大) 
 
F33 ヒートシンク                             13:30-14:50 

 
F331  ロータス型ポーラス金属フィンの有効熱伝導率とフィン

効率解析 
     *千葉 博(三菱電機)，大串 哲郎，池田 輝之(阪大)，

中嶋英雄 
F332  微小直径を有するピンフィン群の伝熱特性 
   *千葉 博(三菱電機)，中尾 一成 
F333  CPU自然空冷放熱器の開発 
      *大串 哲朗(三菱電機)，山蔭 久明，加茂谷 嘉泰 
F334  冷媒自然循環方式による電子素子の沸騰冷却に関する研

究 
   *大野 樹里(九大)，本田 博司，高田 信夫，高松 洋，

山城 光 
 

＜Ｇ室＞ 
 

G31 電子・情報技術                   9:00-10:20 
 
G311  スイッチング電源設計における熱流体シミュレーション

の適用 
     *小泉 雄大(コーセル)，上坊寺 明人，長原 邦明，石塚 

勝(富山県立大) 
G312  基板上に配置された複数熱源からの複合伝熱に関する数

値計算 
     *吉野 英夫(富士通九州システムエンジニアリング)， 

張 興(九大)，藤井 丕夫 
G313  環境熱負荷を受ける筐体の温度予測 
     *松原 幸治(新潟大)，蝦名 幸拓，小笠原 一基，小林 

睦夫 
G314  ＬＳＩチップ内のマイクロスケール温度分布の高速計算 
      *平澤 茂樹(日立機械研)，磯村 悟(日立デバイス開セ) 
 
G32 放射物性                                 10:25-11:25 
 
G321  ナノスケールの表面構造制御によるふく射機能の創生 
      *山田 純(山梨大)，日出島 陽介 
G322  薄膜，下地系の内部界面で放射される熱ふく射波の干渉 
      *牧野 俊郎(京大)，松本 充弘，若林 英信 
G323  火炎輻射特性に与えるマイクロ波の影響 
     エルウィン・カブリド(名大)，*板谷  義紀，森 滋勝 
 
G33 放射伝熱                                 11:30-12:30 
 
G331  ナトリウム燃焼模擬エアロゾル雰囲気中での３次元ふく

射透過 
      *斉藤 潤(北大)，李 宏，工藤 一彦，持田 明野，山口 

彰(サイクル機構)，高田 孝 
G332  Non gray Radiative and Conductive Heat Transfer 

Analysis of an Absorbing-Emitting Solar Water 
Collector Glazing 

      *Khoukhi Maatouk (Tohoku Univ.), Shigenao Maruyama, 
Seigo Sakai, Masud Behnia (Univ. of New South wales) 

G333  最適等価吸収係数を用いた灰色ふく射解析によるガス温
度分布の推定 

     *岩佐 能孝(北大)，工藤 一彦，持田 あけの，西堂  
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周平，橋本 建信(東京ガス) 
 
G34 都市・地球スケール                13:30-14:30 
 
G341 渦相関法を適用した熱流束計測装置の開発とそれを利用

した屋外空間の熱輸送機構に関する考察 
    *吉田 篤正(大阪府大)，井上 博喜(岡山大)，鷲尾 誠一 
G342  都市空間における熱環境計測に関する研究 
     *山田 昇(東北大)，齋藤 武雄 
G343  シベリアの森林火災 
     早坂 洋史(北大) 
 

＜Ｈ室＞ 
 
H31 加工・成形技術                  9:00-10:20 
 
H311  ふく射加熱を受けるプラスチックフィルム上の熱伝達 
      *鯉塚 章央(宇部興産)，宮本 政英(山口大)，姫野 浩之，

大賀 慎二 
H312  溶融高分子ポリマー流のメルトフロント域における非定

常現象の解明 
      *三松 順治(岐阜大)，馬渕 智也，檜和田 宗彦 
H313  赤外線吸収色素を用いた透明樹脂材のレーザー接合 
      *佐藤 公俊(産総研)，斉藤 卓志(東工大)，黒崎 晏夫

(三井化学) 
H314  高分子材料レーザー加熱の分子動力学シミュレーション 
     *村田 章(東農工大)，望月 貞成 
 
H32 環境技術1                               10:25-11:25 
 
H321  地中隔離における多孔質内の超臨界CO２-水二相流動計測 
      *石井 稔宏(東工大)，末包 哲也，津島 将司，平井  

秀一郎 
H322  レーザ吸収法を用いた液体中への CO２溶解過程の 3 次元

CT計測 
      *川口 達也(慶応大)，森 茂之，佐藤 暢晃，菱田 公一，

前田 昌信 
H323  バブリング，攪拌法によるクラスレート水和物生成過程

での水和物密度分布のMRI計測 
      *小川 邦康 (慶応大)，川副 嘉郎，拝師 智之(エム 

アール テクノロジー)，宇津澤 慎  
 
H33 環境技術2                               11:30-12:30 
 
H331  ベンゼン熱分解によるすす凝集体生成プロセスの解明 
      *宍戸 文彦(東北大)，大本 宣仁，山本 剛，青木 秀之，

三浦 隆利 
H332  凝縮を併用した光触媒によるガス状汚染物質の除去 
      瀧本 昭(金沢大)，多田 幸生，*大西 元，塩地 博之

(デンソー) 
H333  数値シミュレーションによる地球生態圏と気候システム

の関係に関する研究 
      *若嶋 振一郎(東北大)，齋藤 武雄 
 
H34 素材製造技術                             13:30-14:50 

 
H341  低温プラズマによる衣料素材への金属酸化物の成膜 
      *稲田 茂昭(群馬大)，鍋屋 剛志，宮川 雅彦，川向  

克明，久米原 宏之 
H342  半透明材料を有する積層型加熱炉内シリコンウエハの加

熱特性解析 
      *佐々木 隆史(北大)，菊田 和重，菱沼 孝夫，近久   

武美，宮田 敏光(日立国際電気)，山口 天和 
H343  積層型減圧 CVD 装置におけるシリコンウエハ面上希薄ガ

ス流動解析 
      *斎藤 直子(北大)，菊田 和重，菱沼 孝夫，近久 武美，

宮田 敏光(日立国際電気)，山口 天和 
H344  革新的な超急冷，微粒化手法 CANOPUS による実用材料の

非晶質化 
      *古谷 正裕(電中研)，藤江 政武(テクノサービス) 
 

＜Ｉ室＞ 
 

I31 計測・画像処理1                  9:00-10:40 
 
I311  超音波流速分布計の信号処理の高度化（相互相関法とパ

ルスドップラ法の比較） 
      *井上 創(慶応大)，森 治嗣(東京電力)，菱田 公一 

(慶応大)，前田 昌信 
I312  分散スリット光による粒子挙動の計測 III 較正方法 
      *松下 博彦(能開総大)，望月 高昭(学芸大)，梶 信藤  

(能開総大) 
I313  高時間，空間分解能時系列PIVの開発 
      店橋 護(東工大)，*福地 有一，崔 敬民(航技研)，   

福里 克彦(西華産業)，宮内 敏雄(東工大) 
I314  沈降する不溶性液滴を含む円管内上昇水乱流の計測 
      *田島 正博(神戸製鋼所)，松倉 紀行(京工繊大)，後藤 

雅志，萩原 良道 
I315  ＰＩＶとＬＩＦを用いた水平管群周りの速度，温度画像

計測 
      *岩城 智香子(東芝)，チョン・カー・ウィー(筑波大)，  

文字 秀明，松井 剛一，横堀 誠一(東芝) 
 
I32 計測・画像処理2                   10:50-12:30 
 
I321  強磁性ナノ微粒子のブラウン運動と粒径計測 
      *松下 潤一郎(東工大)，山中 玄太郎，木倉 宏成，有冨 

正憲，西野 耕一(横浜国大) 
I322  衝撃波に誘起された高速気流中における感圧塗料を用い

た時間分解圧力計測 
      *坂村 芳孝(富山県立大)，鈴木 立之 
I323  熱抵抗線型ＣＴによるホットジェット温度分布の計測 
      *朱 寧(静岡理工科大)，加藤 征三(三重大)，蒋 勇(中国

科学技術大) 
I324  可視および熱マーカーの識別限界について 
      *岡本  芳三(茨城工専)，鴨井  新生(東亜大)，滝沢    

かほる(新潟大)，ブラドミール・バビロブ(トムスク大学) 
I325  レーザ励起蛍光物質の特性評価とその応用 
      *石橋 賢二(阪大)，Chayut NUNTADUSIT，石田 秀士，

木本 日出夫，武石 賢一郎(三菱重工) 
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A　室 B　室 C　室 D　室 E　室 F　室 G　室 H　室 I　室

A11 B11 C11 D11 E11 F11 G11 H11 I 11

9:30-10:50 9:30-10:50 9:30-10:50 9:30-10:50 9:30-10:50 9:30-10:50 9:30-10:50 9:30-10:50

A12 B12 9:30-11:10 D12 E12 F12 G12 H12 I 12

C12

11:00-12:20 11:00-12:20 11:00-12:20 11:00-12:20 11:00-12:20 11:00-12:20 11:00-12:20 11:00-12:20

A13 B13 C13 D13 E13 F13 G13 H13 I 13

13:20-14-40 13:20-14:40 D14 13:20-14:40 13:20-14:40 13:20-14:40 13:20-14:40

A14 B14 E14 F14 G14 13:20-15:00 I 14

13:20-15:20 H14

C14 MEMS 1

14:50-16:10 14:50-16:10 14:30-16:10 E15 F15 G15 15:10-16:10 I 15

A15 B15 D15 H15

16:00-17:20 16:00-17:20

16:20-17:40 15:30-17:30 16:00-17:40 16:00-17:40 16:20-17:40

16:20-18:00

第４０回日本伝熱シンポジウム［広島］ プログラム［第１日目： ５月２８日］   

分子・クラスター
スケール 1

  伝熱促進・
制御 1 燃焼を伴う

伝熱

限界熱流束・
遷移沸騰 1

学生プレゼン
テーション賞 1

学生プレゼン
テーション賞 5

エネルギー
変換 1 密閉空間 1 熱輸送機器 1

分子・クラスター
スケール 2

  伝熱促進・
制御 2

限界熱流束・
遷移沸騰 2

学生プレゼン
テーション賞 2

学生プレゼン
テーション賞 6

エネルギー
変換 2 密閉空間 2 熱輸送機器 2

FF1 冷凍空調に
おける環境保全

11:20-12:

エネルギー
有効利用 1 密閉空間 3

分子・クラスター
スケール 3

  伝熱促進・
制御 3

FF2-1 グリーン
エネルギー
周辺技術 1
（IECEC国際
セッション）

限界熱流束・
遷移沸騰 3
13:20-14:20

熱輸送機器 3

　極小熱流束・
膜沸騰分子・クラスター

スケール 4
  伝熱促進・
制御 4

学生プレゼン
テーション賞 4
14:50-15:50

学生プレゼン
テーション賞 8
14:50-15:50

  エネルギー
有効利用  2
14:50-15:50

空調・冷凍
機器 1

14:50-15:50

学生プレゼン
テーション賞 3

学生プレゼン
テーション賞 7

空調・冷凍
機器 2分子・クラスター

スケール 5
16:20-17:20

  伝熱促進・
制御 5 核沸騰

MEMS 2

FF2-2 グリーン
エネルギー
周辺技術 2
（IECEC国際
セッション）

噴霧系

学生プレゼン
テーション賞 9 蒸発器・凝縮器
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Ａ　室 B　室 Ｃ　室 D　室 E　室 F　室 G　室 H　室 I　室

A21 B21 D21 E21 F21 G21 H21 I 21

吸  着

C21 9:00-10:00

9:00-10:20 D22 9:00-10:20 H22 9:00-10:20

9:00-10:40 B22 気液二相流１ 9:00-10:40 F22 9:00-10:40 I 22

A22 10:05-11:05 E22 G22 物質移動 2

D23 10:05-11:25 10:25-11:25

B23 10:00-12:00 10:30-11:50 H23 I 23

充填層・流動層

10:50-12:30 11:10-12:30 10:50-12:30 10:50-12:30 11:30-12:30

A23 B24  C22 D24 E23 F23 G23 H24 I 24

熱交換器 2

13:30-14:30

13:30-14:50 13:30-14:50

13:30-15:10 13:30-15:10 13:30-15:10 13:30-15:10 13:30-15:10

第４０回日本伝熱シンポジウム［広島］　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム［第２日目： ５月２９日］   

マイクロ
スケール 1

層流
固気・固液
二相流

9:00-10:00 自然対流

空調・冷凍
機器 3 自然エネルギー

利用 1
物質移動 1

FF3 相変化をと
もなう伝熱にお
ける濡れ性の諸
問題（続編）

生体・食品
技術 1   乱流構造とモ

デル化 1
10:25-11:25

熱交換器 1

マイクロ
スケール2 共存対流 自然エネルギー

利用 2気液二相流 2   乱流構造とモ
デル化 2

11:30-12:30

生体・食品
技術 2

11:30-12:30

混相流の数値シ
ミュレーション

乱流の数値
シミュレーション

13:30-14:30
伝熱・反応機器

気液二相流 3 強制対流
相変化素過程 生体・食品

技術 3 多孔質層

懇親会（会場：　広島全日空ホテル）

18:00-20:00

総会（会場：　ヒマワリ国際会議ホール）

15:20-16:20

特別講演（会場：　ヒマワリ国際会議ホール）

16:30-17:30
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Ａ　室 B　室 Ｃ　室 D　室 E　室 F　室 G　室 Ｈ　室 I　室
A31 B31 C31 D31 E31 F31 G31 H31 I 31

接触熱抵抗

9:00-10:00
A32 9:00-10:20 E32 9:00-10:20 9:00-10:20

特殊場 1 9:00-10:40 9:00-10:40 D32 熱物性 1 9:00-10:40 G32 H32 9:00-10:40
10:10-11:10 B32 C32 10:05-11:05 F32 放射物性 環境技術 1 I 32

A33 E33 10:25-11:25 10:25-11:25
特殊場 2 G33 H33

11:20-12:20 10:30-12:10 10:50-12:10    放射伝熱 環境技術 2
10:50-12:30 10:50-12:30 11:10-12:30 11:30-12:30 11:30-12:30 10:50-12:30

A34 B33 C33 D33 E34 F33 G34 H34
特殊場 3 融  解 沸騰伝熱促進

13:30-14:30 13:30-14:30 13:30-14:30
13:30-14:50 13:30-14:50 13:30-14:50 13:30-14:50

第４０回日本伝熱シンポジウム［広島］　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム［第３日目： ５月３０日］   

相変化分子
運動論

9:00-10:00
  剥離流れ・
噴流 1 凝固・凍結 1

沸騰流 1 蓄熱・蓄冷
機器 1

電子・情報
技術

加工・成形
技術

  剥離流れ・
噴流 2

計測・画像
処理 1

蓄熱・蓄冷
機器 2

  剥離流れ・
噴流 3 熱伝導 ヒートシンク

  都市・地球
スケール

13:30-14:30

凝固・凍結 2 計測・画像
処理 2熱物性 2

素材製造技術

沸騰流 2
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佐賀大学理工学部機械システム工学科教官公募 

募集人員：助教授 １名 

所属学科・講座：機械システム工学科 熱エネルギーシステム学講座 

勤務場所：佐賀市本庄１番 

応募資格：博士の学位を有し、４０歳以下の方 

専門分野：（１）熱工学分野（熱力学、伝熱工学等）の教育に熱意をもち、関連の講義等が

担当できる方 

     （２）熱エネルギーの有効利用・環境問題に関する研究に熱意のある方 

     （３）大学院博士課程の学生の教育・研究の指導が出来る方 

採用予定時期：平成１５年１０月１日 

応募締切： 平成１５年６月３０日（月） 

提出書類：（１）履歴書（写真貼付、現住所、連絡先（電話番号、電子メールアドレス）、 

学歴、研究歴、職歴、所属学会、賞罰等を記入すること） 

     （２）健康診断書 

     （３）研究業績リスト（審査付論文、国際学会論文、解説論文、著書、特許等に 

分類して記載すること） 

（４）主要論文の別刷またはコピー（１０編まで、各１部） 

（５）これまでの研究業績の説明(1,000 字程度) 

（６）今後の研究構想(1,000 字程度) 

（７）佐賀大学での教育に関する抱負(1,000 字程度) 

（８）科研費、研究助成金等の取得状況（代表者の場合のみ） 

（９）応募者に対する意見を伺える方２名の氏名、電話、電子メールアドレス 

選考方法：書類による選考のほかに、必要に応じて来学の上面接を受けていただきます 

書類提出先：840-8502 佐賀市本庄町１番 

       佐賀大学理工学部機械システム工学科 学科長 金子賢二 

      電話：0952-28-8647, E-mail:kaneko@me.saga-u.ac.jp 

        （応募書類は簡易書留で、封筒に「教官応募書類」と朱記して下さい 

       なお、応募書類は原則として返却致しませんのでご了承下さい） 

問合せ先：佐賀大学理工学部機械システム工学科 熱エネルギーシステム学講座 教授 

      門出政則 電話：0952-28-8608, E-mail: monde @me.saga-u.ac.jp 

            （できるだけ電子メールでお願いします） 
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事務局からの連絡 

 
１．学会案内と入会手続きについて 
【目的】 
本会は、伝熱に関する学理技術の進展と知識の普及、
会員相互及び国際的な交流を図ることを目的として
います．

【会計年度】 
会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１
日までです． 
 
【会員の種別と会費】 
会員種  資  格  会費（年額）

正会員 
伝熱に関する学識経験を有
する者で、本会の目的に賛
同して入会した個人 

８,０００円

賛助 
会員 

本会の目的に賛同し、本会
の事業を援助する法人また
はその事業所、あるいは個
人 

１口 
３０,０００

円

学生 
会員 

高専、短大、大学の学部お
よび大学院に在学中の学生
で、本会の目的に賛同して
入会した個人 

４,０００円

名誉 
会員 

本会に特に功労のあった者
で、総会において推薦され
た者 

８,０００円
但し、70才
以上は０円

推薦 
会員 

本会の発展に寄与すること
が期待できる者で、当該年
度の総会において推薦され
た者 

０円

 
【会員の特典】

会員は本会の活動に参加でき、次の特典がありま
す．

1. 「伝熱」,「THERMAL SCIENCE AND 
ENGINEERING」を郵送します．

 （本年度発行予定：5，7，9，11，1，3月号）
  ・正会員、学生会員、名誉会員、推薦会員に１

冊送付

  ・賛助会員に口数分の冊数送付

2. 「日本伝熱シンポジウム講演論文集」を無料
でさしあげます．

  ・正・学生・名誉・推薦の各会員に１部、賛助
会員に口数分の部数（但し、伝熱シンポジウ
ム開催の前年度の３月２５日までに前年度分
までの会費を納入した会員に限る）

 

【入会手続き】
正会員または学生会員への入会の際は、入会申込用
紙にご記入の上、事務局宛にファックスまたは郵送
で送り、郵便振替にて当該年度会費をお支払い下さ
い．賛助会員への入会の際は、入会申込用紙にご記
入の上、事務局宛にファックスまたは郵送でお送り
下さい．必要があれば本会の内容、会則、入会手続
き等についてご説明します．賛助会員への申込みは
何口でも可能です．
（注意）
・申込用紙には氏名を明瞭に記入し、難読文字に
はJISｺ-ﾄﾞのご指示をお願いします．

・会費納入時の郵便振替用紙には、会員名（必要に
応じてフリガナを付す）を必ず記入して下さい．
会社名のみ記載の場合、入金の取扱いができず、
会費未納のままとなります．

・学生会員への入会申込においては、指導教官によ
る在学証明（署名・捺印）が必要です．

 

２．会員の方々へ

【会員増加と賛助会員口数増加のお願い】

個人会員と賛助会員の増加が検討されています．
会員の皆様におかれましても、できる限り周囲の
関連の方々や団体に入会をお誘い下さるようお
願いします．また、賛助会員への入会申込み受付
におきまして、Ａ（３口）、Ｂ（２口）、Ｃ（１口）
と分けております．現賛助会員におかれましても、
できる限り口数の増加をお願いします． 
 

【会費納入について】
会費は当該年度内に納入してください．請求書は
お申し出のない限り特に発行しません．会費納入
状況は事務局にお問い合せ下さい．会費納入には
折込みの郵便振替用紙をご利用下さい．その他の
送金方法で手数料が必要な場合には、送金者側の
負担にてお願い致します．フリガナ名の検索によ
って入金の事務処理を行っておりますので会社
名のみで会員名の記載がない場合には未納扱い
になります．
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【変更届について】
（勤務先、住所、通信先等の変更）
勤務先、住所、通信先等に変更が生じた場合には、
巻末の「変更届用紙」にて速やかに事務局へお知
らせ下さい．通信先の変更届がない場合には、郵
送物が会員に確実に届かず、あるいは宛名不明に
より以降の郵送が継続できなくなります．また、
再発送が可能な場合にもその費用をご負担頂く
ことになります．
（賛助会員の代表者変更）
賛助会員の場合には、必要に応じて代表者を変更
できます．
（学生会員から正会員への変更）
学生会員が社会人になられた場合には、会費が変
わりますので正会員への変更届を速やかにご提
出下さい．このことにつきましては、指導教官の
方々からもご指導をお願いします．
（変更届提出上の注意）
会員データを変更する際の誤りを防ぐため、変更
届は必ず書面にて会員自身もしくは代理と認め
られる方がご提出下さるようお願いします．
 
【退会届について】
退会を希望される方は、退会日付けを記した書面
にて退会届（郵便振替用紙に記載可）を提出し、
未納会費を納入して下さい．会員登録を抹消しま
す．
 
【会費を長期滞納されている方へ】
長期間、会費を滞納されている会員の方々は、
至急納入をお願いします．特に、平成12年度以
降の会費未納の方には「伝熱」「 THERMAL 
SCIENCE AND ENGINEERING」の送付を停止し
ており、近く退会処分が理事会で決定されます．
 
３．事務局について 
次の業務を下記の事務局で行っております． 
 
 

事 務 局
《業務内容》
ⅰ)入会届、変更届、退会届の受付
ⅱ)会費納入の受付、会費徴収等
ⅲ)会員、非会員からの問い合わせに対する応
対、連絡等
ⅳ)伝熱シンポジウム終了後の「講演論文集」
の注文受付、新入会員への学会誌「伝熱」、
論文集「THERMAL SCIENCE AND 
ENGINEERING」発送、その他刊行物の発
送
ⅴ)その他必要な業務

《所在地》
 〒113-0034  東京都文京区湯島2-16-16 
     社団法人 日本伝熱学会
     TEL, FAX：03-5689-3401  
 E-MAIL: htsj@asahi-net.email.ne.jp
 HP: http://www.htsj.or.jp 

（土日 祝祭日を除く 午前10時～午後5時）
 
（注意） 
１．事務局への連絡、お問い合わせには、電話に
よらずできるだけ郵便振替用紙の通信欄や
ファックス等の書面にてお願いします． 

２．学会事務の統括と上記以外の事務は、下記に
て行なっております． 

 

〒184-8588 東京都小金井市中町2-24-46 
 東京農工大学工学部機械システム工学科
        望月 貞成
 TEL:042-388-7088  FAX:042-388-7088 
 E-Mail : motizuki@cc.tuat.ac.jp 
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新入会員（2003.2～2003.3.20）   １２名   

 
資格 氏 名 勤務先 資格 氏 名 勤務先 

正 桝井 律男 ㈱本田技術研究所 学生 河村 慎一 京都大学大学院工学研究科

正 長山 暁子 九州工業大学 学生 高橋 弘樹 京都大学大学院工学研究科

正 仲亀 雅己 富士写真フイルム株式会社 学生 伊尻 珠也 名古屋工業大学

  学生 小塚  満 名古屋工業大学

  学生 吉田 一優 名古屋工業大学

  学生 及川  健 中央大学大学院理工学研究科

  学生 櫻井 英人 中央大学大学院理工学研究科

  学生 鈴木  裕 中央大学大学院理工学研究科

  学生 陸   騫 中央大学大学院理工学研究科

寄付会費（2003. 2～2003.3.20）  ５名 17,000 円 
 

資格 氏 名 勤務先 資格 氏 名 勤務先 

正 小林 睦夫 新潟大学 正 庄司 幸嗣 東北学院大学

正 小山  繁 九州大学 正 西田 哲也 水産大学校

正 林 勇二郎 金沢大学 正 岩崎 秀夫 ㈱東芝
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日本伝熱学会正会員・学生会員入会申込み・変更届用紙 
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日本伝熱学会 賛助会員新規入会申込み届け用紙 
 

０ 申込年月日     年 月 日

※ご記入に際しての注意
日本伝熱学会からの郵送物は代表者にお送りしておりますので，代表者の所属に変更がありましたら，書面
にて事務局宛ご連絡くださるようお願いします．

１ 会員資格 賛助会員

２ 代表者氏名                

３ ふりがな                

４                

５

名称
(所属)                

６ 〒    －           

７                

８
所在地

               

９ TEL                

10

代

表

者

勤

務

先
FAX             共通・専用

11 口数 口             

日本伝熱学会入会のご案内

１．学会の会計年度は毎年 4月 1日から翌年 3月末日までです．
２．賛助会員の会費は１口３０，０００円／年で，申し込みは何口でも結構です．申し込み口数により，次

のように分けております．（３口），B（２口），C（１口）
３．会員になりますと「伝熱」「THERMAL SCIENCE AND ENGINEERING」をお申し込み口数１口につき各
１部お送りします．「日本伝熱シンポジウム講演論文集」等をお申し込み口数１口につき１部無料でさし
あげます．この伝熱と THERMAL SCIENCE AND ENGINEERINGは通常，年６回（５，７，９，１１，
１，３月号）発行しております．但し，日本伝熱シンポジウム講演論文集につきましては，前年度の会
費を年度末までに完納された会員に限り当該年度のものを無料でさしあげます．なお，年度途中でご入
会された方には残部の都合でお送りできない場合もありますので，あらかじめご承知おきください．

４．本学会では，事務作業簡素化のために会費の領収書の発行は郵便振替や銀行振込の控えをあてています．
簡単な書式の領収書はご用意できますが，それ以外の場合には貴社ご指定の書式をご送付下さいますよ
うお願い申しあげます．

 
申込書送付先 ;〒113-0034 東京都文京区湯島 2-16-16 
              社団法人日本伝熱学会事務局  TEL＆FAX；03-5689-3401 
会費の振込先； 
(1)郵便振替の場合―郵便振替口座 00160-4-14749  社団法人日本伝熱学会 
(2)銀行振込の場合―みずほ銀行 大岡山支店 普通預金口座 145-1517941   

社団法人日本伝熱学会 
 (3)現金書留の場合―上記の事務局宛に御送金下さい． 
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◇編集後記◇

 4月、今年の桜前線は早過ぎた昨年に比べて例年どおりゆっくり
と北上し始めています．前々号からスタートした「ものづくりと
伝熱特集号」の第３段を中国四国・九州支部を中心に作成いたし
ましたので，お届けします．本号は奥山・高田委員の担当のもと
発行いたしました。原稿をご執筆いただきました方々に厚くお礼
申し上げます。
 本誌への原稿の投稿、また、本誌に対するご意見・ご要望など、
お近くの下記委員ないしは編集出版事務局，第４１期編集出版部
会委員までお寄せください。

副会長 長野 靖尚 名古屋工業大学
部会長 瀧本  昭 金沢大学
委 員
（理事） 近久 雅彦 北海道大学

花村 克悟 岐阜大学
岩城 敏博 富山大学
藤井 照重 神戸大学
奥山喜久夫 広島大学

（評議員） 小原  拓 東北大学
井上 剛良 東京工業大学
一宮 浩市 山梨大学
高田 保之 九州大学

（事務） 大西  元 金沢大学

TSE チーフエディター 
西尾 茂文 東京大学

TSE 出版担当 
  永井 二郎   福井大学

平成 15年 3月 31日

編集出版事務局：〒920-8667 金沢市小立野 2-40-20 
金沢大学工学部人間・機械工学科

 瀧本 昭 ／大西 元
 Tel : 076-234-4741 ／-4742 
 Fax : 076-234-4743 
 e-mail: takimoto@t.kanazawa-u.ac.jp 
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